
図 3 Cグ リッド下層遺構面出土石器実測図

粗材面が大きく残る。打点側より複数の二次争J離を行ない、粗材の縁端部は使用痕による細か

い崇J離が背腹両面にみられ、刃部として利用されていたことがわかる。その後、腹面からの加

撃により、一部を欠損する。

(2)は全長 7.8 Cm。 幅 5.2 cm・ 厚さ 1.2 Cmを 測り、横長手J片 を利用した楔形石器で、背面に

は上端よりの崇1離痕が観察され、腹面はポジティブな粗材面をそのまま残す。打点近 くには部

分的に自然面を残し、対向する両縁辺部には、連続する細かい制離がみられる。

Ⅵ まとめ

調査によって得られた諸点について簡単にまとめると次の通りである。

i)遺構と時期について :遺構は層位の違いによって、 2時期のものが確認された。時期

については、遺構内および遺構上下の上層より出土する遺物によって、以下の時期に比

定できる。

a.古墳時代前期のもの(上層遺構 )

b,労く生時代前期～中期のもの(下層遺構 )

�)造構の性格について :上層遺構面では方形周濤墓状遺構を、下層遺構面では滞を中心

とする遺構を検出した。このことから、古墳時代前期にはこの地域が墓域とし利用され

ていたものと考えられ、弥生時代前期～中期には直接的な生活拠点を肯定する遺構は検

-145-



出できなかったものの、調査地近隣にその存在の可能性が窺える。

iii)出土遺物について :出土した土器については、古墳時代前期の包含層である灰色粘土

I出工のものを除き、ほとんどが小破片であった。下層遺構内より出土した遺物は小破

片ながら遺構の時期を決定し得る資料となったが、上層遺構からは直接的な時期決定の

資料は得られなかった。

以上のように、今回の調査では当調査地に 2時期の遺構が存在することが確認された。しか

し、遺跡全体の詳細については、いまだ充分に把握し得ていない。当遺跡の調査は緒についた

ばかりであり、今後の調査資料の集積を待って明らかにしたい。

〔注 記〕

1(財 )大阪文化財センター『亀井・城山』1981年

2(財 )大阪文化財センター『近畿 自動車道吹田～天理線建設予定地内瓜生堂遺跡他 5遺

跡第 1次発掘調査報告書』 1975年

3 本誌所収第 3章

4 八尾市役所『八尾市史』 1958年
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Cグ リッド Bグリツド

OP+7.00市

上層遺構面

下層遺構面

1 盛土
2 1日耕土
3 黒色粘上
4 茶灰色混砂粘土
5.緑灰色シル ト
6.灰色粘上 I
7 暗灰色猫土 I
8.灰青色シル ト

a.暗灰色粘土H
b 緑灰色混砂粘土
c.灰色粘上主I
d 暗灰色粘土m
e.灰色粗砂

上層遺構

下層遺構

図 4 平面図

方形周溝墓状遺構
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図6 出土遺物実測図
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Ⅶ 出土遺物観察表
番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

1 71ヽ 型 鉢

Bグ リ/ド
灰色thtt I

口 径  120
器  高  6_3

半球形の体部か ら内弯 ぎみに外折す

る口縁都である。
底部は尖 りぎみ となる。

外 面 口縁 部は ヨコナデ し、体部 は

全体 にヘ ラケズ リを施 す。
口縁部 を ヨヨナ デ し、体 部 内

面はT寧 にナデ を行 な う。
内 面

色調  淡赤褐 色
胎土  石 英・長石 を含む。
焼成  良好

月 4ヽ!C・ h

Bグ リンド
灰色粘土 I

口 径  120
器 高  63

1と 同様の器形であるが、底部は九
み をおびる。

外 面 口縁部
`よ

ヨヨナデ し、体部は

全体にヘ ラケズ リを施す。
口縁部 をヨヨナデ し、体部内

面はナデのあと細かいヘ ラ ミ

ガキを施す。

内 面

調
生
成

色
胎
焼

淡赤褐 色

石英 ・長石 を含む。

良好

一至

Bク リンド

灰色粘土 I

口 径  129 rく Jの 字 形 に九 〈屈 曲 した後 、直立
す る口縁部 に至 る。端 部 は丸 く終 わ

る。

体部 は肩 の張 る形態 であ る と思 われ

る。

外面  口縁部 お よび肩部 を ヨヨナ デ
し、それ以下 は 8条 /10 0mmの
ハ ケ を施す。

内面  口緑部をヨコナデ し、胴言卜は
5～ 6条 /10 0mmの ハケのあと、

胴部上方にチデを行 なう。

調

土
成

色

胎

焼

淡茶 灰色

石英 を多 く含む。

良好

4

周 溝

肩部 の破 片 と思 われ る。

幅 25 0mmの 凸荷 をつ くりその上 に 5

条のヘ ラ描 沈線文 を施 す 。

外 面 洗線文帯の上下 方 にナデあ る

いはヘ ラ ミガキを施す。

指頭圧痕がみ られ る。内 面

色調  灰 黄色 ～黒灰 色
胎上  チ ャー ト・ 石 英 を多 く

含む。

焼成  良 好

5

周 溝

胴部 の破 片 と思 われ る。
ヘ ラ招沈線文 間 に刺 突文 を施す。

外面 磨 耗 を受け不明。
内面  上部 に縦方向のナデ 、下部 は
ヘ ラ ミがキを施 す と思 われる。

色調  茶 褐色 (外面 )
黒色 (内 面 )

胎土  チ ャー ト・石英 を含む。
焼成  良好

蜜

周 溝

底  径  75 平底 を有す る。 面

面

外

内

ナデ と思 われ る。

指頭圧痕 が顕著 であ る。

色調  暗赤 黄色 (外面 )
黒 色 (内面 )

胎土  チャー ト・石英 を含む。
焼成  良好

7

Aグリッド
暗灰色粘■

口 径  147 外反す る口縁部 で端 部 はわずか に上
方へ立 ち、外側 に面 を もつ。

外面  指圧痕 がわずかに残 る。
内菌  ヘ ラ原体 と思 われ る庄痕 が わ
ずかに残る。

色調  暗 灰 色
胎土  石 英 を 多 く含む。
焼成  や や不 良

蜜

Aグリンド
晴灰色精土

底  径  64 中央 力゙ わず か に凹む突 出平底 である。 外面  5条 /10 0mmの ハ ケを施 す。
内面  表面が制離 を受 け不明。

色調  暗赤褐 色 (外面 )
茶 灰 色 (内 面 )

胎土  チ ャー ト・石 英・ 長 石
を含む。

焼成  良好
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番

号
器   種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

一霊

Cグリンド
下層遺構面

大 き く外反す るこ の 口縁部 であ る。

端部 は下 方 に肥厚 し、広 い面 とな る。
日縁下端 部 にヘ ラに よる刻 み 目がみ

られ る。

外面  端 部 の平坦 面はナデ 、それ以
下 1よヘ ラ ミガキ。

内面  ヘ ラ ミガキを施 す。

色調  ,た茶褐 色
胎土 石英・ 角閃石 を含む。
焼成  良好

甕

SD2

丸 く屈曲す る口緑部 で、端部は外傾
す る面 となる。
器肉は薄めである。

外面  口縁部 と胴部の接合都 に指頭
圧痕 カラ生ら″とる。

内面 磨耗 を受け不明。

色調  暗赤褐 色
胎土  石 英・ 長 石・ 角閃石 を
含む∫

焼成  良好

甕

SD2

底  径  7_4 中央部が わずか に四 む上 げ底状 の底
部 であ る。

外面  ヘ ラナデ。
内面  一部 にヘ ラ痕が の こ り、全体
にチデ。

調

　

土

成

色

　

胎

焼

黒灰 色 (外面 )

茶灰 色 (内面 )

石英 を 夕 く含 む。

良好

士霊

SD4

肩部 の破 片 と思 われ る。

8条 /14 5mmを 単 位 とす る柿拙 流 水文
を施す。

画

面

外

内
文様間 をヘ ラ ミガキする。
ユ ビナデ。

色調  茶 褐 色
胎土  長 石 ・石 英・角閃石 を
含 む。

焼成  良好

一軍

SD4

口 径  266 筒形の象部 か ら外反す る口縁部 に続
く。端 部は下 方に肥厚 し、広 い面 を
つ くる。
‐
口綴上端部にヘ ラによる刻み 日、端

面に維位の刻み 目のあ と、中央部に

1条のヘ ラ拙 きrt線文 を巡 らせ る。

外面 端部の平 J■面はナデ、それ以
下はハケを施す。

内面 ハケを施す。

調

　

土

成

色

　

胎

焼

淡茶灰 色 (外面 )

赤禍 色 (内面 )

石 英 、 チ ャー トを含む。

良好

壼

SD4

肩部の破 片 と思 われ る。

10条 /17.Ommを 単位 とす る櫛描 直線文
を施 す。

画

面

外

内
直線文 間に ヘ ラ ミガキを施す。

上部 はヘ ラ ミガキ。

下部 にナデ を行 な う。

色調  暴褐 色
胎 Jを 石英・ 長 石・ 角 問 7fを
含 む。

焼成  良 好
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第 7章 老原遺跡発掘調査概要報告



き
百例

1.本書は、八尾市老原 1丁目42番地において実施した、
|

社宅

建設工事に伴なう発掘調査の概要報告である。

1.発掘調査は、昭和56年 4月 20日 から5月 13日 にかけて実施した。

1.発掘調査は、八尾市教育委員会文化財室が行ない、高萩千秋・高木真光が現

地を担当した。なお、調査にあたっては西村公助・野田雅彦・ltl花 田建設の協

力があった。

1。 本書作成にあたっては、上記担当者のほか米田敏幸(遺物実測 )・ 成海佳子

(遺物実測 。トレース)が行ない、執筆は高萩千秋・米田敏幸(SE2出土遺物 )

が分担した。

本 文 目 次

I 遺跡の概要 …… ………… …… …… …… ……… ……………… …… …… 159

H 調査の概要 … ………… ………………… …中……………… ………… ……… 159

Ⅲ 検出遺構…… …… …… ………………… … …………… ………… … ……… 160

Ⅳ 出土遺物…… …… ………… … ……… … ………………………… …………… 162

V まとめ… ∴…………………………。………………… ……………………………………………165
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第 7章 老原追跡発掘調査概要報告

I 遺 跡の概要

当遺跡は長瀬川左岸に拡がる沖積地の東端部に位置し、古墳時代から鎌倉時代に続 く集落遺

跡である。遺跡の周辺には長瀬川に沿って、南から東弓削遺跡・田井中遺跡・植松南遺跡・跡部
①     ②     ⑥

遺跡・久宝寺遺跡などが所在している。
④     ⑤
当遺跡は昭和52年に老原 2丁 目で関西鉄力株式会社が実施 した送電鉄塔建設工事中、古墳時

代～鎌倉時代の遺物が出土した記録があるが、その規模や実態は明らかではなかった。今回の

調査地は、この地点より約 300m東 方に位置している。規模を確認する上で、重要な地′ミであ

った。

H 調査の概要

調査地に 3ケ所の調査区を設定し、中央部をAグリッド、東側をBグリッド、西側をCグリ

ッドとし、調査を行なった。

図 1 調査地設定図

□ □

関
西
電
力
八
尾
変
電
所
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調査は現地表から盛土、旧耕上、床土までの約80cmを 機械掘削し、以下の約30cmを 手掘 り調

査とした。

層序は盛土約60cmの 下に第 1層 旧耕土、第 2層床上、第 3層灰褐色シル ト、第 4層茶灰褐色

砂粘土、第 5層灰色砂礫土(A・ Cグ リッド)、 灰青色シル ト(Bグ リッド)である。

このうち第 3層 は中世以降の水田址t第 4層 は鎌倉時代の整地層 となっている。この層の

上面から丼戸 。土器溜 。柱穴を検出している。第 5層はBグ リッドでは古墳時代の生活面とな

っているが、A・ Cグ リッドでは古墳時代以前の河川跡と思われ、部厚い粗砂の堆積で分量の

湧水がみられる。

Ⅲ 検出遺構
1)Aグ リッド

調査地の中央部で8× 8m、 拡張部2× 2mの グリッドを設定した。上層から鎌倉時代の井

戸2基・柱穴3個 。土器溜 。濤2条が、下層からは古墳時代後期の土城が検出された。

上層

SEl

グリッド中央部で検出した。長径

約 160 cm。 短径 120 cm・ 深さ60cmを

測 り、平面は楕円形を呈する浅い素

掘 りの井戸である。この井戸は古墳

時代以前の砂礫堆積層 (河川跡 )に掘

り込まれており、深さに比して湧水

量は豊富である。

井戸内から、鎌倉時代の瓦器椀・

台付小皿・瓦片等が出土している。

SE2

SElが 埋められた後、新たに掘

られたものである。この井戸は長径

156 cm・ 短径96cm。 深さ86cmの 穴を

掘 り、内部に丼筒を納めるものであ

る。図2 Aグ リッド上層平面図
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井筒の構造は、最下段に羽釜を据 え、上段に曲物 2個 を積み上げたものである。曲物は径

46 cm・ 高さ18cm。 厚さ 0.8 cmを 測る。井筒内から鎌倉時代の白磁碗、瓦器椀、瓦器小皿、土師

質小皿、平瓦、須恵質のす り鉢など|が出土している。

ビット

3個の柱穴(SPl～ SP3)を検出した。これらは径20～ 60cmと 不揃いで、規則的|な配列ぼ

認められなかったの

土器溜

グリッド南隅で検出した。径約60cm

は、上部から均整唐草文軒平瓦 1点、

溝

束西方向の 2条の濤(SDl・ SD2)

を検出した。 SDlは 幅40cm前後・

珠さ 8 cmを 測り、SD2は 幅25cn前

後深さ 7 cmを 測る。

これらは、中世以降の水田耕作に

伴なうものと考えられる。

下層

SKl

下層の北東隅で検出したが、北東

部は調査区外へ至 り不明である。現

存の最大幅350cm。 最小幅280cm・ 深

さ20～ 30cmを 測る。

土城内西イ貝1に は径140cm.深さ30cm

の落ち込みがあり、その底部には約

2 cmの厚さで炭化物が堆積する。

遺物としては、古墳時代後期の上

師器杯・高杯 。壺・甕、須恵器蓋杯・

高杯などが多数出土しているが、こ

の土拡の性格は不明である。

・深さ約 15cmを 測り、円形を呈する土器溜である。遺物

瓦器小皿 (20)、 土師質小皿 (11～ 19)等が出土 して いる。

0                             5m

図 3 Aグ リッド下層平面図
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2)Bグ リッド

Aグ リッドから東へ20mの地点に5× 5mの グリッ

ドを設定した。グリッド内では土軌・溝を検出した。

SK2

径約 100 cm・ 深さ約40cmを 測る。遺物は出上しな

かった。層位からみて所属時期は鎌倉時代 と推定さ

れるが、性格は不明である。

溝

3条の溝(SD3～ SD5)を検出した。これらは

Aグ リッドで検出された溝と同じく、中世以降の耕

作に伴なうもののようである。

3)Cグ リッド

Aグ リッドから西15mの地点に、4.5× 4.5mの グ

リッドを設定した。遺構として 4条の濤 を検出した。

溝

東西方向のもの3条 (SD6～ SD8)、 南北方向のも

の 1条(SD9)である。いずれも幅40cm前後 .深さ

7 cnほ どの規模で、A・ Bグ リッドの濤と同じく、

中世以降のものであろう。図 5 Cグ リッ ド平面図

Ⅳ 出土遺物

出土遺物については、Aグ リッヽドのものが分数を占め、B,Cグ リッドでは細片が若千出土

したのみである。遺物は古墳時代後期のものと、鎌倉時代のものに大別 される。

1)古墳時代後期

この時期の遺物として、Aグ リッドSKlか ら出土した土師器・須恵器、包含層か ら出土し
た土錘などがある。

上師器

杯 (1～ 3):口 縁部が 2段に屈曲する(1・ 2)と 直回の(3)が 出上した。(1)は 口径13.6cm

を測る。口縁部は直立した後外反し、端部は上方へ尖 りぎみに終わる。(2)は 口径 16cnlを 測る。
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田縁部はやや内弯ぎみに直立した後外反し、端部は丸 く終わる。ともに内外面をヨコナデ調整

する6(3)は 口径13.8cm.器 高 6.6 cmを 測る。口縁端部はやや内傾する面をもつ。底部は九味を

おび|た平底である。体訓は指圧ナデ、口縁部はヨコナデ調整を行なう。

高杯 (4):口 径 16.4cm・ 杯部高 5 cmを 測り、脚部を欠損する。杯底部より1内弯ぎみに立ち上が

る口縁部で、端部は丸 く終わる。外面杯底部と口縁部の境には、九みのある段をなす。内外面

をヨコナデ調整する。

重(5):口 径 8.6 cmを 測るc肩部から急に締まり、斜めに拡がる長い口頸部をもつ。口縁端部

は九 く終わる。外面には縦方向のヘラミガキ、内面には指圧ナデを施 し、口縁端部にはヨコナ

デを行なう。

甕(6):口 径14.6cmを 測る。口縁部は「く」の字形にゆる〈外反し、端部はつまみ上げている。

休部は1/Dる やかに内弯する。調整は接合部を指圧ナデの後、体部外面に縦方向のハケ、口縁部

内外面にはヨコナデを施す。

須恵器

蓋杯 (7・ 8):い ずれも蓋である。 (7)よ 口径 13cm・ 器高 7.8 cmを 測る。口縁部は垂直に下 り

ながらわずかに外反ぎみとなり、丸く終わる端部に至る。天丼部外面は回転ヘラケズリ、他は

回転ナデを行なう。(8)は 口径13.8cm、 器高 5 cmを淑」る。口縁部はやや内弯しながら垂直に下

―
―で10ヒーー製

∝m
図6 古墳時代後期の遺物実測図
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、わずかに外反して丸く終わる端部に至る。退化した稜をもつ。天丼部外面は回転
ヘラケズ

、他は回転ナデを行なう。

有蓋高杯(9):口径 13.6Cm・ 杯部高 4 Cmを測る。口縁部は短か く内傾 し、端部は内傾する凹面

となる。受部はほぼ水平にのび、底部は浅 く平らである。杯部外面下半は回転
ヘラケズリ、他

は回転ナデを行なう。

その他

土錘(10):径 2.6 cm。 長さ 9.6 Cmを 測る。径 0.6 Cmの 孔を穿っている。

2)鎌 倉時代

この時期の遺物としては、土器溜・井戸から大半が出上している。その種別は瓦器椀、瓦器

小皿、羽釜、土師質小皿、白磁碗、瓦、瓦質土器、木製品などである。

土器溜出土遣物

遺物は多数が土師質小皿で、他に瓦器小皿 (20)、 均整唐草文軒平瓦などが出上している。

土師質小皿 (11～ 19):口 縁部の形態により、 3形態に分類できる。 Aタ イプ(15。 16)は 口縁

部と体部の境に稜をもつ。 Bタ イプ(11)は 口縁部が外上方に直線的に立ち上がる。Cタ イプ(12

～14。 17～ 19)は 平坦な底部からゆるやかなカーブを描き、1外上方に内弯しながら立ち上がる

ものである。さらに底部の形態や口径から、A・ Cタ イプは 2種に細分することができる。

SE2出 土遺物

遺物は、井筒外と井筒内で 2時期に分けることができる。

瓦器椀 (21～ 27):井 筒外出上のもの(21・ 22)は 、断面三角形の高台より上方へ内弯し、口縁

部へ至る。口縁端部は丸 く終わる。外面は口縁部ヨコナデ、以下に指頭ナデを行なった後、米H

めのヘラミガキを上半部に施す。内面は見込みに平行暗文、他はやや密なヘラミガキを施す。

これらの瓦器椀は、高台の形状やヘラ ミガキの相様か ら、「換山編年」IのⅥ期に位置づけるこ
⑥

とができる。

井筒内出土のもの(23～ 27)は 、断面方形ないし三角形の低い高台より内有し、口縁部
へ続 く①

口縁端部はやや外反ぎみに終わる。外面は口縁部を強 くヨコナデし、下方に指頭ナデを行なう。

外面のヘラミガキは、口縁部付近にわずかに施される程度である。内面は見込みに平行ないし

格子状の暗文を施し、他はやや粗いヘラミガキを施す。暗文やヘラミガキは(21・ 22)に 比
べや

や粗雑で、器形も浅めのものが目立つ。これらはその特徴か ら、「換山編年」の V期に位置

づけられるものである。
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瓦器小皿 (28・ 29):と もに丼筒内出上である。外面は口縁部付近をヨヨナデ、底部は指頭ナ

デで調整する。 内面は見込みに平行・不定方向の暗文を施すが、どちらも粗雑である。

ここにみられる瓦器類は、その出上位置によって若子の型式差がみられ、それがこの井戸の

掘削時と廃絶時との時間差を示している。しかし、同一井戸内の資料であり、両者にさほど大

きな時間差が存在するとは考え難い。

自磁碗 (30):井筒内出上のもので、前述の「挟山編年」V期の瓦器椀に共伴する資料であ

る。日径 18.OCm・ 高台径 6 Cm・ 器高 6.8 cmを 測る。高台は高く鋭 く直立し、碗底部に回転ヘラ

切 り度がみらるれ。体部は内弯ぎみに上外方へのび、口縁部へ続 く6口 縁端部はわずかに外1反

し、平らな面で終わる。外面は口縁部付近まで回転ヘラケズリを行ない、内面は見込み部に沈|

線状の浅い段をもつ。釉は内面および外面の高台のやや上方まで施され、高台付近は露胎とな

つている。釉層は全体に薄 く、釉調は黄色味をおびた乳白色を呈する。

この自磁碗の形態的特徴は「大宰府分類」の白磁碗 V類に属し、11世紀以後に出現する器形で
⑦

あるとされている。

V まとめ

今回の調査では、古墳時代後期の上城、鎌倉時代の井戸・柱穴・土器溜、鎌倉時代以降の濤

が検出された。遺跡の規模や実態については充分に把握できるものではなく、井戸・柱穴など

の遺構によって、住居址および集落の一画に触れたに過ぎない。しかし、周辺に古墳時代と鎌

倉時代の集落跡の存在することが確められたわけで、今回の調査の意義は大きい。

〔注 記〕

1 八尾市教育委員会「束弓削遺跡」『入尾市文化財調益報告 3』 1976年

2 大阪府『大阪府史』1978年

3 本誌所収第2章

4 本誌所収第6章

5 八尾市教育委員会「久宝寺遺跡」『昭和51・ 52年度埋蔵文化財発掘調査年報 八尾市文化

財調査報告 4』 1979年

6 大阪府教育委員会『挟山遺跡・雑41選跡発〕1/Hl査概要』1978年

7 横田賢二郎・森田勉「大宰府出上の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集

4』 1978年
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第 8章 東郷遺跡発掘調査概要報告

L



i目

1.本書は、八尾市桜ヶ丘・北本町・光町において昭和56年度に実施した東独L遺

跡の概要報告である。東郷遺跡は昭和55年度に桜ヶ丘 3丁 目8-1・ 8-9で

実施した発掘調査を第 1次調査とし、以後調査順に第 2次 。第 3次…と付称。し

ている。なお調査地の詳細は文中の一覧表で明示する。

l。 発掘調査は八尾市教育委員会文財室が行ない、第 2次 (米田敏幸。原田昌則 )、

第 3次～第 5次 (高萩千秋・高木真光 )、 第 6次 (白神典之・森田実 )、 第 8次～

第10次 (高萩千秋 )が現地を担当した。

なお、調査にあたっては、西村公助・駒沢敦 。中野慶大
。西辻正信・田中義紀・

浅井賢―・北尾耕三・山西嘉彦・帥大林組・帥奥村組・帥大永土木
。仰辻本工

務店・ltl花田建設・棚美濃部建設の協力があった。

1.本書作成にあたっては、上記担当者のほか、西村公助・野田雅彦・中野慶太・

西辻正信・田中義紀・中野健太郎・山上弘・張本洋一 (遺物実預1)、 成海佳子・

酒井雅代 。中谷聖子 (ト レース)が行ない、執筆は第 2節米田敏幸、第 3節～第

5節高萩千秋(遺構 )・ 高木真光 (遺物 )、第 6節 白神典之・森田実、第 7節～第10

節高萩千秋 (遺濡 )。 高木真光 (遺物 )が分担した。
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図 版 目 次
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図版12 第 1調査区 遺構検出状況

〈第 3次調査〉                    同上 SEl遺 物出土状況

図版 2 第 1ト レンチ 沼沢地検出状況     図版13 第 2調査区 遺構検出状況

第 2ト レンチ 水田址検出状況         同上  SK5

図版 3 第 3ト レンチ 水田址検出状況     図版14 第 2調査区 SE2

同上 水田畦畔断面              第 3調査区 遺構検出状況
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同上  SE3
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図版 6 第 2調査区 第 3遺構面検出状況        同上  SD9遺 物出土状況
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図版 7 第 2調査区 第 2遺構面検出状況        出土遺物

同上  SE3上 層           図版19 SE5。 SD9出 土遺物

図版 8 第 3調査区 沼沢地検出状況

第 1調査区 水田址検出状況      図版20 SD9出 土遺物

図版 9 第 2調査区 水田址検出状況

第 3調査区 水田址検出状況      図版21 SD9・ S D10。 S K10出土遺物

図版10 SE2・ SE3出 土遺物

〈第 6次調査〉

図版n SE3出 土祗石・木製品        図版22 Aト レンチ

Bト レンチ

図版23 Bト レンチ SKl完 掘

Bト レンチ 包含層遺物出土状況

図版24 Bト レンチ 出土遺物
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〈第 8次調査〉

図版25 第 1調査区 遺構検出状況

第 2調査区 遺構検出状況

図版26 第 1調査区 S11

同上  S12検 出状況

図版27 第 1調査区 SB2

第 1調査区 SB8

図版28 第 1調査区 sB3・ SB4

第 1調査区 SB3柱 根検出状況

図版29 第 1調査区 SB5

第 1調査区 SB6

図版30 第 2調査区 SB9

第 1調査区 S K10

図版31 第 1調査区 柱穴列

同上 SDl検 出状況

図版32 SPl・ SB7rsK9・ 包含

層出土遺物

〈第 9次調査〉

図版38 遺構検出状況

SK2

図版34 SK2遺 物出土状況

SK3遺 物出土状況

図版35 SEl遺 物出土状況

SEl完 掘

図版36 SEl下 層遺物出土状況

SE2完 掘

図版37 SK2。 SEloSE2出 土遺物

図版38 SEl出 土遺物

〈第10次調査〉

図版39 調査地全景

遺構検出状況

図版40 自然河川上層遺物出土状況

同上 下層遺物出土状況

図版41 自然河川出土遺物
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第 8章 束郷追跡

第 1節 遺跡の概要

東郷遺跡は、八尾市東本町・北本町・光町・桜ヶ丘一帯に所在する弥生時代から中世に至る

複合遺跡である。当遺跡は現在八尾市の中枢部に位置し、古 くは河内国若江郡に属し、地形的

には楠根川と長瀬川に狭まれた沖積地に立地している。

楠根川や長瀬川等の河川は、大和川や石川の豊かな水をこの地域に送 り、幾多の氾濫をくり

返しながら肥沃な土壌を形成してきた。このように、河内低平地における集落遺跡は、豊かな

土壌を経済基盤の背景として、発展し続けた跡をとどめている。

同じ沖積地上には、多くの遺跡が分布 している。東方に小阪合遺跡、西方には古墳や住居址
①

等が検出されている佐堂遺跡 があり、また南方には古墳時代前期の土器や埴輪等が多量に出土

②
する中田遺跡および東弓削遺跡、北方には弥生時代前期から続 く山賀遺跡や、弥生時代中期の

③       ④
方形周濤墓群で知られる瓜生堂遺跡

ダ
あり、この沖積地が河内地方の中でも、比較的早 くから

開けた地域であることが理解できよう。

当遺跡の発見は昭和46年 4月 、八尾市東本町 2丁 目(東郷光明寺裏付近 )で水道管敷設工事中、

地表下約 1.5mで墨書人面上器等が出土したことに端を発するが、 それ以後近鉄線高架工事
⑦

や下水道工事等で若千の遺物包含層の存在が確認された以外、実態は明らかではなかった。し

かし、昭和55年 1月 、桜ヶ丘 3丁 目でマンション建設に伴なう事前調査において、古墳時代か
⑥

ら中世に至る土拡 。井戸・柱穴等の遺構や、それらに伴なう、遺物を検出したことから、当遺跡

が広範囲に拡がることが確認できた。

当遺跡は古代から河内と大和を結ぶ交通の要所であったが、前述のように現在も八尾市にお

ける行政や経済、交通機関等の中枢部である。近年の急激な開発に伴ない、市域の多くの遺跡

は破壊、または消滅の危機に瀕し、特に当遺跡の位置する近鉄八尾駅前の開発は急激に進んで

いる。この貴重な遺跡の歴史的価値を多くの人々に知らしめるため、当市教育委会では遺跡指

指定区域内の開発事業に対し、申請者と協議を重ね、多くの人々の努力によって、試掘調査や

発掘調査を実施している。

なお、当遺跡における昭和56年度事業の発掘調査は9件であり、調査面積は延べ2030∬ におよぶ。

調査区の地呑・申請者 。申請面積・申請目的等については、次
ページの一覧表の通 りである。
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表 1 東郷遺跡発掘調査一覧表

〔注 記〕

1 八尾市役所『八尾市史』1958年

2 八尾市教育委員会『昭和51・ 52年度埋蔵文化財発掘調査年報』1977年

3 中国遺跡調査会『中田遺跡調査概要』1973年

4 八尾市教育委員会「東弓削遺跡」『八尾市文化財調査報告 3』 1975年

5 大阪府教育委員会・(財 )大阪文化財センター『山賀遺跡現地説明会資料 I』 1981年

6 中央南幹線内西岩田瓜生堂遺跡調査会『瓜生堂遺跡』1971年

付称 調 査 地 調査
面積

調 査期 間

4月 15日

4月 13日 ～
4月 15日

5月 13日 ～
5月 26日

6月 8日 ～
7月 7日

7月 25日 ～
8月 8日

9月 21日 ～
10月 31日

10月 15日 ～

12月 4日

12月 4日 ～
12月 23日
昭和57年

2月 1日 ～
3月 12日

的目 備考

第2次

第3次

第4次

第5次

第6次

第7次

第8次

第9次

第10次

桜ヶ丘 3丁目7-8-1

光町 1丁 目69-2

北本町2丁目145-12

光町 1丁 目88

桜ヶ丘 2丁 目9他

桜ヶ丘 3丁 目

光町 2丁 目156

光町 1丁 目47

光町 2丁目17

tn9 店舗付住宅

貸 ビ ル

″

〃

社会保険事務所庁舎

屋社

レビ

　

″
　

〃

貸

第2節

第3節

第4節

第5節

第6節

整理中

第7節

第8節

第9節

-180-



ゴ戸I■ E到二司=回

彗

図 1 調査地概要図
-181～ 182-



第 2節 第 2次調査

I 調査の概要
調査地は八尾市桜ヶ丘 3丁 目に所在し、第 1次調査地の

①

南方50mに 位置する。調査は個人住宅の建築工事に伴なっ

て実施したもので、 350m2の敷地に3× 3mの調査区を 2ヶ

所設定した。調査の結果、西側の調査区から古墳時代 と平

安時代の遺構を検出したが、東側の調査区では後世の撹乱

が著しく、遺構の検出はできなかった。ここでは西側調査

区の概要を記す。

図3 出土遺物実測図

0      1      2m

図 2 平面図

H 検 出遺構

検出した遺構は古墳時代の上城、平安時代の落ち込みである。これらは、旧耕上下50cmの 責

褐色シル ト粘土をベースにしており、上面に被る約40c14の包含層を取 り除いたところで検出し

た。

SKl

径90cm・ 深さ30clnの円形の平面 を呈す る土 拡で、断面はす り鉢状である。埋土内より若千の

須恵器片と土師器片が出土 している。

産垂疋煮∠_旦Jl

4` 0            1ocm

‐――」

落ち込み

④
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SK2

幅 120cm・ 深さ34cllaを 測る土砿であるが、一部を検出しただけである。埋上には木炭が多く

みられ、須恵器片や土師器片の他、製塩土器が出上している。

落ち込み

調査区東半は西側より30clnほ ど落ち込んでおり、ここから瓦や宋銭等が出上している。

〔注 記〕

1 八尾市教育委員会 『八尾南遺跡。東郷遺跡発掘調査概要』1981年
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H 出土遺物観察表
番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・ 焼成・ 備考

1 蓋 4/N(蓋 )

SK2

口 径 116 丸味 を持 った天丼部 より稜 をな し、
垂直にお りる口縁部に至 る。 口縁端
部は外折 し、内側に段 を有する。

天丼部 欠損 、天丼肩部 よ リロ縁 部 ま

では 内外面 とも回転ナデ

色調  暗灰色
胎上  砂粒 を多 く含 む 。
焼成  良好
天丼部 に灰付着 。

須恵器

2 蓋杯 (身 )

SK2

ロ 径 丸味 を持つ深 い杯底部 よ り鈍 い稜 を

な して垂直 に立 ち上 り口縁部 に至 る

口縁端部 は内傾 す る。

外 面 杯 底部 は%回 転ヘ ラケ ズ リ、
口縁部 までは回転 ナデ

杯 底部 は回転 ナデ内 面

色調  濃灰色
胎土 級密
焼成  良好
口縁部 外面 に灰付着。

須 恵器

蓋杯 (身 )

SK2

径 低平 な杯 底部 よ り上 外方への び る受

部 を有 し、内傾 して立 ち上 る短か い

口縁著卜を芋手つ。

外面  杯 底部 は全面 回転ヘ ラケ ズ リ
他 は 回転ナデ

内面  回転 ナデ

調

土
成

色

胎

焼

淡灰色

微砂粒 を多 く含む。

良好

杯底部 外面 に灰付着 。

須恵器

甕

SK2

口 径 210 お、くらんだ B Hl部 よ り屈曲 して外反す
る短か い 口縁 を持 つ。 口縁端 部は 内

傾 す る平 埋面 を有す る。

外面  胴部 は回転 カキ ロ調 整 、 日縁
部 は 回転 ナデ

内面  回転 ナデ

調

生
成

色

胎

焼

乳灰色

級密

やや不良

須 恵器

製塩土器

SK2

口 径  56 平たい底都 よ り丸み を持 って立ち上
が り内傾 ぎみに 口縁 部 に至 る。

外面 積方向の平行 叩き目がわずか
に認め られる。

内面 底部付近横方向のナデ、他は
縦方向ナデで口縁付近に絞 り

ロカf言思め ら″とる。

色調  責灰褐色
胎土  石英・ 長石・ 花 闇岩 の
砂礫 を多 く含 む。

焼成 やや 良

製塩上器

SK2

口 径 199 丸 く深 い体都 よ り屈曲 して外反す る
口縁都 を有す る。 日縁端部 は わずか

に上 に肥厚す る。

外面  体 部下半縦方 向ハ ケ、他はナ
デ

内面  積 方向ハ ケナデ

色調  淡褐色
胎土  長石・石英・ 雲母 の他

チ ヤー トを含む。雲母

は 多い。

焼成  良好
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第 3節 第 3次調査
I 調査の概要

調査地は八尾市光町 1丁 目に所在し、当遺跡睦赳範囲の中央部に位置する。調査地に 3ヶ所

のトレンチを設定し、調査を実施した。各 トレンチは南側より第 1ト レンチ(4× 5m)、 第 2

トレンチ(4× 5m)、 第 3ト レンチ(4× 6m)と 付称し、順次調査を行なった。調査面積は延

べ64m2、 調査期間は昭和56年 4月 13日 から4月 15日 までである。

調査方法は現地表(OP+9.20m)か ら盛土 。旧耕土 。床土までを機械掘削し、以下は人力掘

削によった。最終的に層序を確認するために、幅および深さlmの小 トレンチを機械掘削し、

調査を終了した。

図 4 調査地設定図

第2ト レンチ

第3ト レンテ

第 1ト レンチ
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II層序

盛土を除去すると第 1層 旧耕上、第 2層青灰色粗砂土(床土 )、 第 3層暗茶灰褐色粗砂上、第

5層灰青色微砂上、第 6層 暗茶灰色粘土、第 7層 暗灰色粘土、第 8層青灰色粘土、第 9層灰色

粘上、第10層淡灰青色粘上の基本層序である。

このうち第 3層 ～第 5層は中世以降に堆積した上層で、第 6層上面が水田面である。その下

の第 7層 ～第10層が古墳時代前期頃までの沼沢地と思われる。

図 5 水田出土遺物

Ⅲ 遺構・ 遺物

1)中世の水田

全 トレンチにわたって検出した第 6層 暗茶灰色粘上の上面は、畦

畔や足跡を伴なう中世の水田遺構である。

畦畔は東西方向のもの 2本を検出した。第 2ト レンチ南西隅のヽ

のは幅30cm以 上・高 さ10Cmで 、第 3ト レンチ南側のものは幅60cm・

高さ10clnを 測る。畦畔は暗灰褐色粘上で、水田の上層とほぼ同質で

ある。

水田面や畦畔に、灰青色シル トを堆積する径 5～ 30cmの 円形・楕

円形等の凹みを検出したが、これは足跡と思われる。

水田を被覆する茶褐色砂土層より、中世遺物を含む小片がゎずか

に出土した (図 5)。

2)沼沢地

水田址の下層は、堆積状況から沼沢地であると推定される。堆積土は第 7層暗灰色粘土・ 第

8層青灰色粘土・第 9層灰黒色粘土 。第10層 淡灰青色粘土等からなり、非常に粘性の高いもの

である。このうち、第 3ト レンチの第 7層からは、弥生時代後期から古墳時代にかけての遺物

が多量に出土した。

出土遺物の器種には、壺 (1～ 3)。 甕 (4～ 17)・ 小型鉢 (19～ 21)。 刈ヽ型丸底壷 (22)・ 小型器

台(23)・ 器台(24)・ 高杯(25)が ある。甕にはV様式タイプのもの、庄内式のもの、布留式のも

の等が混在しており、搬入品である山陰系の器台(24)も 含まれている。

これらは小片で出土したものが多く、周辺より流れ込んだものと思われ、遺物全体を通 じて

時期差を認めるものである。

0         5cm

一
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第 1ド レンチ

一

羽

第 3ト レンテ  水田畦畔平面図

1盛 土
2 旧耕土
3 青灰色砂混じり粘土
4 淡青灰色細砂土
5 茶灰褐色粘土
6 灰茶褐色粘土
7 灰黒色粘土
8 青灰色粘土
9 灰黒色粘土
10 淡灰青色粘土
11 暗茶灰褐色粗砂土
12 責茶掲色細砂上
13 淡灰青色細砂土
14 灰緑色シル ト
15 灰緑色砂粘土
16 淡灰色細砂土

'7 
淡灰色粗砂土

図 6平断面図
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dV 出土遣物観察表
番

号
器  種
出上位置

法 量 (cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎工・焼成・備考

ユ 一里

1召 沢地

紀そ  14 0 「 く」の字形 に屈折 し、直線的 に長 く
のび る口縁部 のみ遺存。端部 は薄 く

尖 る。

外面  ヘ ラ ミガ キを施 す。
内面  ヘ ラ ミガキの あ と縦 方向に暗
文 を施 す。

色調  淡責褐 色
胎±  1 0mm程度 の長石 石 英
を含む。

焼成 良好

2 蔓

沼沢地

口 径  183 「 く」の字形 に屈 曲 し、直線的に長 く
のび る日縁部 であ る。端部 は丸 く終

わ る。

外 面 7条/10_Omの ハ ケのあ とロ
縁端 部 をヨ コナデす る。
口縁部 は外面 と同 じ。
口縁 部 と胴部 の接 合部 にナデ

内 面

色調  淡茶褐色
胎±  1 0mm～ 2 0mm程 度 の石
英 長石 を含む。

焼成 良好

3 一里

沼沢地

口 径  173 複合 口緻 のこ であ ろ う。屈折部 外面
|こ

`よ

鋭 い稜 をつ くり、端部 は尖 りぎ
みに終 わ る。

複合 国縁部下方 に円形浮文 を貼付 し

た痕跡 がみ られ る。

外面  磨 耗 を受 け不 明。
内面  ヘ ラ ミガキを施 す。

色調  淡灰褐色
胎土  微粒 の くさ り礫 を含む
焼成  良好

4 嚢

沼沢地

径  158 複合 日縁 の甕 であ ろ う。体部 よ り九
く屈曲 した後 、外面 に九みの あ る稜

をつ くって外傾する複合 口縁部に至
る。端部は丸 く終わる。

脅晉1磨耗を受け不明
色調  淡灰褐 色
胎±  1 0mm程 度の石英 長 布
を含む。

焼成 良好

甕

沼沢地

口 径  149 体都 よ り屈 曲 して外反す る日縁部 の
み遺存。端部 は九 く終 わ る。

外 面

内 面

ヨコナデ
調

土
成

色

胎

焼

茶 褐色

2 0mm程 度の石英を含む
良好

6 甕

沼沢地

径  160 体部 より「 く」の字形に屈曲 し、外反
する日縁部のみ遺存。端部はつ まみ

上げ、わずかに外傾する平lH面 とな
る。

面

　

面

外

　

内

4条 /10 0mmの タタキと思われ
る。
ココナデ を行 う。

色調  茶褐色
胎土  微粒 の角 閃 TIを 多 く含

定す。

焼成  良好

甕

沼 沢 地

口 径  163 体部 より「 く」の字形に屈折 し、外傾
する口縁部のみ遣存。端部は上方へ

丸 くつ まみ、外傾する平IB両 となる

外 面  口緑 部 を ヨコナデす る。
内面  口緻部 はハ ケの あ とヨコナ テ
す る。ハケは3条 /3 5mmを ll l

る。 ll al部にヘ ラケズ リがみ ち
″とる。

色調  茶褐色
胎上  微米立の角門 71を 多 く含

tJ・ 。

焼成  良好

8 甕

沼沢地

口 径  162 7と 同様であるが、端部は丸 く終わ
る。

外面  口縁 部 を ヨコナデす る。
内面 。日縁 部 を ヨヨナデ し、 B「l部に
ヘ ラ→声ズ リがみ ら″とる。

色調 茶褐色
胎 Ji ttIIlの 角問石 を多く含

む 。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量 (Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 特 徴 色詞・胎土・焼成・備考

褻

沼沢地

径 体部 よ り屈 曲 し、外反す る日縁部 の

み遺存。上位 で さ らに外反 ぎみ とな

り、端部は鋭 くつ まみ上げ、外傾す
る平JB面 となる。

外 面 口縁 音卜を ヨコナデ し、接 合音h

に 8条 /10 0mmの ハ ヶ を施 す。
口縁 音Бを ヨコナデ し、】同部 に
ヘ ラケ ズ リがみ られ る。

内 面

色調  茶褐色
胎土  角 閃石 を多 く含 む。
焼成  良好

甕

沼沢地

口 径  150 「 く」の字 形に屈 曲 し外反す る日縁部
で、先細 となる。端部 はつ まみ上 げ

外傾 す る平 IIl面 となる。 告晉1磨耗を受け不明
詞

生

成

色

胎

焼

淡茶灰 色

微粒 の長石 を多 く含 む

良好

ll 甕

沼 沢 地

口 径  14,0 「 く」の字形に丸 く屈曲 し、外反す る
口縁部に至 る。端部はわずかにつ ま
み上イする。
体部の張 りは弱いようである。

外 面 口縁書bを ヨコナデ し、接合言Ь

`ま

強 い ヨヨナデ i「 る。 】同著Ьに
8条 /7_Ommの ハ ケ を施す。
口縁 著hを ヨヨナデ し、 打同部 に
ヘラケズリがみられる。

内 面

色調  淡茶灰 色
胎土  長石 .石英 を多 く含 む
焼成  良好

嚢

1召 rlく地

径 rく
」の年 形に屈 曲 し外傾 す る口縁 部

で、先細 とな る。端部 は上方へつ ま

み 、九 く終 わ る。

外面  胴部に12条 /9 0mmの 本ケを施
す。

内面  ヘ ラケズ リがみ られる。

色詞  淡茶灰色
胎±  2_Omm程度 の石 英・微粒
の長石 を含む。

焼成 良好

褻

'召

rlく地

口 径  16.4 「 く」の宇形に鋭 く屈折 し、わずかに
内弯 ぎみ にのび る口縁 部のみ遺存。

瑞部 は内に丸 く肥厚 し、外傾 す る平
l● 面 とな る。

脅晉1磨粍をうけ不明
色調  淡灰色
胎土 微粒 の雲母 を多 く含む .
焼成  良好

褒

'召

′く地

口 径  140 13と 同様 の 褻 の 口縁部 であ る。 外面 丼

内面 |ヨ

コナ デ

色調  淡茶褐色
胎土  微粒 の長石・雲母 を含

む 。

焼成  良好

妻

IR rlく 地

口 径  105 「 く」の年 形近 くに屈曲 し、直線 的に
の び る口縁部 で、端都 は尖 が りぎみ

に終 わ る。 脅辱1犯球宗Fttα二登汗糸宿
`盈

ら色調  淡茶 褐色
胎±  0 5mm程度 の石英 を含

む 。

焼成  良好

襄

|イイrlぐれL

底  径  4_2 ドーナツ状の底部である。 画

面

外

内

4条 /17 0mmの タタキを施す。
^、 ラ原体による押圧がみ らオと

る。

色調  淡茶灰 色
胎±  2.0～ 4.Omm程 度 の石英
チャー トを含む。

焼成 良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 特 徴 色詞・胎土・焼成・備考

17 甕

沼沢地

底  径  39 突出す る平底 で、中央がわずか に凹
む 。

外面  7条 /19 0mmの タタキ を施す。
内面  ヘ ラナ デ を行 な う。

色調  淡茶灰色
胎±  05～ 2 0mm程 度 の石英
長石 を含む。

焼成  良 好

鎌 ?

沼沢地

底  径  55 高台状 に突 出す る鉢 の底部 であ ろ う
裾端 郡 は薄 く、尖 りぎみに終 わ る。

外面 接合部に指圧痕がみ られる。
内面 ヘ ラ ミが キを施 し底都はナデ

色調  淡茶灰色
胎±  4.Omm程 度 のチャー ト
石 英 を含む。

焼成  良好

小型鉢

沼沢地

口 径  120 半球 形の体部か ら屈曲 した後 、内弯
ぎみにの びる 口縁部 に至 る。端 部 は

尖 りぎみ に終 わ る。 脅]1磨耗を受け不明
色調  淡茶灰色
胎土  くさ り礫 を 多 く含む。
焼 成  良好

小型鉢

沼沢地

径 半球 形 の体部か ら 2段に屈曲す る。
口縁部 は外反 し、端部 は尖 りぎみ 1

終 わ る。

外面

内面

磨 耗 を受 け不明

色調  淡茶褐色
胎土  くさ り礫 を多 く含む。
焼成  良好

小型鉢

沼沢地

径 20と 同様の鉢 であ るが、器 肉は厚 く
体都 は浅 い。 脅]1磨耗を受け不明

色調  淡灰茶 色
胎土  微粒 の長イfを 含 む。
焼成  良好

小型丸底蓮

沼沢地

口 径  99
最大径  83

体部 か ら屈曲 し、内弯 ぎみ にのび る
日縁部 に至 る。端部 は薄 くな り、尖
って終 わ る。

外 面 口縁著卜・ 体音Lと も
`こ

^ヽラミガ

キを施す。
磨耗 を受け不明。内 面

色調  淡茶灰色
胎土  くさ り礫 を 多 く含む。
焼 成  良好

イヽ型器台

沼沢地

漏斗状 に開 く脚部 上方のみ遺存。 面

面

外

内

ヘラケズリがみられる。
ナデを行なう。

調

土
　

成

色

胎

　

焼

淡灰褐色

わずかに 0 5mm程 度 の
石英 .長石 を含む。
良好

器 台

沼沢地

径

径

高

口

裾

器

基部か ら上下 に外反す る鼓 形器 台で

あ る。 口縁部 は丸 く外反 し、端 音FJは

九 く終わ る。裾端著FJlよ つ まみ上 げ 、
内傾 す る平坦面 をつ くる。
基部 の上下 には凸常 が 1条 ずつ巡 る
裾部 外面にはヘ ラ描 きの記号文 が認
め られ る。

外面  磨 耗 を受 け不 明。
内面  受 部 をヘ ラ ミガキ し、脚部は
ヘラケズリである。

調

土
　

成

色

胎

　

焼

淡赤灰色

微粒 の角問石・ くさ り

礫 を含む。

良好

器 台

沼沢地

私吾  ぞと  10 6 内弯 ぎみ に 2段に開 く裾部のみ遺 存

脅尋1磨耗を受け不明
色調  淡灰褐 色
胎 土  微粒の くさ り礫 を含む
焼成  良好
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第 4節 第 4次調査

I 調査の概要
調査地は八尾市北本町 2丁 目に所在し、第 3次調査地の西方約 150mの 地点である。調査地

の中央に 5× 20mの トレンチを設定し、南側に 5× 5mの グリッドを設定した。 トレンチの南

半分を第 1調査区、北半分を第 2調査区、グリットを第 3調査区と付称し、順次調査を進めた。

調査面積は延べ 125m2、 調査期間は昭和56年 5月 13日 ～ 5月 26日 である。

調査方法は、現地表(OP+9.9m)か ら盛土 。旧耕土 。床土までを機械掘削し、以下について

は手掘 りによって調査を実施した。

H 層序
盛± 1.6mを 除去すると第1層 旧耕土、第2層床上、第3層灰褐色粘土、第4層灰色微砂上、

第5層赤褐色粘土、第6層暗灰色粘上、第 7黄褐色粘土～灰褐色粘土、第8層淡黄灰色粘上、
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第 9層淡灰色粘土、第10層灰色シルト、第11層 灰色細砂上の基本層である。

このうち第 5層上面は、第 3次調査地と同じく中世の時期の水田面と思われ、第 1遺構面と

した。第 6層 は遺物包含層、第 7層 。第 8層が古墳時代前期 (庄内式の時期 )の遺構面と考えら

れ、それぞれ第 2遺構面 。第 3遺構面とした。

第 1遺構面である水田址は全調査区で認めることができた。第 2・ 第 3遺構面については第

第 2調査区 1・ 第2調査区で井戸や土飲等を検出したが、第3調査区で

は第2遺構面とほぼ同レベルで、第 3次調査地で検出した沼

沢地と同じ土層を検出したため、沼沢地の西への拡がりが確

認できた。

以下は堆積状況から、自然河川の堆積土層と考えられる。

ⅢI遺構・ 遺物

1)第 1遣構面(水田)

水田面はOP+7.6mを 測り、現地表下約2mである。水田

や畦畔の上面には、足跡状の凹みが認められる。

第 1調査区の北壁近 くでは東西に延びる畦畔と、この畦畔

の東側から南へ延びる畦畔を検出した。ともに幅60cm以上 。

高さ15clnを 測り、上面には足跡状の窪みがみられる。これら

の接合部には幅40cln・ 深さ15cmの濤状の切 り込みがあり、水

口ではないかと考えられる。また、第 3調査区では東西方向

の畦畔と、この畦畔の西側から北へ延びる畦畔を検出した。

ともに幅40～ 70cln・ 高さは15clnを測る。

水田面上の第4層灰色微砂土は、河川の氾濫などによって

運ばれた上であると考えられ、層内には土師質土器の細片を

わずかに含んでいる。また、第 3次調査地で検出した水田址

にも近接することから、水田の時期は中世に比定できる。

2)第 2遣構面

SKl

第 2調査地の南東部で検出し、東側は調査区外へ至 る。検

第3調査区

Ⅶ
旧
旧
旧
旧
旧
旧
Л

ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

第 1調査区

図 9 水田遺構平面図
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出部の平面は長辺2.2m・ 短辺1,lmの 隅九方形を呈す

る。埋土は暗茶褐色砂混じり粘± 1層である。

SEl

第 1・ 第 2調査区間の西壁で検出し、西側は調査区

外に至る。径1.6m・ 深さ0。 9mを測る素掘 りの井戸で、

断面は上部から約30clnの所に段を持つ。

埋土は上方から暗灰茶色砂粘上、暗灰色粘土、淡灰

色粘上、暗灰色粘上、黒灰色粘上がほぼ水平に堆積し、

最下層は黒灰色粘土と灰色粘上のブロック層である。

遺物は壺 (1)、 小型器台(2)等が出上したが、いず

れも磨耗をうけた細片である。

SDl

第 1・ 第 2調査区間西側で検出した。幅40～ 70clla・

深さ10Cmを 測り、北へ延びる濤である。埋土は暗灰色

粘± 1層 である。遺物は出上しなかった。

3)第 3遺構面

SE2

第 1・ 第 2調査区間の東壁近 くで検出した素掘 りの

井戸である。径約 1.2m・ 深さ0.9mを 測 り、平面は楕

円形に近い。断面は U字形を呈するが、中央部はわず

かに狭れており、滞水面を示すものと考えられる。

また、北西側の肩には幅約30cln・ 深さ約10cmを 測り、

北西へ延びる小濤を有している。

埋土は上方から灰色細砂土、灰色粘上、淡灰色細砂

土、淡灰色粘土と暗灰色粘上のブロ、ノク層、灰青色シ

ル ト米占土が堆積している。

遺物は壷 (3・ 11)、 甕(4～ 10・ 12)、 高杯(13)等が

0      1      2m

l暗灰茶色砂粘土層
2暗灰色粘土層
3淡灰色粘土層
4暗灰色粘土層
5嗜灰色粘土と灰色粘上のブロック層

図10 SEl平断面ロ

+7 00m

o      1     2m

l灰禍色粘上層
2灰色細砂上層
3灰色粘土層
4淡灰色細砂層
5淡灰色粘土と暗灰色粘上のブロック層
6灰緑色粘土層
7灰色微砂土層
8灰青色シル ト層
9_灰色粗砂上層

図1l SE21平断面図

O.P+600M

２

一
４
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出上した。

(3)は 口縁部内外面に鋸歯文を施す複合口縁壺で、西部瀬戸内地方の影響をうけるものかと

思われる。奈良県纏向遺跡から、同様のものが出上している。
①

甕は 8点が出土したが、このうち(4)の 口縁部は直立するもので、船橋遺跡や纏向遺跡出土
②    ③

の甕に類例がみられる。他の甕が暗茶褐色～茶褐色の色調であるのに対し、(5)は 淡褐 自色を

呈する。また、胎上についても、他の遺物に普遍的にみられる角閃石は、肉眼では観察できな

い。(6)の 口縁部は、外傾した後、端部近 くで内弯している。タタキは河内地方に多い右上が

りではなく、左上がりである。(7～ 10。 12)は 河内地方に一般的な庄内甕である。底部につい

てみると、(7・ 12)の どちらもわずかに平底を残している。

(13)は杯部が 2段に屈曲する高杯である。

SE3

第 2調査区の北東部で検出し、東側の一部

は調査区外に至る。上面径 3mと 大型である

がそれに対し深さ0.9mと 浅いため、井戸と

は考えにくいが、底部が砂礫層に達し多量の湧

水がみられたことから、井戸遺構とした。

埋土は上方から第1層 暗茶褐色粘上、第 2

層黒茶褐色粘土(炭・灰を含む )、 第 3層黒褐

色土(炭化層 )、 第 4層暗灰色粘土と責灰色粘

上のブロック層、第 5層暗灰色粘土、第 6層

暗灰色粘土と灰青色粘上のブロック層が堆積

している。第 4層から第 6層 までは、人為的

に埋められたと思われる土層である。

第 4層の上面には、幅20～ 35cm。 深さ15cm

の南北に延びる濤が認められたが、人為的に

構築されたものか、自然の流れ込みであるか

は不明である。さらに、この濤状遺構が埋ま

った後に、灰や炭等を含む土層が堆積してお

り、遺物もここから多量に出上した。

Ｂ

．口
　

ρ
ヽ

口

　

　

ｏ

（
υ

や
つ
翠

ο

図12 SE3上 層平面図
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時期的には、上層(第 1層 ～第 3層 )は第 2遺構面

SKl・ SElと 同時期と思われ、中層(第 4層 )・
下層(第 5層・第 6層 )|よ第 3遺構面 SK2と 同時期
どあると思われる。

遺物は大層から木製品(図 18-1～ 4)、 第 4層中

から壺(14)お よび甕、第 4層 を薄く被覆する炭化層

(第 3層 )か ら祗石 (図 14)の他多量の上器が出上した。

上層から出土した土器の器種には壼 (16。 17)、 甕

Q8～ 21)、 鉢 (22)高杯(23)等がある。このうち高

杯の内面には、赤色顔料が塗布されている。

木製品は槌の子(図18-1～ 3)と 、用途不明の板

材(図18-4)が出土した。

(1)は直径 9 cm・ 長さ約10cmの円柱形である。円

柱の両端には粗い面取りが行なわれ、中央部にはV

字形の浅い濤が掘り込まれており、部分的に炭化し

OP+600m
0      1      2m

l暗茶褐色粘土層
2黒茶禍色粘上層
3黒灰色土層
4.暗灰色粘土と責灰色粘のブロック層
5暗灰色粘土層
6暗灰色粘土と灰青色粘上のブロック層

0      5cm

ー

図14 砥石実測図

ている。

(2)の 直径は約 7 cmで、形状は(1)と ほぼ同様であるが、

はやや深めである。

(3)は径 7～ 9 cllaを 測り、扁平な円柱形を呈する。円柱の内部は空洞

であるが、人為的に今Uり 抜かれたものかは明確ではない。端部は前述の

(1。 2)同様粗い面取りが行なわれているが、中央部に濤はなく、工具

痕が一周するのみである。これも(1)同様、火を受けて炭化する部分が

ある。

(4)は幅 6～ 1lcm。 長さ48cm以上を測る板材である。径 0.5～ 10cln程

度の小孔が10ヶ所に穿たれ、そのうちの 1つには日釘状のものが遺存し

ている。またこれらの小孔の他にも径約 1.8cmの 円形の孔があり、この

周囲約 0.5cmの 範囲をわずかに削り出している。

朗　軒
咄　韓
卿
碕
棚

ｕ

趨

平層

ビット

第 1調査区の西隅でSPl・ SP2・ SP3を 、第 2調査区の東壁近 くではSP4を 検出した。

ゼ
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SPl■ SP3は径3ocm前後
「
深さ2tO興前後を悧り、イよぼ1列に並ぶが、縫 ―1区内だけでは

掘立柱建物の柱穴とはi確認できなかった1出主物はSP3から庄内甕の細片が出主した程度で

ある。

SP4は約半分を検出しただけで辞細は不明であるが、検出径50om,深さ40cmを韻Iる。

〔注 1記〕

1 檀原考首学研究所『―纏向j1976年

2 大阪府教育委員会 F―船橋遺跡発概調1査概要』1980年

3 0前捐書
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図15 第2第3遺構面平面図
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第2調査区

OP+700m――一｀

第 1調査区

嵯
～110'ミ

OP十
1700m

第 3調査区

3

9巧

章一示景聖子デ ‐一
~~

′
／

5コ

。Pギ.諒匡垂垂垂垂垂垂軍―

1盛 土

2 +日耕土
3 灰禍色砂粘上悟(床土)
4 茶灰色粘砂上層
5 淡灰黄福色細砂上層

0     1     2m

32

6 茶灰褐色粘土層
7 暗灰色粘土層
8 灰茶禍色砂混じり粘上層
9 黄福色シル ト粘上層
10 灰色シル ト層
11 灰青色シル ト層
12 茶褐色粘土層

図16 断面図

⊆

13 暗茶掲色粘上層
14 黒茶褐色粘土層(炭化物を含む)
15 暗灰色粘土と黄灰色粘上のプロック層
16 暗灰色粘土層 (炭を含む)
17 暗灰色粘上と灰青色粘上のブロック層
18 暗茶褐色色砂混じり粘上層
19 茶褐色砂混じり粘土層
20 黄灰色粘上と暗灰色粘上のブロック層
21 暗灰色粘土層 (細砂を含む)
22 灰色細砂層
23 黄褐色粘土層
24 淡黄灰色粘土層
25_灰色粘上層
26 暗灰禍色泥粘上層
27 灰色細砂上層
28 黒灰色泥粘土層
29 灰青色泥粘土層
30 灰青色粘土層
31 灰青色微砂混じり粘上層
32 暗灰青色粘土層
33 責灰色粘土層
34 暗灰色砂混じり粘土層
35 暗茶禍色砂混じり粘土層
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図 17 出土遺物実測図
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図18 SE3出 土遺物実測図
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Ⅳ 遺物観察表
番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼 成・ 備考

1 一豆

SEl

底 径  112 わずかに平坦面を残す底部のみ遺存 面

面

外

内

ヘ ラ ミガキを施す。

磨耗 を受け不明。

色調  灰 黒 色
胎上  10-3 0mm程 度 の石英
を 多 く含 む 。

焼成  良 好

小型器 台

ユ

握  径  n3 濡斗状 に開 く脚部 であ る。

中位 3方に円孔 を穿 つ。
外面 Ⅲ

I磨耗 を受け不明
内面 サ

色調  淡赤褐 色
胎土  微粒 の長石 を多 く含 む
焼成  良好

3

SE2

口 径  243
最大径 227

直立す る頸部 か ら外反 し、屈 曲 して

外反す る複合 口縁部 に至 る。端 部 は

上方へ わずか につ まむ。体部 は 中位

に最大径 をもち、扁平 な 球 形 を呈 す

る。
国縁部 内外面 に鋸 lH文 を巡 らす 。

外面  頸部 にわずか にヘ ラ ミガキが
み られ る。

内面 磨 耗 を受 け不 明。

色調  淡赤褐 色
胎上  微粒 ～ 3 0mm程度 の石
英 を 多 く含 む 。

焼成  良好

簑

SE2

径
径
高
大
口
最
器

11 2

16 7

倒卵 形の体部 か ら屈 曲 し、直立す る

口縁 部 に至 る。端 都 は外へ 丸 くつ ま

む。底都 は若千 の平 n面 を残 す。

外面  口縁部 に 5条 /12 5mmの ハ ケ を
施 し、 月同部 は 5条 /17 0mmの ノヽ

ケ を施 す 。

内面  口縁部 に 5条 /12 5mmの ハ ケを
施 す。胴音h上方 を5条 /12 5mm
のハ ケ、下 方はナデ をお こな

色調  茶褐 色
胎土  微粒 の角 閃 石・ 長石 を
含 む。

焼成  良好

5 嚢

SE2

径 「 く」の字形 に屈曲 し、直線 的 にの び

る口縁部 に至 る。端部 は丸 くつ まむ。
体都の張 りはう1い ^

外面  口縁 音ヽ を ヨヨナデ し、 】同部 は
6条 /16 0mmの タタキ を施 す。
日縁部下方に もタタキが残る (

内面  口縁部 をヘ ラナデのあとヨコ
ナデ し、胴部はヘ ラナデをお
こな う。

色調  淡褐色
胎土  チ ャー ト・ 石 英・ 長 を
含む。

焼成  良 好

6 褻

SE2

口 径  169 「 く」の字形に屈曲 し、内弯 ぎみ にの
びる口縁部 に至 る。端 著Hよ 丸 〈終 わ

る。体部 の張 りは強 い .

外面 口縁音卜をヨヨナデし、胴部1ま
左上がりの5条 /11 0mmを 測る
タタキを施す。

内面 口縁著るをヨコナデし、 B同部は
ヘラケズリである。

色調  淡茶 褐 色
胎上  微粒 の角 閃石 を 多 く含

tす 。

娩成  良 好

7 簑

SE2

口 径  146
最大径 162
底  径  16
器  高 156

「 く」の年形に鋭 く屈折 し、直線 的 に

のび る口縁部 に至 る。琳都 は上 方へ

つまみ、直立す る平 1■面をつ くる。
体部は上位に最大径がある倒卵形で

底部はわずかに平坦面 を残す。

外面  口縁部 を 5条/7 5mmの ハ ケの
あ とヨコナデ し、 Bl「lttБ は 7条 /
14 5mmの タタキあ あ と下方 を
款状 に 7条/8 5mmの ハ ケ を施
す。

内面  4条 /4 5mmの ′ヽ ケのあとョコ
ナデ し、胴部 をヘ ラケズリす
る。

色調  茶 褐 色
胎土  微粒 の角 閃 石 を 多 く含

定す 。

焼成  良好

褻

SE2

径  134 「 く」の字形に鋭 く屈折 し、外反 ぎみ
にのび る口縁部 。端部 は丸 くつ まみ

上げ 、直立す る平 IIl面 をつ くる。

外面  ヨコナデす る。
内面  口縁部 をヨコナデ し、胴部は
ヘ ラケズリす る。

色調  暗茶 褐 色
胎土  微粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を 夕 く含 む。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量 (Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 特 徴 色調・胎上 。焼成・備考

甕

SE2

径 「 く」の字形 に屈折 し、外反 してのび

る口縁部 に至 る。端部 は上 方へ 九 く

つ まみ 、直立す る平 JIH面 とな る。

外 面 口縁言hを ヨヨナデ● る。接合

部にタタキがみ られる。
日織音Бをココナデす る。内 面

色調  茶褐 色
胎土  微粒 の長石・ 角 門石 を

多 く含む。

焼成  良好

嚢

SE2

口 径  14_7 「 く」の字形 に屈曲 し、若千 内弯 ぎみ
1こ のび る口縁部 に至 る。端部 は上方
へ丸 くつ まむ。

内外面 ともに ヨコナデ をお こな う 色調  淡茶褐 色
胎土  微粒 ～ 1 0mm程 度 の角
閃石 を多 く含 む。

11 一望

SE2

中央が わずか に凹む 底部のみ遺 存 。 全体 に磨 耗 を受 け不 明。 調

生
　

成

色

胎

　

焼

淡赤褐色

多量の くさり礫 と微粒
の長石 を含む。
良好

甕

SE2

わずかに平坦面を残す底部のみ遺存 外面  タタキのあ とハ ケ を施 す。
内面  ヘ ラケ ズ リ。

色調  茶褐色
胎土  角 閃石 2 0mm程 度 の 石
英 を含む。

焼成  良好

高 杯

SE2

杯部が 2段に屈折す る高杯 と思 われ
る。

画

面

外

内

9条 /12 5mmの ハ ケ を施 す。
ヘ ラ ミガキ を施す。

色調  淡赤 褐色
胎土  微 粒 の長 石 を含む 。
焼成  良好

SE3中 層

最大径 31.6
底  径  55

体部 よ り屈 曲 し、直立す る口鍛部至

るが 、端 部 を欠損す る。体 部 は 中位

に最大径 があ る球 形 で 、突 出す る平

底 を有す る。

外 面 上音hに‐ ラ ミガキ、下部に^ヽ

ラナデがみ られる。
接合部近 くを指圧 し、以下は
ヘラナデする。

内 面

色調  茶褐 色
胎土  角 門石・ 石 英・長 石 を
含 む。

娩成  良 好

甕

SE3中 層

底  径  41 おしつぶしたような平底を有する。 外面  5条/21 0mmの タタキを施 す。
内面  底部 ,こ くは 9条 /11 0mmの ハ ケ
接 合言酷よ り上方 はハ ケの あ と

ナ デ。

色調  茶褐色
胎土  微粒 ～ 1_O mm程度 の角
閃石 、事 母 を 多 く含 む

焼成  良 好

童

SE3上 層

口 径  163 体部か ら屈 曲 し、外反 してのび るロ
縁部 のみ遺 存。端部 は直立す る平 In

面 を もつ 。

外画  12条 /13 5mmの ハ ケ を施 し、端
部 は ヨヨナデす る。

内面  磨 耗 を受 け不 明。

色調  茶褐色
胎土  微沐i～ 1.O mmri度 の 角
門石 を 多 く含 む。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎上・焼成・備考

重

SE3上 層

底  径  50 突 出 した平底 を もち、大 き く開 く体
部下半 が遺存す る。

外面  底部にヘ ラによる整形 をおこ
な う。

内面 ヘ ラ原体による押庄がみ られ
る。

色調  淡褐 色
胎土  角 閃石 .石英 を含 む 。
焼成  良好

甕

SE3上 層

日 径  17_4 「 く」の字形に丸み を もって屈 曲 し、
外反す る口縁部 に至 る。端部 は丸 く
つ まみ上 げ 、下方へ も若千肥厚 す る。

外面  日縁部 をハケのあとヨヨナデ
し、胴著卜は8条/■ Ommのハケ
を施す。

内面  胴部 をヘ ラケズ リす る。

色調  茶 褐 色
胎上  角 閃石・ 長石 を含 む 。
焼成  良好

甕

SE3上層

口 径  14_8 「 く」の字 形に屈 曲 し、着干 内弯 ぎみ
にのび る口縁部 に至 る。端部 はつ ま
み上 げ る。

外面  3条 /7mmの タタキのあ とヨコ
ナデ。

内面  口縁部 をヨコナデ し、胴著勝内
面はヘ ラケズリ。

調

生
　

成

色

胎

　

焼

茶褐 色

微粒 ～ 1 0mm程 度 の 角
閃石 を多 く含 む。

良好

甕

SE3 L層

口  径
最 大 径

「 く」の字形に届折 し、直線的にのび
る口縁部に至 る。端部は上方へつ ま
み、直立す る平坦面になる。体部中
位た最大径 をもつ と考えられ る。

画

　

面

外

　

内

胴部に7条/13 5mmの タタキキ
を施す。
ヘ ラケズ リである。

色調 茶褐色
胎土 微粒 ～ 1_O mm程度の角
閃石 を含む。

焼成 良好

甕

SE3上層

口 径  14_2 20と 同様 の 口縁部 であ る。 外面  磨 耗 を受 け不 明。
内面  胴部 にヘ ラケ ズ リを施 す。

色調 茶褐色
胎土 微粒 ～ 1.O mm程度の角
閃石 を多 く含む。

焼成 良好

鉢

SE3上層

径

径
高

口
底

器

深い椀形 を呈 す る直 口の鉢 で、端部
は不揃 いに終わ る。 お しつぶ した よ
うな平底 を有す る。

外面  磨 耗 を受 け不明
内面  9条 /19 0mmの ハ ケ を施 す。

色調  淡 白掲色
胎土  微粒 ～ 1_5 nn程度 の角
閃石 を多 く含む。

焼成  良 好

高 杯

SE3上 層

口 a色  11.1 椀形の杯部をもつ小型高杯と思われ
る。

外面  磨 耗 を受 け不 明。
内面  ヘ ラ ミガキのあ と放射状 に暗
文状 のヘ ラ ミガキ を施す 。

色調  赤 褐 色
胎土  微粒 の長石・ くさ り礫
を含む。

焼成 良好
杯部内面に赤色顔料 を塗布 す

る。
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第 5節 第 5次調査

I 調査の概要
調査地は八尾市光町 1丁 目に所在し、第 3次調査地の東方約60mに 位置する。当初、全面発

掘調査を行なうことを前提としたが、敷地面積が狭く機械掘削および人力掘削による上の搬出

が困難なため、全体を4区画に分割して発掘調査を実施するに至った。調査は北より第 1調査

区(44m2)、 第 2調査区(44m2)、 第 3調査区(68∬ )、 第 4調査区(40∬ )と し、面積は延べ 196ガ

である。調査期間は昭和56年 6月 8日 から7月 7日 までである。調査方法は、現地表(OP+
8,9m)か ら盛上、旧耕上、床土までを機械掘削し、以下を入力掘削を行なった。

H 層序
盛± lmを除去すると第1層 旧耕土、第2層床上、第3層灰茶褐色粘土、第4層暗茶灰色粘
土、第5層責灰褐色シルト、第6層淡灰色粘土が全調査区の基本層序である。

図19 調査地設定図
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このうち、第 3層上面が中世の水田址で、名.4層は遺物包含層、その下の第 5層上面が古墳

時代前期 (庄内式の時期～布留式の時期 )の生活面である。1検出した古墳時代前期の遺構は竪穴

式住居・掘立柱建物・土拡・井戸・濤・ピット等で、遺1物は特に丼戸(SE5)・ 濤(SD9)か
ら多量に出上した。なお中世の水日址は断面観察のみにとどめた。

Ｉ

Ｆ
Ｉ

Ｉ

く

ヽ

―

l⑬

OP+750m―

―

_―………………―
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図20 S山 平断面図

プヽti

図21 sBl実測図

Ⅲ 遺構・遺物

1)住居址

S11

第 1・ 第 2調査区間の東側で検出

したが、東部は調査区外へ至るため、

未確認である。

南北辺 3.3mを測 り、方形を呈す

る竪穴式住居 と思われる。竪穴の肩

から床面までの深さ約 15clnを 測 り、

床面は平坦である。周囲には幅20～

60cm・ 深さ約 8 clnを 測る濤が残存し

ている。以上のように、周濤を検出

したことから竪穴式住居 としたが、

柱穴や炉址が確認されなかったこと

にやや疑間を残す。

床面より壼 (1)、 甕 (2・ 3)、 小型

鉢 (4)等が小片で出土しており、遺構

の時期は古墳時代前期に比定できる。

SBI

第 1調査区の北東隅で検出した掘

立柱建物である。東西 1間×南北 2

間、主軸方向はN-24生 wを指す。

桁行 3.2m・ 梁行 2.2mを測り、復

元床面積は約 7a12でぁる。
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柱穴は径30～ 50cm・ 深さ約50clnで、暗茶灰色シ

ル ト粘上が堆積する。

柱穴の埋土内より庄内式甕の小片が若千出土し

ており、遺構の時期は古墳時代前期に比定できる。

SB2

第 3。 第 4調査区間の西側で検出した掘立柱建

物である。規模は SBl同 様、東西 1間×南北 2

間を有する。主軸方向はN-16生 w、 桁行3.lm。

梁行 2.2mを測る。復元床面積は約6.8m2である。

柱穴は径30～ 50cln・ 深さ 8～ 20clnを 測り、内部

には暗茶灰色シル ト粘上が堆積する。

遺物は柱穴の埋土内より庄内甕の細片が出土

した程度で、時期的にはSBlと 同時期と考えて

よいだろう。

o      1      2m

図22 SB2 平断面図

2)土拡

SKl

第 1調査区中央付近で検出した。最大幅3m以上・最小幅 1.lmを 測り、平面は不定形を呈

する。底部の西側には、長径 2m・ 短径 0.6m・ 深さ0.45mの 落ち込みがある。埋土は上方から

暗茶灰色シルト粘上、暗灰色砂まじり粘土(炭・灰を含む)が堆積する。

遺物は埋土内より、甕(6～ 10)・ 高杯(11・ 12)等が出土したが、いずれも小片である。

SK2

第 1調査区の南西隅で検出した。最大幅 2.5m以上 。最小幅 1.2m・ 深さ0.2mを測り、平面

は不定形を呈する。底部からはSElが検出された。北側の肩はSD4と 切 り合う。埋土は暗

茶灰色シル ト粘± 1層 である。埋土内より、V様式タイプの甕 (13。 14)の少片が出土した。

SK3

SK2の 南側で検出した。検出部の最大幅は70cllQ・ 深さ15cmを 測るが、南西は調査区外へ拡
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がっている。

SK4

第 2調査区の北東で検出した。最大幅 3.8m・ 最小 1,3m。 深さ0,lmを 測 り、 平面は不定

形を呈する。底部からSE2が 検出された。西側の肩は SK5と 接しているが切 り合い関係は

確認できず、東側は調査区外へ至るために不明である。埋土は暗茶灰色シル ト粘± 1層である。

遺物は製塩上器の脚台(15)が小片で出土した。

SK5

SK4に 隣接する土 1/Aである。最大幅約 2m・ 最小幅 1.5m・ 深さo.25mで、平面は不定形、

断面は浅い皿状を呈する。埋土は上方から暗茶灰色シル ト・暗灰黒褐色シル ト粘上・黒褐色

土(炭・灰を含む)である。底部に接する面には、厚さ 2 cmを 測る炭層が堆積 している。

遺物は庄内甕(16)の小片が出土した。

SK6

第 2。 第 3調査区の西隅で検出したが、床土から切 り込んでいるため、中世の遺構と考えら  ・

れる。 埋土は暗茶褐色粘土と灰責色粗砂上のブロック層 1層である。

遺物はV様式タイプの甕(17)が小片で出上したが、この上城の埋め立てに際し、他から流入

したものであろう。

SK7

第 3調査区の北壁近 くで検出した。東西 1.3m・ 南北 0.9m以上を測る。深さは10cmと 浅く、

断面は逆台形を呈する。

埋土は暗茶灰褐色シル ト粘± 1層である。埋土内より土器の細片が出上したのみで、遺構の

時期は明確でない。

SK8

第 3調査区の東側で検出したが、東側の一部は調査区外へ至る。最大幅 3m以上 。最小幅1.6

m・ 深さ0.2mを 測る不定形の上城で、断面は皿状である。南西隅をSE3に 切られ、 SDH・

S D12を切って構築されている。
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底部からSE4と 、径 15～ 30cm・ 深さ6～ 17 cmを 測る 3個のピットを検出した。土拡内の埋
土は暗灰褐色シル ト1層 である。

遺物はV様式タイプの甕 (18。 19・ 21)お よび庄内式甕(20)等が破片で出上した。

SK9

第 3調査区の西側で検出した。最大幅 1.3m。 最小幅 lmを測 り、深さは 9 clnと 浅い。平面
は菱形に近 く、断面は逆台形である。 SE5の 西側の肩を切る関係にある。 埋土は淡灰褐色

砂混じり粘土層である。

遺物は杯(23)が 出上した。これは、他の遺構より出土する遺物 と比較すれば、新 しい時期の

ものと思われる。

S K10

第 3調査区の北壁沿いで検出した。長辺 1.6m l短辺 1.5m・ 深さ29cmを 測る。平面は隅丸

方形を呈し、断面は皿状である。 SK■ を切 り込んでいる。埋土は暗茶灰色シル ト1層が堆積

する。

埋土上面に伏せた状態で嵩杯(37)を 検出したが、他の遺物は埋土内のゃや上部から出上し

た。器種には甕 (24～ 28・ 31)・ 刻ヽ型甕 (29)。 小型鉢 (35)。 高杯(36)等 がある。

遺物を概観すれば、甕のうちではV様式タイプのものが、量的に多くを占める。しかし、小

型鉢 。高杯等は庄内式の時期のものと考えられることから、これらの遺物群はほぼ庄内式の古

相のものと考えられる。

S K ll

第 3調査区北西隅で検出した。径 1.2m・ 深さ12clnを測る。 SK6と S K10に切 られる関係
にある。埋土は暗灰褐色粘± 1層 である。

3)井戸

SEl

第 1調査区の西側に位置するSK2の底部で検出した。径 1.2m。 深さ78clnを 測る素掘りの
井戸である。平面は円形を呈し、断面は上部から約30cmの ところに段を持ち、以下底部までは

逆台形を呈する。調査中に多量の湧水が認められた。
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○・

OP+7

0           1m

図23 SEl平断面図

0           1m

図24 SEど平断面図

埋土は上方から暗茶褐色シルト粘上、暗灰青色粘

上の 2層に大別できる。

遺物は井戸掘形の肩の部分から、口縁部が欠損し

た庄内式甕(38)が 出上した。

SE2

第 2調査区北東側に位置するSK4の底部で検出

した。径・深さともに lmを測る素掘りの井戸で、

平面は円形、断面はU字形を呈する。

埋土は第 1層暗茶灰色粘土、第2層暗灰色粘土(炭

化物を含む)、 第3層黒褐色土(炭化物を含む)の 3層が

堆積する。第3層は植物遺体の炭化物を含み、井戸底

や壁面に貼り付いた状態であった。

遺物はV様式タイプの甕 (39。 40)・ 庄内式甕(4ト

42)が出土した。このうち(42)は 、井戸の底部に接し

て横向きの状態で検出したもので後述する祭扁己に関

するものと思われる。

SE3

第 3調査区の中央部で検出した。層位的には第 3

層上面(中世の水田面 )か ら掘り込まれているため、

中世の水田耕作に関係する井戸であったと推定され

る。規模は径 1.5m・ 深さlm以上を測り、平面は

ほぼ円形、断面はU宇形を呈する。

井戸内部には、暗茶灰色シルト粘土と灰色枯上が

ブロック状に堆積するため、人為的に一挙に埋めた

てられたものと推定できる。

埋土内からは、庄内式甕(43)等が細片で出土した。

しかし、これらの遺物は井戸の埋め立てに際して他

から混入したものであろう。
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SE4

第 3調査区西側、 SK8の 底部南東側で検

出した。長径 1.2m・ 短径 0。 9m。 深さlm

を測る。平面は楕円形、断面はU字形を呈す

る素掘 りの井戸である。

埋土は上方から、暗茶灰色シル ト粘土と暗

灰青色粘上の 2層に大別でき、下層はヘ ドロ

状で炭イB物 を含んでいる。

遺物はV様式タイプの甕(44)お よび庄内式

甕 (45。 46)が出上した。このうち(46)は井戸

の底部に接して伏せ られた状態で出土してい

る。また、この甕はSE2出 上の甕 (42)と 形

態的に近以する資料であり、遺構の時期は S

E2と ほぼ同時期であると考えられる。

SE5

第 3調査区の西側で検出した。長径 1.9m。

短径 1.6m・ 深さ1.5mを 測る。平面は楕円

形を呈し、断面は上部から40clnま ではす り鉢

形、以下底部までは垂直に落 ちる素掘 りの井

戸である。

埋土は第 1層暗茶灰褐色シルト粘土、第 2

層暗灰色粘I上、第 3層暗灰青色粘上、第 4層  ――

暗灰色シル ト粘土と暗灰色粘土および灰緑色 OP+7

シルトの混合層である。

遺物はその出上した層位によって、下層の

ものと上層のものに分けることができる。

下層出土のもの(47)は井戸の底部に接する

状態で検出し、山陰または北陸系のものと考

えられる。これは胴部中位に穿孔されている。

■m

図26 SE5平断面図

0          1m

図25 SE4平 断面図
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５

暗茶灰褐色粘砂上

暗灰色粘土

暗灰色青色粘土

暗灰色シル ト粘土

暗灰色粘上および

灰緑色シル トの混合層
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上層出土のものは第 1層暗茶灰褐色シル ト粘土上面に集積する状態で検出され、器種には壷

(48。 49)。 甕 (50。 51)・ 鉢 (52).小型鉢 (53)。 小型器台(54)の他合計 8点あり、うち7点を図

示した。このうち甕は、庄内式のものと布留式のものが共伴している。

4)溝

濤は合計18条を検出したが、これらは方向が一定でなく、幅や深さについても規則性がみら

れないことから、性格は不明である。中には住居に伴なう排水濤等も含んでいるものと推定さ

れる。

SDl

第 1調査区を斜め方向に走る濤である。幅25～ 40cln・ 深さ約 10cllaを 測る。 SD3・ S D13と

交差している。

SD2

第 1調査区北部で検出した。幅20～30cmを 測る。 SD3と 直交 してお り、 S D13・ S D14・
S D15が この濤から派生 LSて いる。

'遺物は V様式タイプの甕(57)の小破片が出上した程度である。

SD3

第 1調査区を維断する溝である。幅30～ 60clla・ 深さ20clnを 測る。 SDl・ SD2と 交差 して
いる。

SD4

第 1調査区西側で検出した。幅30～ 60clla、 深さ10～ 25clnを 測る。 SE l o SD13と 切 り合っ

ている。

甕(58)の 口縁部の小破片が出土した。

SD5

第 2調査区 。第 3調査区間にわたり、縦断する構である。幅30～ 60cm・ 深さ15cmを 測る。S

K5に切 られている。
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遺物は、V様式タイプの甕の小

片がわずかに出上した程度である。

SD6

第 3・ 第 4調査区の南側で検出

した。幅30～ 50cm。 深さ約20clnを

測る。平面はほぼ円を描 くが、南

部は SD9に 切 られ、東側では S

D12を 、西側ではSD8を 切る。

埋土は暗灰褐色砂粘± 1層で、

埋土内から土師器の細片がわずか

に出土した程度である。

SD7

第 2調査区東側で検出した。幅

10～ 30cm・ 深さ15cmを 浪1る 。

SD8

第 3調査区SE3に 切 られ、南

北に延びる濤である。幅20～ 30cm。

深さ10clnを 測る。 SD6・ SD9

に切 られている。

埋土は暗茶灰色ラル ト粘± 1層

である。

SD9

第 4調査区で検出し、東西方向

に延び、東壁付近でラッパ状に拡

がる濤である。幅 1～ 1.3m・ 深

さ27cmを 狽1り 、断面はす り鉢形を

図27 SD6平断面図

♀ .I 争mA―本 企 労 応 瓦 ∴
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呈する。

埋土は上方から第 1層暗灰茶褐色シル ト粘上、第 2層 暗灰茶褐色シル ト粘土と灰青色シル ト

粘上の混合層が堆積している。下層は濤の肩より崩れ落ちた上層と思われ、ほとんどの遺物が

この上面から一括出上に近い状態で出土した。

出土遺物のうち、実測可能なものは44点を数える。器種には壺(61～ 64)・ 甕(65～ 93・ 100)。

鉢 (94・ 95)。 刑ヽ型鉢(96～ 99)・ 珂ヽ型器台(100～ 102)・ 高杯(103子 104)があり、甕には吉備系のも

の(88)も 含んでいる。出土状況については、各遺物が数個体ずつ集積し、 3～ 5群に分かれて

おり、完形品近 くにまで復元できたものが多くを占める。これらの上器は出土状況からみて、

濤の埋没後に放置されたものではないかと考えられるが明確ではない。

S D10

第 4調査区の南壁に沿って、北側の肩だけを検出したが、自然河道と考えられる。検出部で

の最大幅約 lm・ 深さは 0。 7mを測る。断面の形状は、肩から約45う角度で傾斜して落ち込ん

でいる。

埋土は上方から第 1層黄褐色微砂土、第 2層淡灰色粘土、第 3層暗灰色粘土、第 4層 暗灰色

シルト粘土、第 5層暗灰色シル トが堆積している。

遺物は第 2層 より甕 (105)・小型器台(106)4高杯(107・ 108)の合わせて4点が出上した。こ

のうち高杯 (108)は 完形に復元でき、他の遺物についても比較的大きな破片である。

S Dll

第 2調査区SD7の 南側で検出した。幅20cm・ 深さ10cmを 測る。弓状に曲がる濤で、S11

を切っている。

S D12

第 3調査区東イ員Jで検出した。幅30～ 80cm・ 深さ 5 cmを 測る。南側は SD6に 、北側は SK8

に切 られている。

S D13

第 1調査区西側で検出した。幅20～ 30cln・ 深さ10clllを 測る。 SD4に 切 られ、 SD2と は直

交している。
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S D14

第 1調査区北西隅で検出した濤で、SD2か ら派生する。幅20cm。深さlocmを 測る.。 濤―底部
では、径10仰前後・深さ15cmを測る楕円形のビットを認めた。

S D15

S D14の西側で、S D14と 同じ(SD2か ら派生する濤である。幅20cln・ 深さ10calを 測る。

濤底部で、長径30cm・ 深さ20cmの 楕円形のビットを認めた。

S D16

第 3調査区東側、SE4か ら南へ廷びる濤である。幅40cm～ 60cm・ 深さ25clnを測る。

S D17

第 2調査1区西側で検出した。幅30cm・ 深さ15cmを測り、西へ延びる。

S D18

第 3調査区東側をSK8に切られ、南北に延びる濤である。幅20～ 30cm・ 深さ10cmを 測る。
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図29 平面図
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第 1調査区

第 2調査区

第3調査区

OP+8.00m巨
15

OP+800m

１

２

３

４

５

６

７

８

耕土

盛上
旧耕上
灰青色粘砂土

灰茶掲色砂土

灰青禍色粘砂上

嗜茶灰色粘土

暗茶掲色砂粘土

9 暗黄灰褐色粘上
10 灰禍色粘土
11 灰色粘土
12 灰色微砂上
13 茶灰禍色粘土
14 暗茶灰色シル ト粘主
15 暗茶禍色粘土と灰黄色粗砂上のブロック(SK6)
16 責灰褐色シル ト

0         1 2m

図30 断面図
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図31 出土遺物実測図 1
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Ⅳ 出土遺物観察表
番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色詞・ 胎土・焼成・備考

1 一霊

Sn床 面

口 径  205 外反す る口縁部 のみ遺存。端 部 は上
下 に肥厚 し、広 い面 をつ くる。

端 部側 面 に竹管押圧 円形浮 文 (9個 の

み選存 )を 貼付 し、内面 口縁部近 くに

櫛描 き波状文 を施す 。

待辱1磨耗を受け不明
調

生
成

色

胎

焼

淡赤褐色

微粒 の長石 を多 く含 む

良好

2 甕

Sm床 面

口 径  167 胴都 よ り屈折 して外傾 す る口縁部 。
端部 はつ まみ上 げ 、直立す る平 坦面

をつ くる。

外面  ヨコナデ。
内面  5条 /4.5mmの ハケのあ とヨコ
ナデ。胴部はヘ ラケズ リと思

われ る。

調

土
　

成

色

胎

　

焼

茶褐色

微粒 ～細粒 の角 閃石 を

多 く含 む。

良好

3 簑

S11床面

口 径  14_8 「 く」の字形 に屈折 して外反す る口縁
部。端 きЫよ上方へつ まみ 、丸 みの あ
る面 とな る。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部に

5条 /9.5mmの タタキを施す。
接合部外面付近は ヨコナデに

よってタタキが消えている。
口縁部 をヨヨナデ し、胴部は
ヘ ラケズ リと思われる。

内 面

色調  灰褐色
胎上  粗粒 の長石・ 石 英 と細
粒 の角 閃石 を多 く含 む

焼成  良好

4 小型鉢

S11床面

径 半球 形の体部 よ り屈 曲 し、内弯 ぎみ

にの び る口縁部 に至 る。端 音脱よ尖 り

ぎみに終 わ る。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、体部は
ヘ ラケズ リのあ と軽 くナデ。
口縁部 を8条 /8 0mmのハケの
あとヨコナデ し、体部はナデ

内 面

色調  淡褐色
胎土  微粒 の長石 を含 む。
能成  良好

5 甕

SBl― P2

口 径  14.9 「 く」の字形 に屈 曲 して外反す る口縁
都。端 型

`事

上方へつ まむ。体 部 の器

肉は極 めて薄 い。

外 面 口縁部をヨコナデし、胴部 1こ
6条 /3_5mmの アヽケカfみ られる
口縁部をヨヨナデし、胴部に
ヘラケズリがみられる。

内 面

調

生

成

色

胎

焼

淡灰 褐色

長石・石 英 を多 く含 む

良好

6 甕

SKl

口 径  165 外反す る口縁部 のみ遺存。 口縁端 部
は九 く終 わ る。 待BIヨコナデ。

色調  茶 褐色
胎上  細粒 の長石 、微粒 の角
閃石・ 雲母 を含 む。

焼成  良好

7 甕

SKl

底  径  38 ドーナ ツ状 の底部 と思 われ る。 外 面 4条/12 5mmの タタキ。底部側
面には指頭庄痕がみ られる。
磨耗 を受け不明。内 面

色調  淡赤褐色
胎±  1 0mm程度の長石・石英
を含む。

焼成 良好

8 甕

SKl

底  径  4.8 ドーナツ状の底部である。 面

面

外

内
4条 /11.Ommの タタキ。
ナデをおこなう。

調

土
成

色

胎

焼

淡灰 褐色

糧粒の石 英 を含 む。

良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・ 焼成・備考

9 嚢

SKl

底  径  3.ユ 中央 部 が 凹む上 げ底状 の底部 であ る 面

面

外

内
3条/9 0mmの タタキを施す。
‐ラ原体

`こ

よる押庄カラタら″L
る。

調

土
　

成

色

胎

　

離

淡赤褐色

粗粒 の角 閃石・ 花闘岩

を含む。
良好

褻

SKl

丸底 の底部 である。 外 面 3条/5.5mmの アタキのあ と 5
条/7 0mmの ハケを施す。
ヘ ラケズ リと思われる。内 面

色詞  暗褐色
胎土  被粒 の雲母 を含 む。
焼成  良好

高 杯

SKl

裾  径  11.7 太 く短い柱状部か ら裾部は屈折 し開
く。

外面

内面

磨 耗 を受 け不 明

詞

土
　

成

色

胎

　

焼

褐色

傲粗 ～粗粒 の角 閃石 を

多 く含む。

良好

高 杯

SKl

裾  径  140 太 く短い柱状部か ら裾部は届折 し開
く。

面

面

外

内

ヘ ラ ミガキを施す。
磨耗 を受け不明。

色調  淡赤褐色
胎土  チ ャー ト・ 2.0～3 0mm
程度 の石英 を含む。

焼成  良好

ヽ

一霊

SK2

口 径  14_7 胴部 よ り屈折 し、丸 く外反す る口縁
部のみ遺存 。端部 は上方へ若千 つ ま

み 、直立す る平坦面 とな る。 脅辱|ヨヨナデ。
色調  淡褐色
胎±  3 0mm程度 の石 英 、微粒
の長石・角 閃石 を含む

焼成  良好

甕

S(2

底  径  4.2 ドーナ ツ状の底部 である。 面

面

外

内
磨耕 を受け不明。
ヘ ラ原体による押圧が ヽられ
る。

色調 暗赤褐色
胎±  2.O mm程 度の石英 を含

t,。

焼成  良好

製塩上器

SK4

裾  径  52 製塩 土器 の脚台であ ろ う

告辱1写吾:三【g:ぞ吾窒2雪 k
色

・

褐

英

好

赤

石
良

調

生

成

色

胎

焼
長石 を多 く含む

簑

SK5

径 「 くJの字形に屈 折 して 外反す る口縁

部 で、口縁端 部 は上方へ わずか につ

まむ。

外面  口縁部 を ヨヨナデ し、接合部

`こ

5条/6.5mmの タタキがみ ら
れ る。

内面 口縁部に4条 /5 0mmのハケの

安与こ忌方死と:同
部は今ラケ

色調  茶 褐色
胎土  微粒 の角 閃石 を多 く含

tす 。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・ 胎上・ 焼成・備考

甕

SK6

底  径  5.6 ドー ナ ツ状 の底部 であ る。 外 面

1唇再:ヨ
kぴ服療房舟農身:泳

内 面

色調  灰 褐色
胎土  微粒 ～ 2.O mm程 度 の角
閃石・雲母 を含む。

焼成 良好

甕

SK8

口 径  174 体部か ら丸み をもって屈曲 し、外反
する口縁部に至 る。端言Ыよつ まみ上

げ、直立する平坦面 となる。

外 面 口縁部 を ヨヨナデ し、胴部 は

6条 /14 0mmの タタキ を施 す 。
口縁部をヨヨナデし、月同部1ま
ナデ。

内 面

色調  灰 褐色
胎土 粗粒 の石 英 を含 む。
焼成  良好

甕

SK8

径 154 「 くJの字形 に属折 し,て 外反す るコ縁
部。端部 は尖 りぎみに終わ り、わず
か 1こ平坦 になる。

外面

内面

磨 耗 を受 け不 明

調

生
　

成

色

胎
　

焼

赤褐色

1.0～ 2.Omm程 度 の石美
を多 く含む。

良好

甕

SK8

口 径  165 九み を持 って屈 曲 し、内弯 ぎみに 伸
び る口縁部 。端 部 はパ傾 す る平坦 面

をつ くる。

外面  ヨコナ デ。
内面 磨 耗 を受 け不 明。

調

土
成

色

胎

焼

淡 白褐色

微粒 の石 英 を多 く含 む

良好

甕

SK8

底  径  49 ドーナ ツ状 の底部 であ る。 外面  タタキ を施 す 。
内面  炭化物 の付着 に よ り不 明。

色調  灰 褐色
胎土  粗粒の石 葵 ・花 商岩 を
含む。

焼成  良好

甕

SK8

底  径  48 ドーナ ツ状 の底部 である。

脅辱1磨耗を受け不明。
調

生

成

色

胎

焼

淡灰褐色

粗粒 の長石 を多 く含む

良好

杯

SK9

口 径  120
器 高  3_4

浅 い半球 形 の体部か ら稜 を もち、外

反 ぎみの 口縁部 に至 る。端部 は外へ

丸 く終 わる。

外面  口縁部 は ヨヨナ デ し体部 は指
庄ナ デの後ナデ。

内面  ヘ ラ ミガキの あ と放射 状の暗
文 を施 す 。

色調  淡褐色
胎土  精良土 、微 粒 の長石
雲母 を含む。

焼成  堅散

甕

S K10

径 胴部 より九み をもつて屈曲 し、外反

す る日縁部に至 る。端菩Ыよ直立す る

平坦面 となる。胴部の張 りは強い と
思われる。

含辱1磨耗を受け不明
色調  赤褐色
胎土  微粒 の長石 を多 く含む
焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

甕

S K10

口 径  151 「 く」の字形 に丸み を もって屈曲 し、
外反す る口縁部。端 部 はわずかに平

坦にな る。 脅]1磨耗を受け不明
色調  茶褐色
胎土  微粒 の長石 、微粒 ～ 1
mm程度の角 閃石 を含む

焼成  良好

甕

S K10

口 径  15.6 「 く」の字形に九 く屈曲 し、外傾す る
口縁部。端部はわずかに平坦にな る 含辱1夢

夢車身lζ徐票仮菅れなFに
色調  茶褐色
胎±  1 0mm程度 の角 閃石 を
含む。

焼成  良好

甕

S K10

口 径  12.8 胴部か らゆ るやか に屈 曲 し、外傾 す
る口縁部。端部 は九 く終 わ る。胴部

の張 りは弱い。

外 面 口縁部 を5条 /15 0mmの タタキ
のあ と軽 くナデ。胴部は5条 /
15 0mnの タタキを施す。
口縁部 をヨヨナデ し、胴部は
ヘ ラナデ。

内 面

色調 灰褐色
胎上  微粒の角閃石 を多く含

tす 。

焼成  良好

褻

S K10

径 下ぶ くれの胴部か ら「 く」の字形 に屈

折 し、外反 ぎみ に延 びる口縁部 に至

る。端 部 は細 く,尖 りぎみに終 わる

外面  胴部 に 4条 /10 5mmの タタキ。
内面  口縁音Бを ヨコナデ し、月同都 は
ヘ ラナデ と思 われ る。

色調  灰茶褐色
胎土  微粒の長石・ 花 聞岩
雲母 を含む。

焼成  良好

小型甕

S K10

径

径

高

口

底

器

深 い椀形 の胴部か ら屈折 し、外傾 す

る口縁部 に至 る。 口縁端部 は丸 く終

わる。底部 は突 出す る平底 で、中央

が わずか に凹む。

外面  胴部 の一音БIこ タタキがみ られ
る。

内面  口縁部 は ヨコナ デ。胴都 はナ
デ と思 われ る。

色調  暗褐色
胎土  粗粒 の石英  花 闇岩 を
含む。

焼成  良好

甕

S K10

底  径  48 ドーナ ツ状 の底部 であ る。

明不受を耗磨
面

　

面

外

　

内

色調  灰褐 色
胎上  1 0mm程度の角 門石 を

多 く含む。

焼成  良好

甕

S K10

底  径  41 ドーナ ツ状 の底部 であ る。 外 面 底著Fj付近 と月同音БIこ 部分的 に 3

条 /7 0mmの タタキ を施す 。
磨 耗 を受 け不 明。内 面

調

土
　

成

色

胎

　

焼

赤褐色

微粒 ～ 2 0mm程度 の長
石 石英 を含む。
良好

甕

S K10

底  径  40 中央部が 凹む上 げ底状 の底部 であ る

告晉|ナデと思われる。
色調  淡赤褐色
胎±  1 5mm程度の石 英・ 花
聞岩 ・長石 を含む。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・ 胎上・焼成・備考

蓑 ?

S K10

裾  径  8,7 漏半状 に開 く甕 の脚台 であ ろ う 外面  タタキのあ とヘ ラケズ リと思
われる。

内面 磨耗 を受 け不明。

色調  赤褐色
胎土  微粒 の長石 を多 く含 む
焼成  良好

鉢

S K10

口 径  175 体都 よ り屈 折 し、内弯 ぎみにのび る
口縁部 で 、端 部 は上方へつ まむ。

外面

内面

磨 耗 を受 け不 明

色調 灰褐色
胎±  0.5 mm程 度の角閃石 を
多 く含む。

焼成 良好

小型鉢

S K10

径 体部 より屈曲 し、内弯 してのびるコ

縁部で、端部は尖 りぎみに終わる。

外 面

磨 耗 を受 け不 明

内 面

色調 淡赤褐色
胎±  2_O mm程 度の石葵 を多
く含む。

焼成 良好

高 杯

S K10

裾  径  12.ユ 短 い柱状 部か ら外反 ぎみに大 き く開
く裾 部 であ る。

外面  柱状部 にヘ ラケズ リ。他 は全
体 に磨 耗 を受 け不 明。

内元 磨耗を受け不明

色調  淡 褐色
胎±  1.O mm程度 の角 閃石 を
含 む。

焼成  良好

高杯

SK10上 面

口 径  21.8 柱状部 よ り内弯 ぎみ に開 く杯底部 か
ら屈曲 し、外反 しなが らの びる長 い

口縁部 に続 く。 口縁端部 は丸みの あ

る平 坦面 とな る。

待晉}塁
縁菅完な票F砲題泉密言

が色調  淡赤褐色
胎土  微粒 の長石 を多 く含 む
雄成  良好

甕

SEl肩苫Ь

最 大径  177 ほ t=球形の体部 であ る。最大径 はや
や上方 に位 置 し、底部 は尖 り底 であ

る。

外面 接合部 をヨコナデし、上部に
12条/21.5mmの タタキを施 し底
部か ら最大径部分 までを 8条
/11.5mmの ハケ。

内面 ヘ ラケズ リを施す。

色調 淡茶褐色
胎土 微粒～ 2.O mm程 度の角
閃石 を多く含む。

焼成 良好

甕

SE2下 層

底  径  47 ドーナ ツ状 の底部 であ る。 面

面

外

内
3条/8.Ommの タタキを施す。
ナデ と思われる。

色調  赤褐色
胎土  ユ.O mm程度 の角 閃石・
石 英・チ ャー トを含む

焼成  良好

甕

SE2下層

底  径  3.6 突出す る平底で、中央部がわずかに
凹む。

画
面
外
内
5条 /12.Ommの タタキを施す .
ヘ ラ原体に よる押圧がみ られ
る。

色調  灰黒色
胎土  微 粒 の角問石 を多 く含

tす 。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 特 徴 手 法 特 徴 色調・胎上・焼成 備考

甕

SE2下 層

口 径  172 「 く」の字形 に鋭 く届折 して 外反す る
口縁部 に至 る。端部 は上方へつ まみ

端 部側面 は九い。

外面  口縁部 を ヨヨナ デ し、胴部 は
9条 /16 0mmの タタキのあ と都
分 的 に 6条 /10 0mmの ハ ケ を施
す。

内面  口縁部 をハ ケのあ とヨコナデ
し、胴部はヘ ラケズ リ。

色調  暗茶掲色
胎上  微 粒の雲母 、 0 5mm程
度 の角 閃石 。長石 を含
t_・ 。

焼成  良好

菱

SE2下層

径
径
高
大
国
最
器

「 く」の字形 に鋭 く屈折 して外反す る

口縁部 で 、端 著Ыよつ まみ上 げ、外傾

する平坦面 となる。体部は中位に最
大径があ り、尖 りぎみの九底をもつ

外 面 口縁部 をヨヨナデ し、胴部の

上方に10条/20 5mmの タタキの
あ と6条 /8 5mmの ハ九 下方は
7条 /13 5mmの ハケがみ られる
口縁部 をヨコナブ

ト
し、 I同部に

ヘ ラケズリを施す。

内 面

色調  暗茶褐色
胎土  微 粒 の雲母 、微粒～1_0
mm程度 の角 閃石 を含む

`

焼成  良好

大型甕

SE3

口 径  26_7 「 く」の字形に屈折 して外反す る口 縁
部で、端部はつ まみ上げぎみ に終

1わ

る。

外 面 口縁著bを ヨヨナデ し、 打同音hは
12条 /22 0mmの タタキのあと接
合部付近にハ ケを施す。
口縁部 をヨコナデ し、】同部は
ヘ ラケズ リのあ とナデ と思わ

れる。

内 面

色調  淡 白褐色
胎土  くさ り礫 、微粒 ～ 1,0
mm程度の角 閃石 を多 く
含む。

焼成  良 好

甕

SE4下層

底  径  4.8 ドーナツ状の底部であると思われる 外面  5条/15_5mmの タ タキ。
内面  ヘ ラ原体 に よる押圧 がみ られ
る。

色調  赤褐 色
胎土  微 粒 の雲母 を多 く含 む
焼成  良 好

甕

SE4下層

突 りぎみ の九底 である。 面

　

面

外

　

内

タタキのあと8条 /10_Ommの ′

ケ 。

ヘ ラケ ズ リを施 す 。

色調  淡褐色
胎±  2_0～ 4 0mm程 度の石英

を多 く含む。

焼成  良好

蓑

SE4下層

径
径
高
大
国
最
器

「 く」の字形 に鋭 く屈折 して外反す る

口縁部 で、端 部 はつ まみ上げ、外傾

する平坦面 となる。体部は倒卵形で
く,X,J二心と1こ賃壼)(4二があ り、 底音Fjに

`よわずかに平坦面を残す。

外面  口縁部の接合 部 を ヨコナ デ し
胴部 上半 に 14条 /22.Ommのタタ
キ を施 し、軽 く 7条/9 5mmの
ハ ケ を施 す 。下部 は 7条 /95
mmのハケによ リタタキは消え
ている。

内面  口縁音Бをヨコナデ し、胴部は
ヘ ラケズ リを施 す。

色調  茶 褐色
胎土  雲母  角珂 石 を多 く含

む 。

焼成  良 好

一宣

SE5下 層

口 径  14.2
最径大 224
器  高  25 5

体 部か ら屈曲 し水平 に開 いた後 、外

面 に稜 を作 り、外傾 ぎみに立 ち上が

る複合 口縁部。端部 は外へつ まむ。

体著Ыょ下 ぶ くれの球 形 である。

体部中位に焼成後の穿孔 をもつ。

外 面 口縁音hを ヨヨナ デ し、胴部 は

8条 /8.5mmの ハ ケ を施す 。
日縁部 をヨコナデ し、胴部は
ヘ ラケズ リす る。底部付近に

指圧痕がみ られる。

内 面

色調  淡 白灰色
胎上  石 英  チ ャー トを多 く
含む。

焼成  良好

壺

SE5上層

口 径  18お
最大径  28_5
器  高  34.3

体部か ら屈曲 し、外傾 して長 くのび

る口縁部 に至 る。端著Ыよ外傾す る平

坦 面 とな る。休部 は 中位 に最大径 を

もち、球 形 に ちか い
^

外面  口縁部 、ハ ケの あ とヨコナ デ
し、胴音卜は 18条 /21 5mmの 夕ヽ ケ

を施 す 。

内面  口縁部 、ハ ケの あ とヨコナデ
し、胴部下方 をヘ ラケズ リ、
上方に指庄痕が顕者である。

色調  淡茶褐 色
胎土  微粒 -1 0mm程度 の角
閃石 、粗粒 の石 英 を含

b・ 。

焼成  良 好

-232-



番

号
器  種
出土位置

法 量(cm) 形 態 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・ 焼成・備考

一更

SE5上 層

径
径
高
大
口
最
器

48と 同様 であ るが 、屈 曲部 内面 には

平 坦面 をつ くる。

外面  口縁部の接合部付近 をハケの
あ とヨコナデ し、胴部の上方

を11条 /0 5mm、 下方 を12条 /1
8 0mmに ハケを施す。

内面  口縁部 、ハケのあ とヨヨナデ
し、胴部の上方 をヘ ラケズリ、

下方に指圧痕が顕著である。

色調  淡茶褐色
胎土  微 粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 、粗粒 の石 英 を多

く含む。

焼成  良好

甕

S E5上層

径
大
高
径
口
最
器

「 く」の字形 に鋭 く屈 折 して外反す る

国縁都。端 部 は上方へつ まみあ
`失外傾 す る凹面 とな る。体部 は中位 に

最 大径 を もち、球 形 を呈す る。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部上

方に12条/14_Ommの タタキがみ
られ、最大径部か らやや上方

を 7条 /7.Ommの ハケ、それ以
下にナデに近 いハケを施す。
口縁部 をハケのあ とヨコナデ

し、胴部内面 をヘ ラケズリする。
底部付近に 指圧痕がみ られる

内 面

色調  淡茶褐色
胎土  微 粒 ～ 10田 m程度の角
閃石 ・雲母 を多 く含 み

微粒 -2.O mm程 度の石
英・長石 を含む。

焼成  良好

甕

SE5上 層

径
径
高
大
口
最
器

丸み を もって屈曲 し、内弯す る日縁

部 。端 部 は丸 く、肉に肥厚す る。体
部 は中位 に最 大径 をもち、卵球 形 を
呈 す る。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、】同部に

15条/14 0mmの ハケを施す。
コ縁部 と接合部付近 をヨコナ

デ し、胴部にヘ ラケズ リす る

底都付近に指圧痕がみ られる

内 面

色調  淡茶褐色
胎上  石 英・長石 ・チ ャー ト
を含む。

焼成  良好

SE5上 層

口 径  264 丸 く屈 曲 し、内弯 ぎみにのび る口縁
部 。端 部 は外傾 す る凹面 とな り、内

に若千 肥厚す る。 侍晉1磨耗を受け不明
色調  淡褐色
胎土 微 粒 の長石 、 2 0mm程
度 の石 英 を含む。

焼成  良 好

小型鉢

SE5上 層

口 径  144
器  高  50

半球 形 の体 部か ら、 2段に屈 曲す る
口縁部 に至 る。端部 は薄 くな り、尖

りぎみ に終 わ る。 脅辱1懲
昆ε蜜蒜柔義篠ネ菌2ダ

調

土
　

成

色

胎

　

焼

淡赤褐色

くさ り礫 、微粒 の長石

を多 く含む。

良好

小 型器 台

S E5上層

口 径  99 内弯 ぎみに開 く杯都か ら、丸み をも
って立つ 口縁部に至 る。端部は外へ

つ まむ。脚部は漏半状に開 くと思わ
れる。

外 面 脚都 、杯部 をヘ ラケ ズ リした

あ と全体 にヘ ラ ミガキ を施 i
係著Ь、受をБを‐ ラ ミガキ し、

脚部 に‐ ラ原体
`こ

よる才甲圧 が

み られ る。

内面

色調 淡赤褐色
胎土 微粒の角閃石・雲母 、
微粒 ～ 1 0mm程度の長
石 を含む。

焼成 良好

簑

SDl

口 径  13_8 張 りの強 い体部か ら屈 曲 し、外反す
る 口縁部 に至 る。端 部 は九 く終わ る

面

面

外

内

口縁部をヨコナデ。
口縁部をヨコナデし、胴部1ま
ナデ。

色調  淡褐 色
胎±  2.0～ 4 0mm程 度の石 英
を含む。

焼成 良好

甕

SDl

口 径  12_8 「 く」の字形 に屈折 して内弯 ぎみにの
び る口縁 部 に至 る。端 部 はわずかに
つ まみ上 げ ぎみに終 わる。

外面  口縁部 をヨヨナデ し、胴部は
6条 /13.5mmの タタキのあと部
分的に 4条 /3_Ommの ハケを施
す。

内面  口縁著焉をヨコナデ し、】同部に
ヘ ラケズリを施す。

色調  茶 褐色
胎土  微 粒 ～ 1 0mm程度の角
閃石 と雲母 を多 く含む

焼成  良 好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

甕

SD2

底 径  45 ドーナ ツ状 の底部 であ る。 面

面

外

内
4条 /10 5mmの タタキ。
^ヽ ラ原体によるよ甲圧カラチらイ■
る。

調

生
成

色

胎

焼

淡 白褐 色

粗粒 の石 英 を含 む。

良好

甕

SD4

口 径  15_2 体部 よ り屈 曲す る口縁部 のみ遺 存。
端部 は上方へつ まみ上 げ、端部側 面
には 1条の 凹線が巡 る。

待唇}ヨコナデ 色調  淡茶 福色
胎土  微 粒 ～ 1.O nm程 度 の角
閃石 、長石 を多 く含む

焼成  良好

甕

SD5

底  径  46 ドーナ ツ状 の底部 であ ろ う。 画

面

外

内
4条 /13 0mmの タタキ。
不明。

色調  赤褐色
胎土  角閃石  長石  石英 を
含む。

焼成  良好

褒

SD5

底  径  35 ドーナ ツ状 の底部 であ ろ う。 外面 4条 /ユ 1.Ommの タタキ。
内面 ヘ ラ原体による押圧がみ られ
る。

色調  淡 白褐 色
胎土  微粒 の角 閃石 を含む。
焼成  良好

重

SD9上 層

口 径  13.5
最大径  156
器  高  177

丸 み をもって屈曲 し、内弯 ぎみに開
いて長 くの び る口縁部 。端 部近 くで

外反 ぎみ とな り、端部 は外へつ まむ

体部 は 中位 に最大径 をもつ扁平 な球
形 であ る。

体部 中位に焼成後の穿子と途 中と思わ
れる小孔力゙み られる。

外 面 口縁部 に 10条/7 5mmの ハ ケの
あ と端著轟近 くと接 合音Б

`こ

ヨコ
ナデ。胴部 はヘ ラケ ズ リのあ
と´ヽ ラ ミガキを施 し、音る分的
にノヽ ケカラ篠ら/Lる 。
口縁部 をハケのあ とヘ ラ ミガ

をそ色魯景身會身需昇悪争勇
内 面

色調  淡茶 褐色
胎土  微粒 の長石  くさり礫
10～ 2 0mm程 度 の石 英
長石 を含む。

焼成  良好

一霊

SD9上 層

径
径
高
径

大
口
最
器
底

丸み をもって屈 曲 し、内弯 ぎみ に開
く口縁部 。端 部 は尖 りぎみに終わ る

屈 曲部 内面 は平坦に なる。
体 部 は 中位 に最大径 を もつ球形 で、
底部 はわ しか に平 坦面 がみ られ る。

面

面

外

内
全体 に磨 耗 を受 け不 明。
口縁部 にヘ ラ ミガキの あ と暗
文 を施す 。接合部近 くに指圧

痕 が残 り、胴部 はヘ ラナ デ。
部分 的にヘ ラ原体 に よ る押圧

力f残 って い る。

色調  淡茶褐 色
胎土  微粒 の長石・ 角閃石 を
含む。

焼成  良好

一霊

SD9上 層

底  径  44 突出す る平底 で、中央部は若千凹む
上げ底状 を呈する。 告暮1磨耗を受け不明

色調  赤褐色
胎±  1 0mm程度 の石 英 を含

t」 。

焼成  良好

64 重

SDO上層

丸底 の底部 である。 外面  8条 /5 0mmの ハ ケ を施 す 。
内面  ナデ。

色調  淡褐色
胎上  微粒 の長石 を含 む。
焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・ 焼成 ,備考

甕

SD9上 層

径 張 りの弱 い体 部か ら屈 曲 しての び る

短 か い 口縁部 で、端 部 は九 く終 わ る

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部は
ハケを施す。
ナデ と思われる。内 面

色調  淡茶褐色
胎土  微粒 の長石 を含む。
焼成  良好

甕

SD9上 層

径 体部 か ら丸 く屈 曲 し、外反す る 口縁

部 で、端 部 はわずかに上 方へつ まむ

外面 胴部に4条 /12 0mmの タタキを
施す。

内面 磨耗 を受け不明。

色調  赤褐色
胎土  花 間岩 と粗粒 の石英 を
含む。

焼成  良 好

甕

SD9上 層

口 径  146 体著卜か ら屈 曲 して外反 し、中位 で屈
折 して 、者干屈 内弯 ぎみ となる 口縁

部 。端 部 は丸 く終 わ る。 告B}議伝霧:頴努財
色調  茶 褐色
胎土 微 粒 ～ 1,O mm程 度 の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良好。

蓑

SD9上 層

口 径  147 「 く」の字 形に屈折 し、外反す る口縁
部 に至 る。端 音bは タト傾 jる 平 坦面 と
なる。 告gl夕禁禄唇髯ξヨ|と奮甲療〔欠

色調  淡茶 褐色
胎±  05～ 2_Omm程 度 の石 英
チャー トを含む。

焼成 良好

褒

SD9上 層

口 径  155 「 く」の字形 に鋭 く屈 折 し、外反す る
口縁部 に至 る。端部 は上方へ尖 りぎ

み に終 わ る。

外面 口縁部 とハケのあ とヨコナス
胴音Ыよ9条 /16 0mmの タタキの
あ と8条 /8_Ommの ハケを施す。
胴部にヘ ラケズリ。内 面

色調  茶褐色
胎土  微粒 ～ 2 0mm程度の角
閃石 を含 む。

焼成  良好

甕

SD9上 層

日 径  15_2
最大径 165

「 く」の字形 に届折 し、若干 内弯 ぎ み

にの び る口縁部 に至 る。端 部 は外 傾

す る平 埋 面 とな る。
休部の張 りは弱い^

外 面 胴部 に 10条/20 0mmの タタキの
あ と7条 /12.5mIIの ハ ケ を絶 i
胴 部 にヘ ラケ ズ リを施す 。内 面

調

土
　

成

色

胎

　

焼

茶褐色

微粒 ～15血m程度の角
閃石 ・長石 を含 む。

良好

甕

SD9上層

口 径  16.8 「 く」の字 形に鋭 く屈折 し、外反す る
口縁部 に至 る。端 部 はつ まみ上 呟
外傾 す る平坦面 とな る。

体部の器肉は極めて薄いか

外面  胴部 に 12条/21 5mmの タタキの
あ と 6条 /9 0mmの ハ ケ を施 魂

内面 胴部 をヘ ラケズリす る。
全体に磨耗 を受けている。

色調  淡茶 褐色
胎上  微粒 ～ 1.O mm程 度の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良好

甕

SD9上層

口 径  176 「 く」の字 形 に屈折 し、わずか に内 弯
ぎみにの び る口緑部 に至 る。端都 は
つ まみ上 げ、外傾 す る平坦面 となる

器 肉は厚 め であ る。

外 面 口縁部 をヨヨナデ し、 月同部に
7条/8 5mmの タタキのあ と 6
条/10 5mmの ハケを施す。
口縁部 を6条 /10.5mmの ハケの
あ とヨコナデ し、胴部にヘ ラ
ケパ 1,。

内 面

色調  茶褐色
胎土  微粒 ～ 1 5mm程度の角
閃石 を 多 く含む。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

甕

SD9上 層

口 径  148 「 くJの 字 形 に屈折 し、外反す る口縁
部 に至 る。端 部 はつ まみ上 げ 、外傾

す る平坦 面 とな る。

外面  口縁音卜をヨコナデ し、 月同都に
タタキがみ られる。

内面  口縁部 を 4条/7 0mmの ハ ケの
あ とヨコナデ し、胴部に― ラ
ケズリを施す。

色調  茶褐 色
胎土  微 粒 の長石 を含 む。
焼成  良好

妻

SD9上 層

径 「 く」の字 形 に屈 曲 し、外反す る口縁

部 に至 る。端 部 はつ まみ上 げ 、直立

す る平 坦面 をつ くる。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部に
12条 /25 0mmの タタキのあと5
条/9.Ommの ハケを軽 く施す。
口縁音卜をヨコナデ し、 月同都 1こ
ヘ ラケズリを施す。

内 面

色調  茶褐 色
胎土  微粒 ～ 0 5mm程度 の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良 好

甕

SD9上層

口 径  130 「 くJの 字 形 に届折 し、上位 で内弯 ぎ
み とな る 口縁部 でであ る。端部 はつ

まみ上 げ 、直立す る平坦面 とな る。

外面  口縁部 をヨコナデ し、 胴音Бに
主わずかにタタキが残る。

内面  口縁言卜をヨコナデ し、 】同部に
ヘ ラケズリを施す。

色調  茶 褐色
胎土  微粒 の角 閃石 、敬粒 ～
1 0mm程度 の長石 を含
tす 。

焼成  良好

簑

SD9上層

口 径  166 75と 同様であるが、端部のつ まみ上

`デ

はさらに強 くなる。

面

面

外

内

口縁著Бをヨヨナデする。
口縁音Бをヨコナデ し、 B同部に
ヘ ラケズ リを施す。

調

土
　

成

色

胎

　

焼

茶褐 色

微 粒 ～ 0 5mm程 度の長
石  角 閃石 を含む。
良 好

甕

SD9上 層

口 径  138 「 く」の字形 に 9jtく 屈折 し、外反す る
口縁部 とな る。端部 はつ まみ上 峡

外傾 す る平 坦面 となる。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部に
6条 /11 5mmの タタキを施す。
口縁都下方にはタタキ原体に

よる凹みが残る。
口縁部 を 4条/9 0mmの 八ケの
あ とヨコナデし、月同部に‐ ラ
ケズリを施す。

内面

調

土

　

成

色

胎

　

焼

秦 褐 色

微粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を含 む。

良好

甕

SD9上 層

口 径  150
最大径  185

九みのある体部か ら「 くJの字形に 屈

曲 し、外反す る口縁部に至る。端部
はつ まみ上 げ、九みのある平坦面 と
なる。

外面  口縁著Ьをヨコナ デ し、丹同部 に
タタキのあ と 5条/3 5mmの ノ`
ケを施す。

内面  口縁部 をヨコナデ し、胴音卜に
ヘ ラケズリを施す。

色調  茶褐 色
胎土  微粒 ～ 1_5 mm程 度の角
閃石 を含 む。

焼成  良好

甕

SD9上 層

径 「 く」の字 形 に鋭 く屈折 し、外反する
口縁部 に至 る。端 部 は著 し くつ まみ

上げ、直立する凹面となる。体部の
張りは強いようである。

外 面 口縁部 を ヨコナ デ し、胴部 は

10条 /150コ mの タタキのあ と10
条/15 0mmの ハ ケ を軽 く施 す 。
口縁音Бをヨヨナデ し、 】同著Б

`こヘ ラケ ズ リを施 す 。

内 面

色調  淡茶褐色
胎土  微 粒 一 ユ_O mm程度 の角
閃石 を多 く含む。

焼成  良好

簑

SD9上 層

口 径  178 79と 同様 の形態 であ る。 外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部に
12条 /18 0mmの タタキのあと 5
条/10_5mmの ハケを軽 く施す。
口縁部 をヨヨナデ し、胴部は
ヘ ラケズリのあ と接合部近 く
に 5条 /10.5mmの ハケを施す。

内 面

色調  茶褐 色
胎土  微 粒 ～ 1_O mm程 度 の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 の 徴特態 の 徴特法手 色調・胎土・焼成・備考

禁

S D9上層

最大径  19_4 球形に近い体部で、最大径はやや上
方に位置す ると考 えられる。底部は

丸底である。

外面  胴部上方 を10条/18_Ommのタタ
キがみ られ 、底音Бか ら最 大径

著Бう}`こ か1)て 7条 /8.Ommし うハ
ケを施す。

内面 ヘ ラケズリである。

色調  茶褐色
胎土  微粒 ～ 1 5mm程度 の角

閃石 を多 く含む。

焼成  良好

甕

SD9上 層

径
径
高
大
国
最
器

「 く」の字形 に屈折 して外反 ぎみにの

び る口縁部 で 、端 部 はつ まみ上 げ ぎ

外傾する凹面 となる。休部はやや上

方最大径があ り、倒卵形を呈 し、尖

りぎみの丸底 をもつ。

外面  口縁音[を ヨコナデ し、 月同著恥上
方 に 11条 /22 0mmの タタキがみ
られ 、底部か ら最 大径部 分 に

かけて8条 /10 0mmの ハケを施
す。

内面  口縁部 をハケのあ とコヨナデ
し、胴部にヘ ラケズリを施i

色調  茶褐色
胎土  微粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を含 む。

焼成  良好

甕

SD9上層

径

径

高

大
国
最

器

「 くJの字 形 に屈折 して外 反す る口縁

部 で、端 部 はわず か につ まみ上 げ 、

み に終 わ る。体 部 はやや上 方に最大

径 が あ り、わずか に平坦 な面 を残す

九底 を もつ。

外面  口縁部 を ヨヨナデ し、胴部上
方 に 13条/21 0mmの タタキがみ
られ 、底部か ら最 大径部 分 に

かけ て 6条 /7 5mmの ハ ケ を施
す。

内面 口縁部を6条/7 5mmのハケの
あとヨコナデし、胴著卜を‐ラ
ケズリする。

色調  淡茶褐 色
胎土  微粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を多 く含む 。

焼成  良好

甕

SD9上 層

径

径

高

大
口
最

器

14 4
17 5
17 4

「 く」の字形 に屈 曲 して 直線 的にの び

る口縁部 で 、端 部 はつ まみ上 げ ぎみ

とな り外傾 す る平坦 面 を もつ。休部

はやや上 方 に最 大径 が あ り、尖 り底

を もつぃ

外 面 口縁著hを ヨコサーデ し、 】同部全
体 を8条 /15 5mmの タタキをあ
と7条 /12 5mmの ハケを施す。
口縁部に8条 /15 5mmの ハケの
あ とヨコナデ し、胴部 をヘ ラ

ケズリする。

内 面

色調  茶褐色
胎土  微粒 ～ 1_O mm程 度 の角
閃石 を 多 く含む。

焼成  良好

甕

SD9上 層

径

径大
口
最

14 4
18 3
「 くJの 字形 に屈 曲 して外反す る口縁
部 で、端 部 はつ まみ上 げ 、端部側面

は四面 とな る。体 部 は至みが著 しい

が 、最大径 は上 方 に あ る と思 われ る

外面  口縁音卜をヨコナデ し、 B同 部上
方 に 9条 /13 0mmの タタキがみ
られ 、底部か ら最 大径部分 に

か けて 7条 /7 0mmの ハ ケ を施
す。

内面 口縁部に5条/6_Ommのハケの
あとヨコナデし、胴部をヘラ
ケズリする。

色調  淡茶褐 色
胎土  微粒 ～ 1工mm程度 の角
閃石 を 多 く含む。

焼成  良好

甕

SD9上 層

径

径

高

大
口
最

器

13.8
15 8

14 8

「 く」の字形 に屈 曲 して外反す る日縁

部 で 、端 都 のつ まみ上 げは顕 著 であ

る。 また、下方へ わずか に肥厚 し、

瑞部側 面は四面 とな る。体 部 は中位

に最 大径 が あ り、球 形に近 く、尖 り

ぎみの九践 を もつ。

外面  口縁音Бをヨコナデ し、 】同音Б上
方 に 10条/19_Ommの タタキがみ
られ 、底部か ら最大径部分 に

かけて 6条 /9_Ommの ハ ケ を施
す。

内面  口縁部 をヨヨナデ し、胴部は
ヘ ラケズリす る。

色調  淡茶褐 色
胎土  微粒 ～ 1.O mm程 度の角
閃石 を多 く含む。

焼 成  良好

簑

S D9上層

径

径

高

大
口
最

器

12 9
13 3
13 5

「 く」の字形 に屈 曲 して外反 ぎみにの

び る口縁部 で、端 部 は上 方へ尖 る。

端 都側 面は直立す る平坦面 となる。

体部 は 86と 同様 であ るが 、 口縁部 に

比べ 、小 型 であ る。

外面  口縁音Бをヨコナ デす る。 】同部
上方 は 9条 /14 0mmの タタキが
み られ、底部か ら最大径部分

にかけて 7条 /9 0mmの ハ ケ を
施す 。

内面  口縁都 ヨヨナデ 、体部 はヘ ラ
ケ ズ リ。

調
生
　
成

色
胎
　
焼

灰 褐色

微 粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を多 く含 む。

良好

嚢

SD9上 層

径
径
高
大
口
最
器

丸 く屈 曲 して外 反 した後直立す るロ

縁部 で、上端部 は 丸 く終 わ る。体都

は上 方に最 大径 の あ る卵球 形 でわず

か に平坦面のみ られ る丸底 をもつ。

瑞部側面に 7条/9 0mmの 櫛描 沈線 を巡
らす。

外 面 口縁吉焉を ヨコナデ し、 】同著b上
方 に 8条 /13 0mmの ハ ケ を施 i
底部から最大径部近くまでは
6条/6 0mmの ハケを施す。
日縁部をヨヨナデし、 B同著Ьは
ヘラケズリである。

内 面

色調  淡茶 褐色
胎土  微 粒 の長石・角 閃石 を
含 む。

焼成  良 好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 特 徴 色詞・胎土・焼成・備考

蓑

SD9上 層

底  径  3,7 ドーナツ状の底部である。 画

面

外

内
4条 /10 0nmの タタキを施す。
ヘラナデである。

色調  淡 褐 色
胎土  微 粒 の長石・ 角 閃石 を

多 く含 む。

焼成  良 好

90 甕

SD9上層

底  径  4.4 ドーナ ツ状 の底部 であ る。 面
面
外
内
タタキを施す。
ヘラナデである。

色調  淡灰 褐 色
胎土  糧粒 の石 英 を含 む。
焼成  良 好

嚢

SD9上層

底  径  4.4 突出す る平底 であ る。 外面  4条/10 0mmの タタキを施す 。
内面  ナ デであ る。

色調  淡灰 褐 色
胎土  雲 母 、粗粒 のチ ャー ト
石 英 を含む。

焼成 良好

甕

SD9上 層

底  径  3.8 おしつぶ したような九底 をもつ。 置

面

外

内
8条 /12.5mmのハケを施す。
ヘラケズリである。

色調  赤 褐 色
胎土  微 粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を含 む。

焼成  良 好

甕

SD9上層

尖 り底 であ る。 面

面

外

内

9条 /17.5mmの タタキを施す。
ヘ ラケズリである。

色調 茶褐 色
胎土  微粒 の角閃石 を多く含

tす 。

焼成  良 好

94 鉢

SD9上 層

口 径  36.0 体部か ら「 く」の字 形近 くに届折 し、
内弯 ぎみにの び る口縁部 に至 る。端

部 は外傾 す る平坦面 とな る。

面

面

外

内
磨耗 を受 け不 明。
El縁部 は ヨコナデす る と思 わ

れ る。胴部 はヘ ラケ ズ リであ

る。

調

土
　

　

成

色

胎

　

　

焼

淡褐 色

微 粒 の長石・雲母 、粗

粒 の石 英・ チ ャー トを

含 む 。

良 好

鉢

SD9上層

径
高

口

器

尖が りぎみの底言勝か ら内弯 しなが ら

開 き、 口縁端音卜に至 る。端部は外傾
する四面 となる。

外面  ヘ ラケ ズ リがみ られ る。
内面  8条 /12 0mmの ハ ケ を施す 。

色調  淡 褐 色
胎土  微 粒 の 長石 を含 む。
焼成  良 好

小型鉢

SD9上 層

口 径  13_4
器  高  6.5

平坦な底部か ら内弯 ぎみに開 き、ロ

縁部 との境に稜 を作 る。 日縁部は外
反 しなが ら直立 し、端普印よ丸 く終わ

る。

外面  口縁部 をヨコナデ し、体 部 は
粗雑 なナデ。

内面  ヘ ラケ ズ リのあ と平 滑に し、
部分 的に 7条 /7.Ommの ハ ケ を
施す。

色調  淡 白褐 色
胎土  微 粒 の石 英・長石 を含

む 。

焼成  良 好
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号
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法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 特 徴 色調・胎土・ 焼成・備考

小型鉢

S D9上層

口 径  103 深 い半球 形 の体部 か ら くびれ た後屈
曲 し、内弯 ぎみにの び る口縁部 に至

る。端都 は薄 く、尖 りぎみに終 わ る

外面 体部にヘ ラケズ リのあ とがみ
られる。

内面  口縁部 をヨコナデ し、体部は
ヘ ラナデのあ とナデ。

調

土
　

成

色

胎

　

焼

淡赤 褐 色

チ ャー ト・ 雲母・ くさ

り礫 を含 む。

良好

小 型 鉢

SD9上層

径
径
高

口
底
器

深 い半球 形の体 部か ら屈 曲 し、内弯

してのび る口縁部 に至 る。端部 は内

に丸 く終 わ る。底部 は わずか に凹み

を残す九底 であ る。

外面 体部にヘ ラケズ リのあ とがみ
られる。

内面 全体に磨耗 を受けている。

詞
生
成

色
胎
焼

淡赤褐色

くさ り嘆 を含む。
良好

小型鉢

SD9上層

口 径  102
器  高  72

98と 同様 の体部 か ら、内に稜 を作 っ
て屈曲 し、外折す る 日縁部 に至 る。

端部 は薄 く尖 りぎみ に終 わ る。底部

は丸底 であ る。

外面 体部にヘ ラケズ リのあ とがみ
られる。

内面  全体に磨耗 を受けている。

色調  赤褐 色
胎土  くさ り礫 多 く、粗粒の
石英 をわずかに含む。

焼成  良好

小 型器 台

SD9上嬉

径
径
高

口
裾
器

基部か ら外反 ぎみに開 き、屈 曲 して

立ち上 が る日縁部 に至 る。端 音hは 丸

く終 わ る。脚部 は基部 よ り直線的 に

拡が り、端部 は丸 く終 わ る。

外面  杯部 、脚部に 6条/6 5mmの ハ
ケ 。

内面  脚部に 6条 /6.5mmの ハケを施
す。

色調  赤 褐 色
胎土  くさ り礫 、微 粒 の長石
を含む。

焼成  良好

イヽ型器台

S D9上層

口 径  0.3
裾  径  90
器  高 100

100と 同様 の杯部 を もつが 、口縁部
は上方へ尖 りぎみに終 わ る。

脚部 は若干 内弯 ぎみ にの び 、端 部 は

外へ 薄 くな って終 わ る。

面

面

外

内
脚音hに 8条/8 0mmの フヽ ケ。
杯 底部 と脚部 に 8条/8 0mmの
ハ ケ を施す。

色調  赤 褐 色
胎土  くさ り礫 と微粒 の長石
を含 む。

焼成  良好

1ヽ型器 台

SD9上層

径
径
高

口
裾
器

浅 い半球 形 の係部 で 、端 部 は外傾 す

る平坦面 を もつ。脚部 は基部 よ り漏

斗状 に大 き く開 き、端 都 は下方 に尖
りぎみ に終 わ る。

脚郡 3方に円孔 を穿つ。

外面 ヘラケズリのあと脚部にヘラ
ミガキがみられる。

内面 脚部に7条 /10 0mmの ハケのあ
とナデをおこなう。

色調  淡 赤 褐 色
胎土  微 粒 の長石 を含 む。
焼成  良 好

全体 に磨 耗 を受 け てい る。

高 杯

S D9上層

口 径  235
裾  径  155
推定器高164

杯底部か ら一 旦屈 曲 し、外傾 して長

くのび る口縁部 に続 く。端 音Ыよ外傾

す る凹面 とな る。裾 開 きの柱状都か

ら丸 く屈曲 し、大 き く拡 が る裾部 に

至 る。端部 は丸 く終 わ る。

裾部 4方に円孔 を穿 つ 。

外 面 杯部 ・受部 に10条/17 0mmの ハ

ケ を施 し、柱状部 はヘ ラケ ズ

リの あ と部分的にハ ケ、裾部

は 9条 /5.5mmの ハ ケ を施 す。
受 部 に 10条/17.Ommの ハケがみ

られ、裾部に 9条/9 0mmの 夕ヽ
ケ を施す。

内 面

色調  淡 赤 褐 色
胎土  くさ り磯 を多 く含む。
焼成  良 好

高 杯

SD9上層

径
径
高

口
裾
器

平坦な杯底部か ら屈折 し、外傾 して

長 く立 ち上 が る口縁部 に続 く。端部
は尖 りぎみ に終 わ る。 中位 まで中実
の柱状部か ら屈 曲 し、内弯 ぎみに開
く裾部 に至 る。端部 は 内に丸 く終 わ
る。

据部 4方に円孔 を穿つ 。

外面  柱状部 にヘ ラケ ズ リがみ られ
受 部・ 脚部に 9条 /14 0mmの ハ

ケ を施す。

内面 受部、据部に9条 /14 0mmの ハ
ケを施す。

調
生
成

色
胎
焼

淡 白褐 色

微 粒 の長石 を多 く含む

良 好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

甕

S D10

口 径  134
最大径  152

「 く」の字形 に屈曲 して 外反す る口縁

部 で、上位 ではわずか に外折す る。

端部は細 く尖 りぎみに終わる。体部

は球形に近い と思われる。

外面  口縁都 をヨコナデ し、】同部は
6条/7_Ommの ハケを施す。

内面  口縁部 をココナデ し、胴部は
ヘ ラナデ。

調

土
成

色

胎

焼

淡褐色

石英 ・チ ャー トを含む

良好

小型器 台

S D10

口 径  94 基部 よ り直線的に開 く杯底部か ら稜
をもって屈折 し、外反 ぎひに直立す

る口縁部に至 る。端部は外へつ まん

で終わる。

告]|ヘラミガキを施す。
調

生
　

成

色

胎

　

焼

乳 褐 色

微粒 の雲 母 ・ くさ り礫

を含む。
良好

高 杯

S D10

平坦 な杯底部か ら鋭 い稜 をもって屈

折 し、直線 的にのび る口縁部 に至 る 貧署 }全体
に磨 耗 を受 け不 明。

色調  淡茶 褐 色
胎土  微粒 ～ 1.O mm程度 の長
石 ・角 閃石 を 多 く含む

焼成  良好

高 杯

S D10

口 径 21.3
裾  径  15,2
器 高 13.8

杯底部か ら丸み を もって 口縁部へ 続

く。端 部 は外へつ まみ ぎみ に九 く終

わる。柱状部 は中空は比較 的太 く、

屈折 して内弯 ぎみにの び る高 い裾 部

に至 る。

裾部 4方に円孔 を穿つ。

外 面 受部にヘ ラ ミガキ。柱状部に
ヘ ラケズリがみ られる。
登部にヘ ラ ミガキ。内 面

色調  淡赤 褐色
胎土  微 粒 ～ 1_O mmの長石・
石 英 ・くき り礫 を含 む

焼成  良好
全体 に磨 耗 を受 け て い る。
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第 6節 第 6次調査
I 調査の概要

建設予定地内にA・ B2ヶ 所の トレンチを設定した。

したが、一部 2× 2mを拡張した。Bト レンチは 3× 3

m拡張した。調査総面積は約46m2である。

両 トレンチともに上面から60～ 70Cmま での盛土 。旧耕土・床上の部分を機械掘削し、以下約

60Cmを 人力で発掘した。

H 層序
基本層序は第1層耕土、第2層床上、第3層褐色上、第4層暗黄褐色土である。第3層は須

恵器・土師器・瓦器等の破片を多量に含む。第4層は布留式の古相の包含層である。

Bト レンチの北東隅を層位確認のため掘り下げたところ、OP+7.5m付近の砂層より庄内式

図39 調査地設定図

Aト レンチは5.5× 5.5mで調査を開始

mで調査を開始し、最終的に西側へ 1

訃 レ ;::]

□
Bト レンテ

― 熟 1-



甕、OP+7.Om付近の砂層より布留式の新相の上器を検出した。このことから、古墳時代前期・

中期において層序の逆転現象が生じたことが認められる。

Ⅲ 検出遺構

1)Aト レンチ

井戸・溝・柱穴の他、不整形の浅い落ち込みを検出した。これらの遺構はすべて第 4層 (暗

責褐色土)を堀り込んで形成されている。しかし、遺構そのものが浅いことや、遺構集中部分に

おける第4層上面のレベルが他と比べて全体に10～ 30Cm低いことなどから、これらの遺構は後

世に削平を受けたものとみられる。埋土は井戸を除いてそのほとんどが、第 8層の褐色上であ

る。

SEl

直径約80cmを測る素掘りの井戸である。井戸内埋土上層より若千の布留式の時期の上器を検

出した。埋土を掘り下げたところで木製品(図 40)。 自然木を含む青灰色粘土層が確認された。

|  この層はBト レンチ掘下部においてみられた層に対応するものと考
|  えられる。なお、この井戸はSP5に 切られる。
|

|

SDl

幅約40cm。 深さ約 10Cmを 測 り、東か ら西に流れる溝である。埋土

中より上師器・須恵器・瓦器の磨減 した小片が出土 した。

桂穴群(SPl～ S P14)

柱穴と考えられるものを多数検出したが、確実な建物を復元する

ことはできなかった。 SP2・ SP3・ SP5。 SPSの 埋土中に

は、磨減した土師器の細片が含まれている。

土拡(SKl～ SK4)

不整形なもので深さも一様でない。遺物はSK2か らは須恵器杯

蓋 1点が出土した他は、いずれも磨減した土師器・須恵器の小片で

ある。なお、SK3の 埋土下層には遺物を含まない。

0      5cm

|

|

|,一
―

図40 SEl出 土木製品
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2)Bト レンチ

トレンチ中央部で、第 4層 を掘り込んだ土城を検出した。検出時においては一基の上拡と考

えていたが、掘削の結果基底部で幅約35cmの南北に延びな畦状遺構によって、東西に分かれる

ことが半J明 した。西側のSKlは土器片を多量に含むが、東側のSK2は 土器片をほとんど含

まない。埋土は両土拡とも、砂質上が混入する暗灰褐色上の上面に暗灰褐色粘質土が堆積して

いる。なお、SKlと SK2を 区画する畦状遺構は、土拡掘削時の第4層削り出しによるもの

であり、盛上によるものではない。

また、SKlの北側の第4層 中において、土師器片がみられたので精査を行なったが、遺構
は存在しなかった。このことから、第4層 は古墳時代前期の包含層であると考えられる。

なお、 トレンチ北東隅を約 lm掘 り下げたところ、川の痕跡と考えられる砂層および、その

下のOP十約往9mで黄灰色粘土質土層、青灰色粘土層を確認したが、年代を決定する遺物は

得られなかった。

SKl

上面は最大長約2.45m。 中央部の幅約 lm、 底面は最大幅約2.2m。 中央部の幅約0.5mを測

り、断面は舟底形を呈する。

出土した遺物は、須恵器 。土師器のみである。主たる遺物は西から土師器片口鉢・同直口壺・

同鉢・同把手付鉢 。同二重口縁壷 。同鉢、須恵器高杯、土師器高杯、須恵器高杯という順で、

基本的には埋上の上層中に遺存していた。なお、土拡の東端において土器は皆無であった。須

恵器高杯のように完全に破砕されていてすべてが揃わないものや、 1個の破片のみのものがあ

反面、完存の上師器壷や、破砕されていても部分がすべて揃っているものがあるなど、出土

状況は多様であるといえよう。

以上より、SKlは 単なる廃棄物投棄用のものではなく、土城墓とも考え難く、現段階にお

いては性格不明の特殊遺構と考えている。ただ、須恵器の大部分が完全に破砕された高杯であ

ることは、幾分祭祀に伴なう性格を示すものと言えるかもしれない。

SK2

全容が明らかではないが、判明している部分はSKlよ り畦をはさんで東へ続き、そこに南
側から浅い溝が流れ込んでいるという状態である。ほぼ水平な底面は南北長約 0.8mを 測り、

断面は舟底形を呈する。底面の標高はSKlと ほぼ同じで、 トレンチ南端の溝底部より0.2型

一カ鰯―



ほどイ氏い。

Ⅳ 出土遺物

1)Aト レンチ出土遺物 (図40。 42)

第 3層出土遣物

須恵器には杯身(4)。 杯蓋つまみ(7)があり、土師器には高杯(9)。 土錘 (10)。 壺(17)・ 羽

釜(18)等がある。他に土師器・須恵器の小片が出土した。

第 3層上面出土遣物

この層中からは土師器・須恵器・瓦器・瓦等の小片が多数出上したが、その中で図化できた

のは 6個体である。須恵器は杯身(2・ 3)。 杯蓋つまみ(5・ 6)・ 片口鉢 (19)、 土師器は高杯

(8)である。

SK2出土遣物

(1)は須恵器杯蓋である。天丼部外面にはヘラ切 りの未調整痕が残る。なお、天丼部内面に

「一」文字形のヘラ描き記号文がある。

SEl上層出土遣物

(11～ 40)は土師器高杯であると考えられる。(15)は 土師器甕、(16)は土師器鉢である。図40

は青灰色粘土層より出土した板材である。現状の法量は長さ28.3Cm。 幅9.8cm.厚 さ 1.O mmであ

る。長辺の片側端より1.4 Cmの ところに1.5× 1.O Cm程度の柚穴状のものが、 6 Cm間隔で 3ヶ

所に認められる。柾目材である。

2)Bト レンチ出土遺物 (図43～ 45)

SKl出土遺物

掘削時において上面より取り上げた土器も含めて、実測に堪え得るものは須恵器15個体、土

師器14個体であった。うちわけは須恵器が蓋杯 6。 高杯(蓋を含む)7・ 壺 1・ 甕 1、 土師器が

重 3・ 高杯 5・ 鉢 4・ 把手 1・ 椀 1である。

土師器直口壷(2)が完存していた他は、すべて破片で遺存していた。また、同一個体の破片

がほぼ集中していることや、須恵器でさえ完全に割れていることなどを考えると、破片で出土
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した土器については土城に入れられた際に意識的に割られたもの、もしくは後世に削平等を受

けた際に破壊されたものと考えられよう。須恵器は、陶邑H型式第 4段階～第 5段
喚テ
比定で

きる。

なお、遺構の項でも述べたように、土城の掘り込まれている第4層が古墳時代前期の遺物包

含層である点を勘案すると、土師器壷(3)は土城が掘削された際に出土し、再び土拡内に投入

されたものではないかと考えられる。

SK2出土遺物

羽釜(47)・ 甕等の破片が数点出土した程度である。SKlの示す年代と大きな隔たりは無い

と思われる。

包含層出土遣物

第 3層 中の上師器 。須恵器、第4層 中およびトレンチ北東隅深掘部の砂層中より出上した土

師器がある。

時期については、第 3層 中の須恵器には 5世紀代のものから7世紀以降のものがあり、第 4

層中の二重回縁壺 (35)。 高杯(30)等は庄内式の時期のものである。また、 トレンチ北東隅深掘

部の砂層からは、上層より庄内式の甕が、下層より布留式の新相の甕・壺等が出上しており、

砂層内において層位の逆転現象がおこったことを示している。

Vま とめ

Aト レンチの顕著な遺構としては、井戸・柱穴群があげられる。井戸は出土した土器により、

布留式の新相に比定できる。その他の遺構については、年代決定の資料に乏しく、正確な時期、

および性格は知 り得なかった。しかし、このように多くの柱穴が存在することから、古墳時代

以降に建物が存在したことが考えられる。

Bト レンチでは、多量の上師器・須恵器を伴なう土城を検出した。なお、これらの上器は出

土状況による一括資料と考えられる。また、この土城は、高杯が破砕された状態でまとまって

いたことなどから、特殊は性格をおびるものと判断される。

以上のことにより、今回の調査において東郷遺跡の性格が一端なりとも解明できたのではな

いかと考える。なお、特殊な土城とそこに含まれていた6世紀後半の土師器は、同時期の数少

ない古墳時代研究の一助になるものと思われる。
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〔注 記〕
1 大阪府教育委員会『陶邑Ⅲ』1978年

-246-



1
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OP+750m

旧耕土

淡禍色砂質土

暗褐色上

暗黄褐色土

黄灰色砂層
淡褐色砂質土 (やや暗い)
明禍色粘質土

褐色土

9 1 4m

OP+7_50m

Bト レンテ

図41 平断面図
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Ⅵ 遺物観察表
1)Aト レンチ

番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・ 焼成・備考

1 蓋杯 (蓋 )

SK2

口 径  11.3
器  高  3.6

口縁部 はやや 外反 して下 る。
天丼 部 は平 らに近 い。

外面  半 径 6 Cm以 内は 回転ヘ ラ削 り
調 整。他 は回転 ナデ調整。

内面  中心付近 は不 整方向のナデ調
整。他 は 回転 ナデ調整。

色調  淡灰 色
胎土  径 2 mm以下 の砂 粒 を含

t)。

焼成 良好堅緻
残存 約/

2 蓋杯 (身 )

第8層上面

受部径  152 たちあが りは内傾 してのびる。
受部は短 かく、端部はやや鋭い

外面  半径 6 2Cm以 内は 回転ベ ラ削
り調 整。

他 は回転 ナデ調 整。

内面  回転 ナデ調整。

色調  淡青 灰色
胎土  径 l mm以下 の砂 粒 を少
量含 む。

焼成  良好堅級
残存  受部約 %

3 蓋杯 (身 )

第8層上面

径

径

高

台
口
高

器

12.8
9_0
4.1

口縁 はやや 外反 しなが ら上 外方 にの

び る。

体部 はゆ るやか に内弯 して立 ち上 る

外 面 底部 はヘ ラ切 ノ未調 整。

他 は回転 ナデ調 整。

回転 ナデ調整。内 面

調
土
成
好

色
胎
焼
残

淡青 灰色

精級

良好 堅緻

約%

蓋杯 (身 )

第 3層

口 径  18.2
高 台径  12.0
器  高  4.9

体部 はゆ るやか に内弯 して立 ち上 る 外面  底部 はヘ ラ切 り未調整
他 は 自転 ナデ調 整。

内面  底都 は弱 いナデ調 整
他 は 回転 ナ デ調 整

高台はハリツケ

色調  灰青 色
胎土  精級 、径 l mm以 下 の砂
粒 を少量含 む。

焼成  良好 堅級
残存  約 %

5 蓋杯 (蓋 )

第8層上面

つまみ径  21
つまみ高  ◆.8

基部が太い扁平な擬宝珠様つ まみ。 外面  回転 ナデ
内面  不 整方 向のナデ

色調  灰 色
胎土  精級 、径 l mm以下 の砂
粒 を含む。

焼成  良好
残存  つ まみ完存

蓋杯 (蓋 ) つまみ径  28
つまみ高  03

扁平 な擬宝珠様つ まみ。 外面  回転 ナデ
内面  不 整方 向のナデ

色詞  淡灰 色
胎土  精緻 、径 l mm以下 の砂
粒 を含む。

焼成  良好
残存 つ まみ完存

蓋杯 (蓋 ) つまみ径
つまみ高

扁平 な擬 宝珠 つ まみ。 面
面
外
内

回転 ナデ

不 整方 向のナデ

色調  淡灰 色
胎土 精緻 、径 l mm以下 の砂
粒 を少量含 む。

焼成  良好
残存  つ まみ完存
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番

号
器  種
出上位置

法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成 。備考

8 高 杯

第8層上面

径 15 2 底部か ら口縁部 にかけ て段 を有する
脚部 は底部

`こ

買占りつ けている。

段 よリロ縁部にかけ内弯 し端部は、
やや外弯

禽唇 }器表面磨滅のため不 明
色調  淡赤褐色 ～ 白灰 色
胎土  径 5～ l mm程 度 の砂 粒
を含 む 。(剖離 の ため 数

多 し ,

焼成  良好
残存  杯部 ほ lF完存

9 高 杯

第 3層

脚 お よい杯部 の一部 を欠 く。
脚部 の ■方透 しは外側 よ り穿 孔

待 BICttT整
巣ゑ弯 託響「

内面 に
色調  赤褐色  杯 部 内面 は 1灰
福色

胎土  径 2 nI以下 の砂粒 お よ
び金雲母 を含 む。

焼成  良好
残存  杯部上半完 存

土 錘

第 3層

径
長

径
孔
全

外面 の一部 が扁平

了しは中心 よ りやや ずれ る。

調

生
　

成

存

色

胎

　

焼

残

淡褐色

径 0_l mm程 度 の細砂 粒

を含む。
良好

完存

高 杯

SEI上 層

口 径  147 係底部 は外弯 した後 、やや 内弯 して
口縁部 に至 る。
口縁部 は、外弯 しなが ら端部 に至 り

端音hは 鋭 い。

脚部 の透 しは中心 よ りずれ る。

外 面  口縁 部 は ヨ コナ デ
脚 部 は 不 整 方 向 の ナ デ

体 部 に l Cmぁ た り 7条 の ハ ケ
目をもつ。

内面  口縁部は ヨコナデ
他は不整方向のナデ

調

生
　

成

存

色

胎
　

焼

残

赤褐色

径 l mm未満 の赤 色粒・

金雲母 等 を含 む。

良好

杯部%お よび脚部■半

高 杯

SEl上層

口 径  180 や や内弯気味 に立 ち上が り、 口縁端
部 は平坦面 で終 わ る。

外面  l cmぁ た り 8条の 維 方向ハ ケ
の後 、 ヨヨナデ調整

内面  ヨコナデ調整

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

淡赤褐色

径lmm一 o,lmmの 砂粒 を
多量に含む。

良好
口縁都約%

高 杯

SEl上層

杯底部はわずかに外上方に伸びてゆ
き、 脚部は外lF]にす広がる。

外面  底部に l Cnぁ た り6～ 7本の
タテハケを施 す。

内面  不整方向のナデ
脚部の内面 もナデを施す。

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

淡赤褐色

径 2mm～o lmnの 砂粒 を
含む。
良好

杯部約%

高 杯

SEユ 上層

裾  径  92 据部 が ゆ っ くり外弯気味 に伸 び る。
透 しは外 1則 よ り穿孔 されてい る。 待曇1景毒書き|九ご晋なものでナ

色調  赤褐色
胎土  径 l mm以下 の細粒 を含

tす 。

焼成  良好
残存  脚部約 %

簑

SEl上層

日 径  184 胴部より「く」の字形 に内弯 して 口縁 部
に至 る。端部 は丸味 を もって内弯す

る。

外面  6 mmぁ た り 5本の 横 方向ハ ケ
を施 す。

内面  口縁部 は外面 と同 し。胴部 は
ヨヨナデ

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

淡赤褐色

径 2 mm以下 の 自色砂 粒

を含む。
良好
口縁部約 %
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番

号
器  種
出土位置

法 量 (cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

杭

SEl上 層

口 径  120 体音脇は内弯 しなが ら立 ち上 り、口縁
部
`よ

外反気味
`こ

イ申びる。 努缶音hは Cjtヤ ヽ
外 面 体部 は不 整方向の ケ ズ リを施

し口縁部 は強 いナデ。
日縁部は外面 と「司じ。 イ本部は
タテ方向のハケ。

内 面

色調  暗赤褐色(外面 )
灰褐色  (内面 )

胎土 径 l mm以下の砂粒 を含
tす 。

焼成  良好
残存  約 %

一霊

第 3層

口 径  90 体部 よ り外弯 しつつ斜上方 に伸 び る 外面  体 部 は不 整方 向のナデ を施 し
他 は ヨコナデ

内面 体部はヘラ削りを施し、他は
ヨ ヨ ナ デ

鯛
脱
　
絨
嚇

赤褐色

2mm― o lmm以 下 の砂粒
を含む。

良好

約 /

羽 釜

第 3層

口 径  256 口縁部は上外方にす広が り鍔 は口縁直
下にあ りやや上方に伸びる。

外面  ヨヨナ デ
内面  口縁部 は ヨヨナデ 、その他 は
ナデ

色調  赤褐色
胎±  2mn～ o lmm以 下 の石 英
長石・ 金雲母 を含 む。

焼成  良好
残存 鍔以上約%

鉢

第8層上面

口 径  25.6 体部 はほ
`=上
外方 に伸 び、 口縁 端 部

は肥厚 してい る。

外面  回転 ナ デ
内面  口縁端 部 は強 いナデ を施 し、
他 はナデ

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

青 灰色

約 l mm以下 の砂 紅 を含
む 。

良好
口縁部約%

2)Bト レンチ

番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

1 把手付鉢

SК 1

口 径  260 底部は欠損するが、球状の体部 を有
し、外反する口縁部につながる。ロ

縁端都は丸 くお さめ、把手は器 高の

約修の位置に対称に 2個貼 り付 ける

外 面 口縁 部 は ヨヨナデ を施 し、体

部 はハ ケ調 整の後ナデ を施 す

ヨコナデ を施す。内 面

色調  赤橙色
胎土  径 l mm以下 の砂 粒 を少
量含む。

焼成  良好
残存  約 /

2 直 口壺

SKl

径
径
高
大
口
最
器

やや 外反す る口縁部 を有 し、口縁端

部 は鋭 く、内弯気味に終 る。体音FJlよ

やや 扁平 な球状 を呈 し、底部 は丸底

である。

外 面 口縁著Бか ら体音Fj■半部 にかけ

ては縦 方向ハ ケの後 ヨコナデ

お よび維 方向のヘ ラ ミガキ を

施 す。体部下半部 よ り底部 に

か けてはヘ ラケ ズ リを施 す。

体部 には巻上 げ痕 を残す。

接合痕 が残 る。内 面

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

赤黄褐色

径 2服m以 下の砂粒 を少

量含む。

良好

完存

3 複合口縁壷

SKl

口 径  196 複合 口縁 の壷 であ る。 日縁部 は上 外
方にの び 口縁端都 は面 を有す る。屈

折部の稜 は鋭 く,体都へ のつ なが り
はゆ るや か な曲線 をえが く。

外面  ヨコナデの後縦 方向のヘ ラ ミ
ガ キを施す。

内面  ヨコナデ を施 す。

色調  赤褐色
胎土  精良
焼成  良好
残存 約χ
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番

号
器  種
出土位置

法 量(Cn) 形 態 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・ 胎土・ 焼成・備考

4 高 杯

SKl

裾  径  92 杯上部 は 欠損 す るが 、基部はやや細
く、ややふくらんで脚裾音隅にとり着
き、脚端都 は丸 くお さめ る。

外面  オ不音Бか らB4著 Bに か け て指 に よ
る成形痕 が残 る。

内面  jII部 はヘ ラ ミガキ を施 し、脚

裾部 は強 い指 お さえを施 す 。

色調  赤褐色 ～淡橙 色
胎土  径 2 mm以下 の砂 粒 を少
量含む。

焼成  良好
残存  約 %

5 片 口鉢

SKl

口 径  180
器 高 107

半球形 を呈す る体音卜を持 ち口縁はや

や内弯す る。 口縁端著卜は面 を持つ。

底部はやや扁平で肉厚である。片ロ

部は口縁 をやや外側にひね り出す。

外 面 口縁都は ヨコナデ を施 し、指

頭圧痕が残る。休部か ら底部

にかけてヘ ラケズ リを施す。

板状工具によるナデの後 ヨコ

ナデを施す。

内 面

色調  赤橙 色
胎土  径 l mm以下 の砂粒 を含
むが精緻 であ る。

焼成  良好
残存 約%

6 鉢

SKl

口 径  133
器 高 116

外反す る口縁 部か らやや 扁平 な球状

を呈 す る体部 につ なが り底部 は九底

であ る。 口縁端 部 は丸 くお さめ る。

外 面 口縁部強 い ヨコナデ 、肩部 ヨ

コナデ。休部 は上 方 よ リタテ

ハ ケ、左上が リハ ケ、横方 向
ハ ケ を施す。

日縁部 ヨコナデ。体 部上位板

状工具 に よるナデ 、下位 には

指頭圧痕 が残 る。

内 面

色調  赤褐色
胎土  径 l mm以下 の砂 粒 を含

む 。

焼 成  良 好
残存  完存

7 鉢

SKl

口 径  154 ほば 直立す る 口縁部 で、端部 は丸 く
お さめ る。扁 平 な球状 を呈す る体部

で底部 は欠損 す る。

外 面 口縁部は強いヨヨナデ を施 し

体部上半はナデ を施 し、下半

部はヘ ラケズリを施す。
口縁都は強いヨコナデを施 し

体都はナデで仕上げる。

内 面

色調  暗赤褐色
胎土  径 2 mm以下 の砂粒 を含

定す 。

焼成 良好
残存 /

高杯 (蓋 )

1

口 径  152
器 高  49

口縁 部 はや や 外方下 に下 り、端部 は

丸 くお さめ る。天丼部 はやや 扁平 で

肩部 に沈線 を一 条め ぐらす。つ まみ

は扁平 で中央部 は突 出す る。

外 面 つ まみ は回転 ナデ を施 し、天

井音bは 回転ヘ ラケ ズ リ、 口縁

部 は回転 ナデ を施す。

天丼部 は不整方向のナデ を施

すが、全体に回転ナデを施す
内 面

調

土

　

成

存

色

胎

　

焼

残

明灰 色

径 2碩m以下 の 自色砂粒

を含む。

良好

約%

有蓋高杯

SKl

径

径

径

高

部
口
受

裾

器

杯部 た ちあが りは内傾 し端部 はやや

鋭 い。底部 はやや深 く平 らであ る。

脚部 は杯都 とほ

`F直
角 を成 して下 外

方 に下 り端部 は直角 に下 り面 を持 つ

上段 と下段 の透 しの間に 2条の沈線
をめ ぐらせ 、下段 の透 しの下 に一 条

の沈線 をめ ぐらす。

外 面 杯部 は脚音Бともに回転ナ デ を

施 す。

杯部 脚部ともに回転ナデを
施し、 と却音ヽ■i半

`こ

しばり痕が
残る。

内 面

調

生
　

成

存

色

胎

　

焼

残

黒灰色

径 2 mm以下 の 白色砂粒

を含む。

良好

約%

高 杯

SKl

裾  径  174 杯音屡
`よ

欠す員す るが 、 脚部
`よ

杯著hか ら

ほサF直角 に下 り、下部 で外方 に開 く
端部 は直角 に下 り面 を持 つ。上段 と

下段 の透 しの間 に 2条の沈線 をめ ぐ
らせ 、下段 の透 しの下 に 2条の浅 い
沈線 をあ ぐらす。

外面  回転ナデ を施す。
内面  下 半部 は回転ヘ ラケ ズ リを施
し、上半部 は しば り痕 を残す

調

生
　

成

存

色

胎

　

焼

残

暗灰色

径 l mm以下 の 白色砂粒

を含む。

良好

約%

蓋杯 (蓋

SKl

口 径  129 口縁 部 は直角 に下 り、端部は 内弯 し
て丸 くお さめ る。天丼部 はやや扁平

であ る。

外面  口縁部か ら肩上部 まで回転 ナ
デ を施 し、成形後ハ ケ状 の も

ので調整する。天丼部はヘ ラ

ケズリを施す。

内面 回転ナデを施す。

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

暗青 灰色

径 2～ 3 mmの砂粒 を含
tす 。

良好

約 /
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番

号
器  種
出土位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

蓋杯 (身 )

SK 1

径
径
口
受

11 1

13_6
口縁 部 は 内傾 して たちあが り端部 は

鋭 い。受部 は短 か く、底部 はやや扁

平 であ る。

外 面 口縁 部か ら底部 にか けて回転

ナデ を施 し口縁端部 ではみ 出

した粘上にヘ ラケズリを施す

回転ナデを施す。内 面

色調  明灰色 (外面 )
暗灰 色 (内 面 )

胎土  径 2 mm以下 の 白色砂 粒
を含む。

焼 成  良好
残 存  約 /

高 杯

SKl

裾
・ 径  14.0 杯都 お よび脚上 半部 を欠損す るが 、

下 外方 に下 り、端部 で上方に折 り曲

げ直角 に下 る。端部 はやや鋭 い。上

段 と下段 の透 しの間 に 2条の浅 い沈
線がめ ぐり、下段 の透 しの下段部 に

浅 Vヽ沈線 をめ く・らす。

外面  回転ナデ を施 す。
内面  下段 の透 しまで回転 ナデ を施
し、 ~下段透 し_と音Б以上に しば

り痕が残る。

調

生

　

成

存

色

胎

　

焼

残

暗灰色

径 l mm以下 の砂粒 を含

む 。

良好

約%

高 杯

SKl

裾  径  124 杯部 お よび脚上 半部 を欠損す るが 、
脚部 は下 外方 に下 り端部 は面 を持つ

下段透 しの上端 部 に 1条 の沈線 をめ
ぐらせ る。

外面  回転ナデを施す。
内面 回転ナデを施す。下段透 しの
中央都以上にしtFり 痕が残 る。

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

黒灰 色

径 2 mm以下 の砂粒 を含

tiす。

良好

約光

蓋杯 (身 )

SKttL面

径

径
口
受

11,3

13_6

口縁部 は 内傾 してた ちあが り、端部

はやや 鋭 い。受部 は短か く水平 にの

び る。

外 面 回転 ナデ を施 し、体部下半 部

はヘ ラケ ズ リを施す 。

回転 ナデ を施す。内 面

調
土
　
成
存

色
胎
　
焼
残

淡灰 色

径 2 mm以下 の砂 粒 を含

tす 。

良好

約%

越

第 3層

最大径  124 田縁部は欠損す るが。肩はやや丸 く
体部は半球状 を呈する。底部は丸底
である。

外面 上部か ら%ま で回転ナデ を施
し、底部にかけて回転ヘ ラケ

ズ リを施す。
内面  回転ナデを施す。

調
土
　
成
存

色
胎
　
焼
残

灰 色

径 2mm～ o5mmの 長石粒
を含む。

良好

約%

一霊

SKl_L面

最大径  181 体部上半以上 を欠損するが、扁平な
半球状 を呈す る。底部は平底であり

全体 に肉厚である。

外 面 体部 は成形後平行 タタキを施

し、その後横 方向のハ ケ調 整

と部分 的にヘラケズ リを施 す。

底都 はヘラ切 り未調整 であ る。

回転 ナデ を施 す。内 面

色調  明灰 色
胎 土  径 2 mm～ l mmの砂 粒 を

多量に含 む。

焼成  不 良
残存 約%

甕

SKl L面

径 口縁部 の上 部 のみが残存 し、外方へ

屈曲 し、 口縁端 部 で月巴厚 してい る。

端部 は丸 くお さめ る。

偽署}回転ナデを施す
調
土
　
成
存

色
胎
　
焼
残

淡青灰 色

径 l mm以下 の砂 粒 を含

tJ・ 。

良好
口縁部 約%

蓋杯 (蓋 )

SKl L面

口縁部は外反 して下 り、端部は内傾

する段 を成す。稜はやや丸い。体部

は欠損す る。 脅]1最言ζ]阜勢と耗撃計
近くで色調  暗灰色胎土 微砂粒 を含む。

焼成  良好
残存  口縁部 約%
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番

号
器  種
出土位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

蓋杯 (蓋

SKl L面

口縁 都 は下 外方 に下 り、端部 は内傾

す る面 を有す る。稜 は短 か く鋭 い。

体部 は欠損 す る。

偽署}回転ナデを施す。
調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

淡青 灰色

径 l mm以下 の砂粒 を含

tす 。

良好
口縁都 約%

蓋杯 (身 )

SKl上面

受部径  131 口縁 都 はやや 内傾 して立 ち上 が り、
受部 はほぼ 水平 にの び る。 口縁部 お

よび体 部 は欠損 す る。

貧唇}回転ナデを施す。
調

生

成

存

色

胎

焼

残

青灰 色

精 良

良好

受部 約%

高 杯

SKl L面

裾  径  87 杯部 立 ち上 が り以上 を欠損す るが底

は平 らであ る。脚部 は下 外方 に下 り、

端 部 で垂 直 に下 り九 くお さめ る。

外面  杯部 は回転ヘ ラケ ズ リを施 し
脚部 は回転ナデ。端部 で ヨコ

ナ デ を施す。

内面  杯部 は不 整方向のナデ を施 し
脚部 は 、杯部 との接合 に粘 土

を聴 り付 け 、上方 にナデ る。

脚部 全体 に ヨコナ デ を施す 。

調
生
　
成
存

色
胎
　
焼
残

暗灰 色

径 2 mm以下 の砂粒 を含

む 。

良好

約%

無蓋高杯

SKユ 上面

口 径  168 口縁 都は上 外方 にのび、体部 中央 に断
面三 角形 の ケ ズ リ出 し凸線 を 2条め
ぐらし、その直下 に波状文 を施 す。

外面  回転ナデ を施す。下部 凸線 の
下 に 1条 10本の波状文 をめ ぐ
らす。

内面  回転ナデを施す。

調
生
　
成
存

色
胎
　
焼
残

暗灰 色

径 0.5 mm以 下 の砂粒 を

含む。

良好

口縁部 約/。

董

SK上と面

口 径  188 口縁部 のみ残 存 し端 部か ら垂 直に下
り内弯 しつつ下 る。 断面三角形の 凸

線 を 1条 め ぐらし、その直下 に波状
文 を施 す 。

外面  回転 ナデ を施 し、凸線 はケ ズ

内面 地洋増源定ゑ糸明
色 調  暗灰 色
胎土  径 l mmの砂粒 をgL.。
焼成  良好
残 存  口縁部  %

菱

深掘部砂層

口 径  132 口縁部は「く」の字形に屈曲し、斜
上方へのびる。口縁端部は丸くつま
み上1ずる。

外面  口縁部 は ヨコナデ。体 部 に縦
方 向のハ ケ を施す。

内面  口縁都は ヨコナデ。体部 はへ
ラケ ズ リを施 す。

詞
土
　
成
存

色
胎
　
焼
残

責灰褐色

径 2 mm以下 の角 閃石・

金雲母 等の砂 粒 を含む

良好

口縁部約%

甕

深掘部砂層

口 径  16.2 口縁 音脱よ「 く」の字形 に屈 曲 し、斜上
方へ の び る。 口縁端部 は外傾 す る面

を作 り、つ まみ上 げ る。

外面  口縁部 は ヨヨナデ。体 部 に斜
方 向のハ ケ を施す 。

内面  口縁部 は横方 向のハ ケの後 、
ヨヨナデを施す。体部はヘ ラ

ケズ リを施す。

調
生
　
成
存

色
胎
　
焼
残

暗黄灰褐色

径 2田 m以下 の角 閃石・

金雲母 等の砂 粒 を含む

良好

口縁部約/

甕

深掘部砂娼

日 径  18_3 口縁部は「 く」の字形に屈曲 し、斜
上方へのびる。コ縁端部はややつ ま
みあげ気味である。

外面  ヨコナ デ を施 す。
内面  口縁部 は ヨコナ デ を施 す。

調
土
　
成
存

色
胎
　
旋
残

淡灰褐 色 ～淡赤 橙色。

径 2 mm以下の金雲母他
の砂 粒 を含む。

良好

口緑部約%
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色詞・胎上・焼成・備考

鉢

深掘部砂層

径 口縁部 はやや 外反 しなが ら斜上方へ

のび る。 口縁端部 はやや 鋭 い。 告目1罐専Fの
丁寧なヘラミガキを調

生
　

成

存

色

胎

　

焼

残

明褐 色

砂 粒 をほ とん ど含 まな

い精良 な もの。

良 好

口縁部約 /

一霊

探掘部砂層

口 径  162 口縁部はやや外反 しなが ら斜上方へ
のびる。

外 面 口縁部 は縦方向のハ ケ調整の

後 ヨヨナ デ を施す 。

麻部 は維方向のハ ケ調 4k。

口縁部 は ヨコナデ を施 す。内 面

調
生
　
成
存

色
胎
　
焼
残

淡 黄褐色 ～淡赤橙色

径 2 mm以下 の砂粒 を含

tj・ 。

良 好

口縁部約/

高 林

第 4層

杯都お よび脚端部 は 欠損す るが下 外

方にの び る柱 部 と大 き く外傾 す る脚

部 を有す る。

外面  柱部 はヘ ラケ ズ リ後右下 りの
ハ ケ調 整 を施す 。脚部はハ ケ

調 整 を施 す。

内面  柱部 は しば り痕 を残 し、脚部
は ケ ズ リを施 す。

調
生
　
成
存

色
胎
　
焼
残

淡赤 橙 色

径 0 5mm以下 の砂粒雲
母 を含む。
良好

約 %

台付鉢

深掘部砂層

裾  径  4_2 脚台部 は「ハ」の字 形 にやや 外反気味
に開 く。

端部 には刻 目がみ られ る。

外面  体 部 は縦方向のヘ ラ ミガキ を
施 す。

内面  体 部 はナデ調整。

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

暗橙 色 一淡褐 色

径 2 mm以下 の石英・ 金

雲 母 等 の砂 粒 を含む。

良 好

脚 台部完存

一霊

第 4層

径 17_3 肩音Ыよや や 内弯す る。
頸部 は基部 よ り外反 し、やや 内弯 し

たの ち外反 して端 部へ と続 く。

端著Ыよ丸 く、つ まみ上 げ気味にやや

内傾 す る。

外面  胴部 は l Cnぁ た り約 16条 のハ
ケ を維方向に施 した後、 l cm
あた り約 6条 のハ ケ を斜方向
に施 丸 頸部 は横方 向に細か い

ハ ケ を、基都 は ヨヨナデ を施

す。

内面 頸部は横方向の細かい本ケ調
整を、休部はヘ ラ削 りを施i

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

暗褐 色

5 mm以 下 の砂 粒 を含む。

角 閃石 を含む 。

良 好

約%

一霊

第 4層

肩部 はや や 内 弯す る。

頸音Ыよ、ほ tF直線 的 に斜 外方 に立 ち
上が る。

外 面 胴部 は斜 方向の 、頸部 は縦 方

向のヘ ラ磨 きを施 す。頸部基

者Fwま 強 ヤヽ ヨコナ デ を施す。

頸音Ыよ横 方向に削 り気味 の強

いナデ を施 した後 、維 方向の

ヘ ラ磨 きを施す。

内 面

調
土
　
成
存

色
胎
　
焼
残

明黄 褐色

05～ 2mmの砂粒 を含む。
雲 母 を含む。

良 好

頸 部 完存

一霊

第 4層

径 頸部 はやや 外 反気 味 に立 ち上 が り、

外傾す る端 部へ と続 く。端 部 は九い。

端部 内面 には 1条 の浅 い沈線があ ぐ
る。

外 面

}獣憲雪響学争翌莞隼争
す。端

ハケは l Cnぁ た り8～ 9条で
ある。

内 面

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

暗褐 色

2 mm以 下 の角 閃石・ 金

雲 母 を多 く含 む。

良 好

口縁都 %

複合口縁遠

第 4層

口 径  203 外反す る 1段 目の 口縁部 に 、同 じく
外反す る 2段 目の 口縁 部 がつ なが る
口縁端 部 は九 く、器 壁は薄い。端 部

内面 はやや つ まみ上 げ気 味 であ る。

外面 頸部の下部は縦方向のヘ ラ磨
きを、上部及び 2段 目の口縁
著Ыよ横方向のヘ ラ磨 きを施丸
口縁端部及び屈折部はヨコナ

デ を施す。
内面 器表が磨滅 しているので調整
不明である。

調
土
　
成
存

色
胎
　
焼
残

明赤褐 色

l mm前後の砂 粒 を考千

含 む。

良 好

頸部%
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

複合口縁壺

SKl上面

口 径  190 直線的にのび る 1段 目に 、同 じく直
線的に斜 外方 にの び る 2段 目の 口縁
部がつ なが る。

端部はやや尖 り気味である。

面

面

外

内
横方向のハ ケ調 整 を施 す。

器表が磨 滅 して い るため不 明

である。

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

明黄褐 色

l mm前後 のチ ャー ト

石英等 を着千 含 む 。

良好

頸部約 %

鉢

第 4層

口 径  16_3 体 都 は内弯 してのび 、外反 し弱 い稜
へ と続 いた後 、内弯気 味 に端 部へ の

びる。端 部 は鋭 い。

内面の屈折部 は面 をな し、稜 は明確

である。

外 面 全面に ヨコナデ を施 した後、

屈折部 より下部は横方向の細
かいヘ ラ磨 きを施す。
ヨコナデの後、全面に ヨコ方
向に細い丁寧なヘ ラ磨 きを施

す。

内 面

調

生
　

成

存

色

胎

　

焼

残

赤褐 色

l mm前後の長石 ・雲 母

を含む。
良好
口縁部%

甕

SKl L面

径 13 0 頸部はやや 外反気味 にの び、少 し内

弯 した後 さらに外反 して端 部へ と続

く。端 部 内面 は面 をな し肥厚 す る。

屈 曲部 内面は九 い。

面

面

外

内
頸部は ヨコナデを施す。
ヨコナデを施す。

調

生
　

成

存

色

胎

　

焼

残

淡赤褐 色 ～明黄褐 色

2 mm以下 の雲母 ・砂 粒

を含む。

良好
口縁部%

高 杯

SKl上 面

口 径  171 ほぼ直線的に斜 外方へ の び る。端 部
は尖 り気味であ り、内面 は沈線状 に

やや 凹む。

禽署 キ
横 方向 のハ ケ調 整 を施す 。

色調  赤褐 色
胎±  l mm前 後の長石 ・雲 母
石 英等 を含 む 。

焼成  良好 、端 部 外面 に鼻 斑
を有す る。

残存  口縁 部約 /

高 杯

SKl下 層

口 径  158 口縁部 は内弯 して立 ち上 が り、端 部
は斜上方 に伸 び、鋭 い。
口縁部 に黒斑がみ られ る。

外面  ヨコナデ を施す 。
内面  ヨマナ デの後ヘ ラ磨 きを施 丸

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

赤褐 色

径 l mm以下 の砂 粒 を微

量含む。

良好

口縁部約 /

高 杯

第 3層

裾  径  118 中実 の柱状部か ら拡 が る裾 部 。
裾部 に黒斑がみ られ る。

外面  l cmぁ た り10条 のハケロを施
す。

内面 裾部に指頭圧痕が残 る。

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

赤橙色 一黒色 (黒 斑 )
径 0_5 mm以 下 の砂 粒 を

少量含む。

良好

柱状部完 存

高 杯

SKl上面

裾  径  112 柱状部 はやや 内弯 しなが らゆ るや か
に開 き、脚都 は「′、Jの字 形に大 き く
開 く。 待辱1糧穀銚吾♂患;農繰蒐ち。

色調  赤責褐色
胎上  砂 粒 をほとんと含 まない
焼成  良 好
残存  柱状部完存。

高 杯

第 4層

柱状部 は短 く、脚部 は「′、」の字形 に

大 き く開 く。

面

面

外

内

横方向のヘ ラ ミガキ を施す。

据部 はハ ケ調 整の後ナデ を施

す。

調

生
　

成

存

色

胎

　

焼

残

淡赤橙色

径 l nm以下 の長石・ 金
雲母 を含 む。

良好

脚部約%
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

把 手

SKl上面

内弯 しな力fら 斜め外方 にの び る力゙把

手 以 外 は欠損す る。

外面  全体 に指 で成形す る。 色調  赤橙色
胎土  径 l mm以下 の砂 粒 を含

tす 。

焼成  良好
残存  完存

小型椀

S(1上 面

径

高

口

器

8.0
4.6
外反す る日縁部 か ら内弯す る体部 に

つな力゙ り底部 は丸底 である。 El縁端

部は丸 くお さめ る。

外面  口縁 部 は ヨヨナデ を施 し、体
音Ыよ軽 くナデ を施 す。 また粘

土 巻 き上 げに よる接合痕 が残

る。

内面  口縁部 は横 ヨコ ナデ を施 し、
体音bは不 整方向のケ ズ リを施
す 。

調

土
成

存

色

胎

雄

残

赤褐 色

微砂粒 を含む。

良好

完存

甕

第 3層

底  径  39 平底の底部 か ら、上 外方 に大 き く開
く体部 につ なが るが 、体部 の大半 を

欠損す る。

面

面

外

内
未調 整

指頭 圧痕が み られ る。

色調  暗褐 色～黒色
胎土  角 閃石・ 金雲母 を含む
焼成  長 好
残存  底部完存

羽 釜

SK2

鍔  径   24_6 口縁部、体部 を欠損するが全体に内

弯 し、鍔は大 きく外反 して端部は九

くおさめる。。

外面  口縁部 か ら鍔 にか けて ヨヨナ
デ を施 し、 体部 は縦方向ハ ヶ

調 整 を施す。

内面  横 ナデ を施 す。

色調  赤褐 色
胎土  径 2 mm以下 の長石・石
英・ 角閃石・金雲母 を

含 む。

焼成  良好
残存  約 %
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第 7節 第 3次調査
I 調査の概要

調査地は八尾市光町 2丁 目に所在し、第 5次調査地 と道路を隔てた東側に位置する。調査地

を2ヶ 所に区分 し、西側を第 1調査区(17.5× 25m)、 東側 を第 2調査区(8× 16m)と 付称し、順

次調査を実施 した。調査面積は565.5ば 、調査期間は昭和56年 10月 5阻から12月 4日 までである。

調査方法は、現地表(OP+9.00m)か ら盛土・休耕土・床土までを機械掘削とし、以下は人

力による掘削作業 としたが、まず調査区の周囲に幅約30cmの トレンチを設定し、遺構面の確認

に従って掘削作業を進めていった。

H 層序

盛± lmを除去すると、第1層 旧耕土・床土、第 2層淡灰色粘土、第3層灰褐微砂混じり粘

土、第4層淡灰褐色シルト、第5層灰褐色シルト粘上の基本層である。

調査地設定図

第 3次調査地
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このうち第 2層は、中世以降に削平をうけた水田l■のため、調査は断面観察のみにとどめた。

第 3層は遺物包含層で、その下の第 5層上面が古墳時代前期 (庄内式の群期～布留式の時期 )の

生活面である。

Ⅲ 遺構・遺物
1)竪穴式住居

Sll

第 1。 第 2調査区間で検出した竪穴式住居で、 S12を 切 る関係にあたる。平面は方形を呈 し、

東西辺 5.6m。 南北辺 5.8mを 測る。 主軸方向は N-39生 Eを指す。竪 穴の肩か ら床面までの

深さは約 10cmを 測 り、床面は平坦である。周濤は幅25～ 40cmを 測 り、断面はU字形を呈す る。

図47 Sll平 断面国

-262-



この周濤には、北隅と南東辺中央部の 2ヶ所に、約 110× 55cmの景方形の拡がりがある。

柱穴は4個を検出し、東西 。南北ともに 2.6mゐ等間隔である。柱穴は径30～ 50cm・ 深さ40

～50cmを測り、平面は円形および楕円形を呈する。床面の 3分の2と 柱穴の底部には、小石 (小

砂礫 )を ほぼ平坦に敷きつめている。炉址はほぼ中央で確認した。長径 1.9m。 短径 1.2m・ 深さ

約 5 clnを 測り、平面は楕円形、LJT面は皿状である。

住居内の埋土は上方から暗茶灰褐色粘土と暗灰茶色砂混じゲ粘上の2層に分かれ、床面の小砂

礫は厚さ約 2 cmを 測る灰褐色礫砂である。周濤 。柱穴の埋土は住居内の第 2層 と同層である。

また、住居内東狽1では長径 lm・ 短径50cm・ 深さ20cmを測る楕円形の落ち込みを検出した。

埋土は暗灰茶色砂混じり粘± 1層 である。

遺物は庄内式甕 3点を図示したが、そのうち (1)は住居の床面から完形品に近い状態で出土

し、(2・ 3)は遺構内に堆積する暗灰茶色砂まじり粘土から出土した。また、住居内東側の落

ち込みから小型器台 (4)や小型

丸底壷 (5)が出土しているが、

住居内出上のものとの時期差は              |

認められない。

S12

南側をS11に 切 られている。

東西辺5.5m前後 。南北辺4,7m

を測り、長方形を呈する。周濤

は幅15～ 30cm・ 深さ10～ 25cmの

断面U字形を呈する。

柱穴・炉址は確認できなかっ

た。また、竪穴の肩と床面が同

レベルであることから、上面
`よ

S11や SB9の 構築時に削平

されたものと考えられる。

同濤の埋土は暗茶灰色シル ト

粘± 1層 で、ここから庄内式甕

(6)の小片が出上した。

0             2m

図48S12平断面図
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図49 SBl平断面図

2)掘立桂建物

SBl

第 1調査区の南西隅付近で検出

した。桁行は 2間 (4m)で、柱間

は 2mの等間隔である。梁行は調

査区外のため不明である。主軸方

向はN-9生 Eを指す。

柱穴の掘形は径50～70cmの楕円

形で、深さ30～ 40cmの U字形の断

面を呈する。Plに は径20cm,長 さ50clnを 測る柱根が遺存しており、P2・ P3に も径20cm程

度の柱の痕跡が認められた。柱穴内の埋土は暗茶灰色シルト粘土で、柱の痕跡内には暗茶褐●

砂枯上が堆積する。

遺物はP3の埋土内より庄内式甕(9)等の細片が出上したのみである。

図50 SB2平断面図

SB2

第 1調査区の西側中央付近で検出した。中央部をSD5

が切っている。桁行 1間 (2.4m)× 梁行 1間 (2.lm)を 測

る。主軸方向はN-18生 Eを指し、復元床面積は5.04m2

である。

柱穴の掘形は径30～ 50cmの 円形および楕円形で、深さ

は20～ 30clnを 測る。 Pl・ P4に は径10～ 20<珈 を測る柱

の痕跡が認められた。

SBlの 南側 と北側には、建物を囲むようにして、落

ち込みと浅い濤 SD6が あるため、堅穴式住居の残存で

はないかと考えられる。

遺物は柱穴の埋土内から庄内式甕の細片が出土した。

SB3

第 1調査区中央部付近で検出した。桁行 1間 (2m)× 梁行 1間 (1.8m)を測るも主軸方向は

N-18生 Eを指し、復元床面積は 3.6m2でぁる。

9…… 抑
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柱穴の掘形は径40～ 50cmの 円形で、内部には径 10

～20cmの 柱の痕跡がある。このうちP3・ P4か ら

は柱根が検出された。P4の柱根は径 12clla。 長さ80

cmを 測り、先端には加工痕が明瞭に遺存する。柱穴

の埋土は暗茶灰色シル ト粘上である。

また、建物の南側では径 lm・ 深さ20cmを 測 り、

楕円形を呈する焼土城を検出した。この土城の埋土

も暗茶灰色シル ト粘上であることから、建物に付随

するものと考えられる。

柱穴の埋土内や焼土城内より、壺・庄内式甕等の

細片がわずかに出土した程度である。

SB4

第 1調査区の中央部で検出した。 SB3と 重複 し1

ている。 1間×1間の規模 を持ち、柱間は 2.5mの |

等間隔を測る。主軸方向はN-17生 Eを指し、建物

の復元床面積は6.25m2でぁる。

柱穴の掘形は径20～ 30cm.深さ30cmを 測 り、平面

は円形を呈する。 Pl・ P2に は径10cm程度の柱の

痕跡が残存しており、P3に は径 5 cm・ 長さ20cmの

本主本艮が、 P41こ は径30cm.長 さ40αnの柱本艮がそ″化ぞ

れ遺存していた。柱穴の埋土は暗茶灰色シルト粘土

1層である。

SB5

第 1調査区のSB3の北側で検出した。桁行 3問

(3.7m)× 梁行 1間 (1,25m)の 規模 を持ち、南北に

長い建物で、主軸方向はN-22生 Eを指す。柱間は

桁そ子の南側から1.15m・ 1.25m。 1.30mを浪1る 。復

元床面積は4.63m2である。

P2

|

‐‐うｆｌｌｌｌｌｌｌＬ♪―一呻２ｍ

~   P平
劇m

図51 SB3平断面図
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図54 SB6平断面図

図55 SB7平断面図

柱穴の埋土内からは、土師器片

が若千出土した程度である。

SB6

第 1調査区の SB5の 北東部に

接した状態で検出した。桁行 2間

(2.75m)× 梁行 1間(2.5m)を預中り、

主軸方向はN-29生 Eを才旨す。

柱間は南側桁行の西から1.5m・

1.25m、 耳ヒ側 1行行は西から1.25m・

1.5mを 測る。建物の復元床面積

は6.88m2でぁる。

柱穴の掘形は径30～ 50cmの 円形

および槍円形で、深さ20～ 40clnを

測る。柱穴内には、径15cmの 円形

の柱の痕跡が残存していたものも

ある。柱穴の埋土は暗茶灰色シル

ト粘土である。

SB7

第 1調査区の北隅で検出したが、

北側は調査区外へ至る。検出した

範囲内では、桁行 2間 (2.2m)×

梁行 2間の建物規模である。主軸
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方向はN-21生 Eを指す。

柱穴の掘形は径20～ 40clnの円形を呈し、深さは20～ 30cmを 測る。内部には径 10clnを 測る円i形

の柱の痕跡が検出されたものもある。柱穴の埋土は暗茶灰色シル ト粘土である。

P2の遅土内から、壷(11)が ほぼ完形に近い形で出上した。

SB8

第 1調査区の南東で検出した。桁行 2間 (3.2m)×梁行 1間 (2,75m)を 測り、主軸方向はN

-8生 Eを指す。柱間は東側の桁行北から1.9m・ 1.3m、 西側の桁行はそれぞれ 1.6mを測る。

復元床面積は 8.8m2でぁる。

柱穴の掘形は径20～ 80clnの円形および楕円形で、深さ20～ 50clnを 測る。柱穴の埋土は暗茶灰

色シル ト粘上である。

SB9

第 2調査区 S11の 北東部に隣接し、 S12を 切っている建物である。桁行 3間 (4.Om)×

梁行 1間 (3.lm)を 測り、主軸方向はN-2生 wを指す。建物の復元床面積は12.4m2でぁる。

図56 SB9平断面図
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柱穴の掘形は径20～ 50cmの 円形および楕円形で、深さは20～ 30cmを 測る。柱穴の内部には柱

の痕跡が残存していたものもある。柱穴の埋土は暗茶灰色シル ト粘上である。

柱穴の埋土内より、庄内式甕等の小片が、若千出上した。

S B10

第 2調査区の北隅で検出した。桁行 2間 (3.5m)x梁行 1間 (2.2m)の建物で、主軸方向は

N-12生とを指す。柱間は東側の桁行南から1.9m。 1.6m、 西側のものは 1.8mを 測るが、北

側́は調査区外へ至るため不明である。

柱穴の掘形は径20～60cmの 円形を呈し、深さ20～ 40clnを測る。柱穴内部には径20cmの 円形の

柱の痕跡が残存していたものもある。柱穴の埋土は暗茶灰色シルト粘上であるb

3)土拡

SKl

第 1調査区北西I品で検出した。最大幅 2.5m。 最小幅 2m・ 深さ15cllaを 測る不定形の土城で

ある。内部には暗茶灰色シルト粘土が堆積する。

SK2

第 1調査区西壁で検出した。東狽1

は SK3に 切 られ、西側は調査区外

へ至る。検出部で長辺4m。短辺2m

の三角形を呈する。周囲には幅30～

50cm。 深さ10cmを 測る溝が廻る。

SK2の 埋土は第 1層暗茶灰色砂

粘上、第 2層暗茶灰シ、ル トと淡灰褐

色シル トの混合層である。

この遺構は、方形の竪穴式住居と

も推測されるが、柱穴・炉址が確認

できなかったことや、底部が平坦で

なかったことから、ここでは一応土

城 として取 り扱った。

ζ溝    1/許乳 2P

彊]57  SK2。 SK3ミト魃折[ヨ [コ
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遺物は埋土内より、壷、庄内式甕、V様式タイプの甕、高杯、小型九底壷等をわずかに出土

したが、いずれも細片であった。

SK3

第 1調査区の西側で検出した。 SK2と SD4を 切断している。長径 2m・ 短径 1.3m・ 深

さ50cmを 測 り、平面はほぼ楕円形、断面はす り鉢形を呈する。西肩から径30～ 40cln・ 深さ20cln

の平面円形を呈するピットを検出した。その内部には径15cm程度の柱の痕跡が認められた。 S

K3の埋土は上方から暗茶褐色砂粘土、暗灰褐色シル ト粘土に三分される。

遺物は上層で甕 (13～ 15)、 高杯 (17・ 18)等 の破片が出土した。。

SK4

第 1調査区の南西隅で検出した。東側は SD2で 切 られ、西側は調査区外に至る。検出部の

最大幅 1.7m・ 最小幅 0.4m・ 深さ20clnを 測る。内部には暗茶灰色シル ト粘上、黄灰褐色シル

ト粘土の 2層が堆積する。

三 (19)、 庄内式妾(20)等が出土した。

SK5

第 1調査区の南側中央で検出した。長径 4.9m・ 短径60～ 90cln・ 深さ20cmを 測 り、長楕円形

を呈する濤状の土城である。底部には径20～ 40cln・ 深さ30clnを 測る円形のピット2個 が検出さ

れた。南側のピットからは柱の痕跡が認められた。 SK5の 埋土は暗茶灰色シル ト粘± 1層で
ある。

SK6

第 1調査区の南東で検出した。中央部は幅60clnを測り、濤状を呈し、7条の突起を持つ。 底

部からは径20～ 50cln。 深さ20～ 40clnの円形を呈するピット6個が検出された。このうちの 2個

には、柱の痕跡がみられる。SK6の 埋土は暗茶灰色砂粘土である。
埋土内より、こや V様式タイプの甕等の細片が少量出上した。

SK7

第 1調査区北壁の西側で検出した。検出部の量大幅 2.6m・ 深さJ Oclnを 測る。形状から竪穴
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式住居の一部 と推定されたため、調査区を北側へ拡張 した結果、底部か ら径約 lmと o.6mの

2ヶ所の落ち込みを検出したが、周濤が認め られなかったので、ここでは土鉱として取 り上げ

た。

A―くレード
OP+750m

B~           

て :IⅢ750m

αP+■

4＼

⑥
8

0             2m

l 暗灰茶色シル ト粘土
2 淡灰褐色シル ト
3 暗灰茶色シル ト粘上 (焼土・炭を含む)
4 暗灰茶色粗砂.混じり粘土
5 灰色礫砂土
6 暗灰色粘土
7 暗灰色シル ト粘上
8.灰禍色細砂粘土
9 灰禍色シル ト粘土

＼＼`
イタ

土拡の埋土は茶灰褐色シル ト粘上で 、

高林や庄内式甕の細片が若千出土した

程度である。

SK8

第 1調査区西壁の南側で検出した。

周囲をSD2が 廻る。径90cm i深さ30

cmを 測る。埋土は上方から茶灰褐色粘

土、灰褐色粘土に三分される。

SK9

第 1調査区で検出し、北側をSD5

に切 られている。最大幅 1.5m・ 深さ

20clnを 測る不定形の上拡である。底部

には径20cm.深 さ15cmを 測り、内部に

柱の痕跡を残すピットを伴なっている。

埋土は暗茶灰色砂粘土である。

遺物は小型鉢(21)の他、V様式タイ

プの甕や庄内式甕、小型丸底重等の細

片が出土している。

S K10

第 1調査区S11の 西側で検出した。

長辺約 5m・ 短辺約 2mを 測り、ほぼ

方形を呈する。南北方向に延びる 2条

の濤 SD8・ SD9や 、径 lm。 深さ

20clBを 測り、西側に高みを持つ落ち込図58 SK10平断面図
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み 1を 伴なっている∫また、遺構内北側でも長径 lm・ 短径50cm・ 深さ40cmを測る楕円形の落

ち込み 2を検出した。

落ち込み 2の底部にはS11と 同様に礫砂が敷きつめられていることから、S11に 関連す
る遺構である可能性が強い。

S K10の埋土は暗灰茶褐色シル ト粘上の 1層 であるが、落ち込み 2には上方から暗灰色シル

ト粘土、黒灰褐色砂まじり粘土、灰色礫砂混じり粘質上の 3層が堆積しており、上方の 2層に

は焼土や炭を含んでいる。

遺物は小型鉢(22)が小片で、小型丸底壷(23)が完形品で出上した。

S Kll

第 1調査区の南、 SB2の 東側で検出した。最大幅90cm・ 最小幅40clla・ 深さ10clllを測 り不定
形を呈する。.南東の一部が突出し、その底郡から径10cm・ 深さ20cmの ピットを検出した。埋土

は暗茶灰色砂粘上である。

S K12

第 1調査区の北壁に沿って検出した。検出部で幅90cm・ 長さ 1.5m程度の規模を測り、溝状

を呈する。埋土は暗茶灰色砂粘± 1層であった。

遺物は土器のごく細片を出上した程度であり、時期や器種は不明である。

S K13

第 2調査区の東壁近 くで検出した。東部は調査区外に至る。検出部での長辺 4m・ 短辺 1.5

m・ 深さ20clnを 測り、平面は方形に近い。埋土は暗茶灰色砂粘■1層である。底部かちは、ピ

ッ トが検出された。

遺物は壼・庄内式簑等の細片が若

干出上した。

4)溝

SDl

第 1調査区の西壁近 くで検出した。

幅約 50clla・ 深さ20clnを測る。西側は
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調査区外へ至るが、検出部で半円形に廻る濤である。南側は SD2に 切 られ、北側は SD5を

切っている。埋土は暗茶灰色砂粘上である。

上器の細片を出上したのみで、時期等は不明である。

SD2

第 1調査区の南西で検出した。 SDlを 切 り、南に延びる構である。幅約50cln・ 深さ20cmを

測る。埋土は暗茶灰色粘上である。

SD3

第 1調査区の東側で検出した。 S11の 南肩に切 られ、南に延びている。幅40cm。 深さ15clla

を測る。埋土は暗茶灰色シル ト粘土である。

SD4

第 1調査区の西側で検出した。幅20～ 40cln.深さ10～ 20clnを 測る。中央部のSD5西 側から

派生 し、 sK3に 切 られた後、ゆるやかなカーブで北東へ流れる濤である。埋土は暗茶灰色砂

粘上である。

遺物は庄内式甕を含む土器の細片が出上した。

SD5

第 1調査区を東西に横断する濤である。幅0,6～ 1.lm。 深さ20～ 30cmを 測る。西端では SDl

に切 られている。埋土は上方から暗茶灰色砂礫土、暗灰色粘上に三分できる。

V様式タイプの甕 (24・ 25)等が出上した。

sD6

第 1調査区の南西、SB2の 南側で検出した。幅20～ 30cna・ 深さ 5 cmを測る濤である。埋土

は暗茶灰色シル ト粘± 1層 である。

SD7

第 1調査区の中央部、 SB3の 西側で検出した。幅30cln・ 深さ10clnを 測 り、南北に延びる濤

である。埋土は暗茶灰色シル ト粘上である。
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SD8

S,K10の北東部から南へ延びる濤である。炉 30cm・ 深さ10clnを 測る。埋土は暗灰茶褐色粘砂

± 1層 である。

SD9

SD8同 様、 S K10に付属する濤である。幅30clla・ 深さ10cmを 測 り、北方へ延びる。埋土は

暗灰茶褐色粘上の 1層 である。

S D10

第 1調査区の南東、 SK6の 北部を東西に延びる濤である。幅30cln・ 深さ15clnを 測る。埋土

は暗茶灰色シル ト粘上である。

S Dll

第 1調査区の北壁近 くで検出した。幅10～ 20cm・ 深さ10c14を 測り、北西方向に延びる濤であ

る。埋土は暗茶灰色シル ト粘上である。

S D12

第 2調査地、 S11の 周濤の北辺より北東方向に延びる濤である。 S11の 外部排水濤と考

えられる。埋土は暗茶灰色粘土である。

S D13

第 2調査区の北側で検出した。幅15～ 20cln・ 深さ 5～ 10clnを 測り、北西流した後 S D14と 交

差し、角度を変えて北方へ延びる。埋土は暗茶灰色シル ト粘上である。

S D14

第 2調査区の北側で検出した。幅20～ 30cln・ 深さ10clnを 測り、 S12の 外部JF水濤と推定さ

れる。北東流し、 S D13と 交差した後、東西へ曲がる。暗茶灰色シル ト粘上が堆積する。

S D15

第 2調査区の中央で検出し、 S D16に切 られる濤である。幅50cm。 深さ20～ 30clnを 測 り、南
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北方向に延びる。埋土は暗灰茶色砂粘上である。

壷・庄内式甕等の細片をわずかに出上した程度である。

S D16

S D15を切 り、北東に延びる濤である。幅50cm.深 さ30cmを 測る。内部埋土は S D15同様で

ある。

5)ピ ツト

当調査地では掘立柱建物10棟 を検出したが、他にも内部に柱の痕跡を有し、柱穴と考えられ

るものを多数検出した。しかし、ほとんどのピットについて、規貝U性は確認できなかった。ピ

ットの規模には、径 10～ 20clltの 小型で浅いものと、径30cm以上の大型のものがあり、前者が多

くを占める。

ここでは、規則性の認められたもの、遺物が出上したものについて取 り上げる。

-7
OP+ 6く O
7 50m

1 灰禍色シル ト粘土
2 灰色微砂じり粘土
3 淡灰色シル ト粘土
4 暗灰色シル・卜粘土
5 淡灰色シル ト
6_灰色シル ト
7.淡灰福色シル ト

図60 SPl平断面図

SPl

第 1調査区北西隅近 く、 SKlに 隣接するピットであ

る。径 lm前後・深さ50clnを 測り、平面は円形を呈し、

断面は一部に段をもつ。内部埋土はほぼ 4層に分かれ、

水平に堆積する。

壷 2個体 (7・ 8)が出上した。

SP2

第 1調査区の北壁中央部、 SB7の 付近で検出した。

最大径 60clll。 最小径50cm・ 深さ35clnを 測る楕円形のピッ

トである。内部埋土は暗茶灰色シル ト粘上である。

埋土内から、完形の鉢(10)が 出上 した。

SP3

第 2調査区南東部で検出した。径 80cln・ 深さ132cmを測

る平面円形のピットである。

3
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壺の底部と思われる(12)が 出土 した。

SP4・ SP5。 SP6・ SP7

第 1調査区の北西側で検出したピット列である。主軸方向はN-16-Eを 指し、南から

れ・ 1.6m・ 1.8mの間隔で並ぶ。これは棚の柱穴ではないかと考えられる。

掘形内より庄内式甕を含む土師器の細片がわずかに出土した。

0.P+750m

―

図61 柵列平断面図
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図62 平面図
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灰褐色微砂土と灰色粘土のブロック

灰色猫土

暗灰褐色粘砂土

灰福色シル ト粘土
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灰禍色シル ト
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灰福色粘上
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淡灰色シル ト

茶灰褐色砂粘土

図63 断面図
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Ⅳ 出土遺物観察表
番

号
器  種
出土位置

法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

1 甕

SDl床 面

口 径  143
最大径  158
器  高  ユ38

「 く」の字形に屈折 し、直線的にのび

る口縁著blこ至 る。 端部は細 く尖 りぎ
みに終わる。体部は肩の張 る扁平 な

卵球形 を呈 し、尖 り底をもつ。
告晉 1全

体 に磨 耗 を受 け不 明

色調  淡 白褐色
胎土  長石  雲母 ・ くさ り壌
を含む。

焼成 良好

2 蓑

SIユ

口 径  16_5 「く」の字形に屈折し、外反する口縁
部に至る。端音Б上方へわずかにつま
み、外傾する平坦面をつくる。

外面  口縁音hを ヨコナデ。
内面  日縁部 は 7条 /9_5mmの ハ ケの
あとヨコナデし、月同部にヘラ
ケズリを施す。

色調 淡褐色
胎土 微粒の角閃石 を多 く含

む 。

焼成  良 好

3 蓑

S11

口 径  15.6 「 くぅの字 形 に屈折 し、直線的 にの び
る 国縁 部 のみ遺存 。端部 は先細 とな

り、外へ尖 りぎみに終 わ る。 告晉 1全
体 に磨 耗 を受 け不 明

色調  灰褐色
胎土  微 粒 の角 閃石 。長石 を
含 む。

焼成  良 好

4 4ヽ型器台

S11

口 径  92 浅 い皿形 の杯部 のみ遺存 。 口縁部 は
外反 ぎみ に直立 し、端 部 は尖 って終

わ る。

外面

内面

全体 に磨 耗 を受 け不 明

色調  赤褐 色
胎土 石 英十・ 長石・ くさ り礫
を含む。

焼成 良好

5 小型丸底痘

S11

口 径  100
最大径  90
器  高  74

体部 よ り丸 く屈曲 し、内弯 ぎみ にの

び る口縁 部 に至 る。端部 は丸 く終 わ

る。

外面  口縁部 、体 都 ともにヘ ラ ミガ
キを施す 。

内面  口縁部に 6条 /9_5mmの ハ ケの
あと軽 くヨコナデ し、体部 内

面はヘ ラ ミガキを施す。

色調  淡赤褐色
胎土 微 粒 の長石 を含 む。
焼成  良好

甕

S12

口 径  17.1 「 く」の字形 に屈折 し、外反す る口縁
部 のみ遺 存 。端部 は上方 につ まみ 、
外傾 す る平坦 面 をつ くる。 告辱 1全

体 に磨 耗 を受 け不 明

色調  淡 白褐色
胎土  微 粒 の角 閃石 を含む。

7 一軍

SPl

口  径

最大径

体 部 よ り屈 曲 し、直立 した後外反 し

て長 くの び る口縁部 に至 る。端 部 は

尖 りぎみ に終 わ る。体部 は大 き く拡

がり、下ぶくれの器体になると思わ
れる。

外面  口縁部・ 胴音Бとも‐ ラ ミガキ
す る。

内面  口縁部にヘ ラ ミガキし、胴部
はヘ ラナデする。

調

生
成

色

胎

焼

淡褐 色

微粒 の長石 を含 む。

良 好

一里

SPl

口 径  14_8 体部 よ り「 く」の字形近 くに屈 曲 し、
直線 的に長 くの び る日縁部 に至 る。

端 部 は外へ 丸 くつ まみ ぎみに終わる。

外 面 口縁部 をヘ ラ ミガキの あ と暗

文状のヘ ラ ミガキ を施 し、胴

部 に もヘ ラ ミガキ をお こな う。
口縁部 をヘ ラ ミガキのあ と暗

文状 のヘ ラ ミガキ。胴部 に は

指圧痕 がみ られ る。

内 面

色調  淡褐 色
胎土  微粒 の長石 を含 む。
焼成  良好

-280-



番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調 。胎土・焼成・備考

9 甕

SBl― P3

径 「 く」の字 形 tき屈折 し、外反 した後 内

弯 ぎみ に の び る口縁部 に至 /D。 口縁

端部 は薄 くな り、上方 へ尖 りぎみ た

終 わ る。

/4・面 口縁部をヨコナデし、胴部に
11条 /18.Ommの タタキのあとハ

ケ。タタキは左上がりである。
口縁部をヨヨナデし、 B同部は
ヘラケズリである。

内 面

調

生
　

成

色

胎

　

焼

淡褐色

微 粒の角 閃石 を多 く含

b・。

良 好

小型鉢

SP2

ぞを  12,7
器  高  64

辛球形の体部か ら屈曲 し、内弯 ぎみ

にのびる国縁部に至 る。端部は上方
へ尖 りぎみに終わる。

外面 口縁部をヨコナデし、体部は
ヘラケズリし、そのあとナデ
と思 われ る。

内面  口縁部 を ヨコナ デ し、体 部 に
ナデをお,こ なう。

色調  淡褐色
胎土  微 粒の長石 を含む。
焼成  良好

一霊

SB7-P2

径
径
高
大
口
最
器

「 く」の字形 に丸 く屈 曲 し、直線 的 に

の び る 口縁 部 に至 る。端部 は細 くな

り、尖 って終 わ る。体部 は最 大径 が

下位 に あ り、九底 をもつ。

外面  口縁部 を^ヽラ ミガキし、月同部
はヘ ラケズ リのあ と 7条/90
mmのアヽ ケののちヘ ラ ミガキを
おこなう。

内面  口縁部 をヘ ラ ミガキし、その
あ と暗文状のヘ ラ ミガキをす

る。胴部下半 をハ ケのあ とナ

デ 。

色調  淡赤褐 色
胎上  チ ャー ト、微 粒 の長石
を含む。

焼成 良好

〓互

SP3

底  径   4す 2 突出する平底の底部である。

告晉 1全
体 に磨 耗 を受 け不 明。

色調  淡茶褐色
胎土  微粒 ～ 3.O mm程度 の石
英 を多 く含 む。

焼成  良好

甕

SK3

口 径  15.8 「 く」の字 形 に屈 虫 し、外反す る口縁
部 のみ遺 存 。端部 は上方へつ まみ 、

外傾する平坦面をつくる。

外面

内面

全体 に磨 耗 を受 け不 明。

色調  淡褐 白色
胎土  微粒 の長石・1角 閃石・
くさり礫 を含む。

焼成 良好

甕

SK3

口 径  153 「 く」の字形 に屈 曲 し、外反 ぎみにの
び る 口縁部 のみ遺存。端部 はつ まみ

上 げ 、外傾 す る平坦 面 とな り、 1条
の 凹線が 巡 る。

外面  口縁部 を ヨコナ デす る。
内面  口縁部 を ヨヨナ デ し、胴 部 は
ヘラケズリである。

色調  淡茶褐 色
胎土  微粒 の角 閃石 を含 む。
焼成  良好

甕

SK3

径 「 く」の字形に届由 し、直線的にのび
る口縁部のみ遣存と端部は直立する

平面 とな り、 1条の四線が巡 る。器
肉はかな り厚めである。

面

面

外

内

口縁著Бをヨコナ デ i「 る。
日縁部 を ヨヨナデ し、胴部 僣
ヘラケズリである。

色調 淡茶褐色
胎土 微粒の角閃石 を多く含

定す。

焼成  良好

褒

SK3

底 径  33 中央がわずかに凹む上げ底状の底部
である。

面

面

外

内
磨 耗 を受 け不 明。
ヘ ラナデ と思 われ る。

色調  淡褐色
胎土  長石・ 石 英 を含 む。
焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

高 杯

SK3

平坦な杯底部 を残す柱状部のみ遺存。 外面  柱状部にヘ ラケズ リがみ られ
る。

内面 ナデをおこな う。

色調  淡褐色
胎土  長石 …石英・ くさ り礫
を含む。

焼成  良好

高 杯

SK3

裾  径  152 直線 的にの び る裾 部 のみ遺存 。

告辱 1全
体に磨耗 を受け不明。

色調  淡赤褐色
胎土 長石 ・ くさり礫・雲母
を含む。

焼成  良好

一軍

SK4

径 体部 よ り屈 曲 し、外反 しての び る日

縁部 に至 る。端 部 は わずか な平坦面

をつ くって終 わ る。

外面  磨 耗 を受 け不 明。
内面  口緑部下位 をヘ ラ ミガキす る

調

上

　

成

色

胎

　

焼

赤褐色

微粒 ～ 20m耐 程 度 の石
英 。長石 を多 く含む。

良好

褒

SK4

径 「 く」の字形に屈曲 し、外反 ぎみにの

びるコ縁部 である。端部は上方へ九
くつ まみ外傾 す る平坦面 とな り、 1
条の画線が巡 る。

外面  口縁部 を ヨコナ デす る。
内面  口縁部 を ヨコナ で し、胴部 は
ヘラケズリする。

色調  淡茶褐色
胎土  微粒の角閃石 を多 く含

屯す。

焼成  良好

小 型鉢

SK9

径
径
高
大
口
最
器

体 部か ら屈 曲 し、内弯 ぎみに立つ ロ

縁部 に至 'る。端 部 は細 く尖 って終 わ

る。体 部 は上位 に最 大径 があ り、わ

ずか に平 坦 面 を残 す九底 を もつ 。

外面  磨 耗 を受 け不 明。
内面  底音Б近 くにヘ ラ原体 に よる押
庄 がみ られ る。

色調  淡赤褐 色
胎土  微 粒 の角 閃石 を多 く含

tす 。

焼成  良好

小 型鉢

S K10

口 径  10.7 半球 形 の体 部 か ら屈 曲 し、内弯 ぎみ
にの び る 口緑部 。端 部 は細 くな り、

尖 りぎみ に終 わ る。

外 面

全体 に磨 耗 を受 け不 明。

内 面

色調  淡赤褐 色
胎上  チ ャー ト.石英 を含む
焼成  良 好

小型丸底壷

S K10

口 径  n.2
最大径  10.9
器  高  89

扁球形の体部か ら「 く Iの字形近 くに

屈曲 し、ゃや内弯 ぎみにのびる口縁

部に至 る。端部は尖 りぎみに終わる

外面  口縁部 をヘ ラ ミガキし、】同音馬
は 9条/8.5mmの ハケのあ とへ
ラ ミガキを施す。

内面  口縁部 をヨヨナデのあ と暗文
状のヘ ラ ミガキ。胴部はヘ ラ

ナデのあ とナデ。

調
生
成

色
胎
焼

赤褐 色

微 粒 の長石 を含 む。

良 好

甕

SD5

口 径  14.5 体 部か ら届 曲 し、外反す る口縁部 の
み遺存 。端 部 は丸 みの あ る面 をな坑

外面

内面

ヨコナデ と思 われ る。

色調  淡赤褐色
胎土  チ ャー ト .石英 を含む
焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・ 胎土・ 焼成・備考

甕

SD5

口 径  139 「 く」の字形に屈曲 し、24と 同様あロ
縁部に となる。
器肉は厚めである。

外 面 口縁部 をココナデし、】同部に

3条/12 0mmの タタキを施す。
日縁部ヘ ラナデのあ と軽 くヨ
コナデ し、胴部はヘ ラナデす
る。

内 面

色調 決褐 白色
胎土  チ ャー ト・石 英 を含む
焼成  良好

甕

SD5

底  径  52 突出す る平底で、中央部がわずかに
凹む。

外面 3条 /12.OmEの タタキ
内面 ヘ ラ原体による押圧がみ られ
る。

色調  淡褐 白色
胎土  チ ャー ト・ 石 英 を含む
焼成  良 好

と霊

包含層

径 体部か ら屈曲 して一二直立 した後、
外反す る口縁部に至 る。端部はゎず
かにつ まみ上げ、外傾 す る平坦面 を
つ くる。器肉は厚 い。

画
面
外
内
口縁部にヘ ラ ミガキを施す。
全体 に磨耗 を受け不明。

色調  淡赤褐色
胎土  微粒 ～ 1.O mm程度の角
閃石 を多 く含む。

焼成  良好

甕

包含層

口 径  14_0 体部 よ り丸 く屈 曲 し、外反 ぎみにの
び る口縁部 に至 る。端 部 は細 く、尖

りぎみ に終 わ る。

面

面

外

内
胴部 1こ タタキカ【み られ る。

磨 耗 を受 け不 明。

色調  淡赤褐色
胎土  長石・ 石英 を含む。
焼成 良好

箋

包含層

日 径  17.2
最 大径

器  高  17.1

「 R」 の字形 に屈曲 し、わずかに外反
する口緑部に至 る。端部は丸 く終 わ
る。体部は最大径が中位 にあ り、わ
ずか に平坦面 を残す九底 をもつ。

外 面 口緑部をヨヨナデし、胴部に
7条 /20.Ommの タタキのあと5
条/9 5mmのハケを軽く施す。
口縁部をヨコナデし、胴部は
ヘラケズリである。

内面

色調 茶褐色
胎土 薇粒 ～ 0.5 mm程度の角
閃石 を多 く含む。

焼成 良好

甕

包含層

口 径  14.8 「 く」り字形に屈曲 し、内弯 ぎみにの
びる日縁部に至 る。端部は上方へ尖
りぎみに終わる。

外面  胴部 に 7条 /13 0mmの タタキを
施す 。

内面  胴部 はヘ ラケズ リであ る。

調
土
　
成

色
胎
　
焼

淡茶 褐 色

花 同岩 と微 粒 ～ 1.0コm

程度 の角 閃石 を含 む。

良 好

鉢

包含層

底  径  3.5 突 出す る平底 を もつ。 外面  ヘ ラケ ズ リのあ とヘ ラ ミガキ
と思 われ る。

内面  5条 /5 0mmの ハ ケ を施す 。

調
生
成

色
胎
焼

淡褐 色

微 粒 の 長石 を含 む。

良好

小型器 台 口 径  8.9 浅 い四形 の杯部か ら、わずか につ ま
み上 げ る端部 に至 る。

'裾
部 は漏斗状

に開 くと思 われ る。 器 肉 は厚 い。

外面

内面

磨 耗 を受 け不 明。

色調  赤 褐 色
胎土  微 粒 の 長石・ くさ り礫
を含む。

焼成  良好
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第 8節 第 9次調査
I 調査の概要

調査地は入尾市光町 1丁 目に所在し、第 8次調査地の北方約30mに 位置する。当初、調査地

内に 9× 16mの範囲に調査区を設定したが、SEl・ SE2の 規模を確認する目的で、東側に

2× 2m、 北東隅に 1× 2mを拡張した。調査面積は約 210m2、 調査期間は昭和56年12月 4日

から12月 23日 までである。

調査方法は現地表(OP+8,9m)か ら盛土、旧耕土、床土までを機械掘削し、以下は入力に

よる掘削作業とした。第 8次調査と同じく、調査区周囲に幅約30cmの 濤を掘 り、遺構面の確認

の後に調査 を開始 した。また調査終了後、遺構面以下を確認するため、機械掘削による試掘

調査を行なった。

図66 調査地設定図

第 3次調査地
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H 層序

盛± lmを除去すると、第 1層旧耕上、第 2層床土、第 3層淡灰色粘土、第4層灰茶色砂粘

上、第5層灰色シルト粘土、第6層暗灰茶色シル ト粘土、第 7層淡灰褐色シルト、第 8層暗灰

色シルト混じり粘土、第 9層灰青色シルト、第10層灰色微砂土、第11層灰責色粗砂土と灰色粗砂

上の混合層、第12層暗灰黒色シルト、第13層暗灰色シルト粘土、第14層灰色シル ト、第15層灰色

粗砂、第16層 暗灰色粘上の基本層序である。

このうち第3層は中世以降に削平された水田址で、断面観察のみにとどめた。第6層は遺物

包含層、第 7層が古墳時代前期の生活面である。

III遺構 。遺物

1)土拡

SKl

調査区の西側で検出した。最大幅 2m・ 深 さ40cmを 測る不定形の上城である。東側 は SD6

に切 られ、西側は中世濤 2に切 られている。埋土は暗茶灰褐色粘上である。

遺物は壷(1)の他、庄内式甕等の細片が出土した程度である。

彊]67  SK2弓卜雇ヨ[]
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SK2

SKlの東側で検出した。最大幅約 5m。 最 rょ、幅約 2.5m・ 深さ30cmを 測り、不定形を呈す

る大型の上城である。SD3。 SD8に切られており、底部中央では径約 1.5m・ 深さ10Cmの

焼土城を検出した。 SK2の 埋土は暗茶灰褐色砂粘上、焼土拡には黒灰色砂粘土と暗灰茶色シ

ル トの 2層が堆積し、上層には炭化物を含む。

焼土城の上面からは、こ(2・ 3)、 甕(4～ 6)、 鉢(7)、 底部有孔土器 (8。 9)、 小型鉢 (10)、

小型壷 (11)の 10点が出上した。甕にはV様式タイプのもの(4)と庄内式のもの(6)がある。刀ヽ

i型壺(11)は複合口縁部をもつもので、恩智遺跡や大園遺跡で、近似するものが出土している。
①    ②

SK3

SK2の東側で検出した。検出部の

径は3m前後・深さ15cmを測り楕円形

を呈するものと思われるが、南側は近

世の井戸構築の際に肖Jら れている。ま

た、東TH」はSD9と 、 西側はSD8と

切 り合う関係にある。内部にはSK2

の埋土と同じ層の暗茶灰褐色砂粘土が

堆積す る。

遺物は壺 (12)、 甕 (14～ 16)等合わせ

て5点が出上した。甕は庄内式のもの

であるが、遺物間には時期差が認めら

れる。 図68 SK割平面図

SK4

SK3の さらに南、調査区南側の中映部で検出した。最大幅 1.7m。 最小幅 1.2mの不定形
を呈し、 深さは約100mを 測る。耳ヒ側にはSD3が掘 り込ま才化ており、西側ではs K10を切って
いる。また、ここからSD7が西方向へ延びている。内部埋土は暗茶サ天色シルト粘± 1層 であ
る。

遺構内からは、庄内式甕 (17)の他、土師器のごく細片をわずかに出上した程度である。

-286-



S K5

SK3の 北東部に隣接する土城である。長径■.4m。 短径 1.2mの楕円形を呈し、深さは20

Cmを 測る。埋土‖ま暗灰茶色砂混じり粘± 1層 で、遺物は出土しなかった。

SK6

調査区の南西隅で検出した。北側はSD4に 切 られる。現存部は径約 lmの半円形を呈 し、

深さ8 Cmの 浅い土拡である。埋土は暗茶灰色シル ト粘± 1層 である。

甕(18)等が若千出上したが、小片のために遺物からみた時期は不明である。

SK7

調査区の南東で検出した。径 1.5m前後・深さ25cmを 測り、平面はほぼ円形、断面は逆台形

を呈する。連土は暗茶灰色砂混じり粘± 1層 である。

遺物は壷(19)の他、小片がわずかに出土した。

SK8

SK7の 西側で検出した。長径 1.2m。 短径 0。 8m・ 深さ30Cmを 測 り、平面はほば惰円形、

断面は逆台形を呈する。埋土はSK7同 様暗茶灰色砂混じり粘± 1層である。出土遺物はなか

った。

SK9

SK8の さらに西側で検出した。長径90Cn・ 短径70Cmの ほば精円形であるが、東側の一部は

濤状にわずかに延びる。埋土は暗茶灰色シル ト粘土である。

S K10

北側をSK4に 切 られた土城である。現存部で 1辺60cm前後の方形を呈し、深さ10Cmで断面

は逆台形を呈する。埋土は暗灰褐色シル ト粘± 1層 である。

S Kll

調査区北側で検出した。北側は近世井戸に切 られ、調査区外に至る。検出部径 1.5mの楕円

形、深さ20Cmで断面は逆台形を呈する。埋土は暗茶灰色砂混じり粘± 1層 である。
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S K12

調査区の東側近 くで検出した。長径90Cm・ 短径40Cmの長楕円形を呈 し、深さ6 cmで断面は逆

台形を呈する。埋土は暗灰青褐色砂混じり粘± 1層 である。

S K18

調査区の北西隅で検出した。西側はSD6と 切 り合 う。最大幅 1.4m。 最小幅 0,4m・ 深さ

10 Cmを 測り、平面は不定形、断面は逆台形を呈する。埋土は暗茶灰色砂北上である。

S K14

調査区の南西側で検出した土城で、SD4に 切 られている。現存部は一辺約50cmの 方形で、

深さ15Cmの 逆台形の断面を呈する。埋土は暗灰褐色シル ト粘± 1層 である。

2)井戸

SEl

調査区北東隅で検出した井戸である。北東側は調査区外

へ至ったため、拡張して規模を確認した。長径 2m・ 短径

1.6m・ 深さ 1.lmを 測る素掘 りの井戸である。平面は楕

円形、断面はU字形を呈する。

内部埋土は上方から暗茶灰褐色粘砂土、暗灰褐色粘土、

青灰青色粘泥土、青灰色シル ト粘上の 4層が堆積する。

井戸の底部に接する状態で完形め壼(20)が出土した他、

中位に堆積する暗灰褐色粘土から、多数の遺物が集積して

出上した。中層から出上したものには、壷 (21・ 33～ 41)・

小型壺 (22)・ 甕(23～ 32)・ 底部有孔土器(42)・ 鉢 (43)。 小

型鉢 (44～ 46)・ 高杯(48～ 51)等がある。

甕については、V様式タイプのものが多く、タタキは大

筋で平底を持つ。他の器種の底部も平底のものが多く、凹

み底や尖 り底のものはわずかである。

これらのことから遺物全体の時期は、ほぼ庄内式の古相

に比定できるものと思われる。

oP+7.50m
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OP+750m

SE2

調査区の東壁で検出したため、SElと 同様に拡張

したが、東側は肩から底部近 くまで斜めに境乱をうけ

ていた。長径約 2.lm.短径 1。 3m・ 深さ90Cmを 測 り、

底部はほぼ水平である。

埋土は上方から灰青褐色粗砂土、暗灰青褐色粘上、

灰青色粘上、暗灰色粘上の 4層が堆積する。

遺物はすべて、遺構中位に堆積する暗灰青褐色粘土

からの出上である。器種には壺 (52・ 63・ 64)、 甕 (53

～ 61・ 65～ 69)、 小型甕 (62)、 高杯 (73～ 76)等がある。

遺物のうち甕にはV様式タイプのもの(55。 67・ 68)

の他、v様式と庄内式両型式の要素をもつ甕が多くを図70 SEグ平断面図

占めている。また、底部については、平底 を残すものがほとんどである。遺物全体を通 じ、

SElと 同様に庄内式の古相に比定できるものと考えられる。

3)溝

SDl

調査区西側で検出したが、中央を中世濤 1に分断されている。幅50cm・ 深さ15Cmを 測るもの

で、北西方向に延びる。内部には暗茶灰色砂粘上が堆積 している。

壷(77)の小片等がわずかに出上した程度である。

SD2

SDlの 西側に隣接し、ほぼ平行する濤である。南側ではSD5に 切 られ、SD7と 合流す

る。北側でSKlを 切 りSD6と 合流するが、この濤も中世濤 1に切 られている。幅約25cm・

深さ15Cmを 測る。埋土はSDl同 様暗茶灰色砂粘上の 1層 である。

SD3

調査区南側中央から北西隅に延びる。南側では SK4

SDl・ SD2同 様中世濤 1に切 られている。幅約25Cm・

SD2と 同層である。

を、北側ではSK2を 切っているが、

深さ15cmを 測る。内菩Ь埋土は SDl・
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SD4

調査区南西隅で検出した。 SD2の 西側を平行 して流れる濤である。 SK6・ S K14を切 り、

中世濤 2に切 られている。幅30～ 50cm。 深さ20cmを 測る。埋土は暗茶灰色砂粘± 1層 である。

SD5

調査区の南壁ぎわで検出した。北側でSD2を 切っている。L字形に曲がる濤で、幅20～ 60

Cm・ 深さ10～20cmを測る。埋土は暗灰茶色シル ト粘上である。

SD6

調査区西側で検出した南北方向の濤である。SKlを切り、S K13と 切り合う。南側ではS
D2と 合流している。幅40～ 80cm.深 さ30Cmを 測る。埋土は暗茶灰褐色砂鳩土である。

SD7

調査区南側で検出した東西方向の濤である。東側では SK4。 S K10と 切 り合い、西側で S

D2と 合流する。幅20～ 30cm・ 深さ15cmを測る。埋土はSD2と 同層である。

SD8

調査区中央で検出した。 SK2の 北東側を切 つている。幅30～ 50cm・ 深さ15cmを 測る。埋土

はSDl～ SD3と 同層であり、SDl～ SD4に 平行 して北西方向に延びることから、これ

らの濤は同一の目的で構築されたものと推定される。

SD9

SK3の 東側で検出した濤である。幅嗣～ 100 cm・ 深さ15Cmを 測 り、L字形を呈する。埋土

は暗茶灰褐色砂粘土である。

中世の溝

調査区中央を東西に延びる滞 1と 西壁に沿って南北に延びる濤 2を検出した。これらの濤は

灰色粘土層をベースにしており、中世の条里制の区割にも一致し、水田耕作に伴なうものと考

えられる。

一豹0-



〔注 記〕

1 瓜上堂遺跡調査会『瓜生堂遺跡Ⅲ』1981年
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図71 平面図

-292-



OP+770m

OP+7而 ≡豊薪望型

任
Ｚ
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９
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ｔ
ｈ
ヒ

盛土

旧耕上

床上

淡灰色粘土

灰色シル ト粘土

淡灰色シル ト粘上

嗜灰褐色シル ト

灰褐色シル ト粘土

暗灰禍色細砂粘土

嗜灰茶色シル ト粘土

灰茶色砂粘土

茶灰色細砂粘土

13.決灰茶色シル ト粘土
14 淡灰茶色細砂混じり粘上
15 灰禍色シルト粘土
16 暗灰茶色細砂混じり粘上
17 灰茶色砂混じり粘上
18 灰茶色砂粘上
19 暗灰色シルト混じり粘土
20 灰青色シル ト混じり粘土
21 灰青色シルト
22 灰色微砂土
23 灰黄色粗砂上と灰色粗砂上の混合層
24 晴灰黒色シルト

暗灰色シル ト粘上

灰色シル ト
灰色組砂土

暗仄色粘土

図72 断面図
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図77 出土遺物実測図5
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Ⅳ 出土遺物観察表
番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 の 特 徴
。

手 法 の 特 徴 色調・胎上 。焼成・備考

1 一霊

SKl

底  径  16 突出す る小 さを平底 で、中央がわず
かに凹む。

外面  ヘ ラ ミガキ を施 す。
内面 磨 耗 を受け不 明。

色調  淡褐 灰色
胎±  05～ 3 0mm程度 の石英

を多 く含 む。

焼成  良好

2 一笠

SK2

口 径  125
最 大径  208
器  高  247

休 部 よ り屈 曲 し、外傾 す る口縁 部 に

至 る。端部 は外傾 す る平坦面 となる。

体 都 は 中位 に最 大径 が あ る卵球形で、

九み の あ る平 底 を もつ。

外面 全体に9条/14"mのハケを施
す。

内面  口縁部に9条 /14 0mmの ハケ。
胴部はハケのあ とナデ。

色調  淡赤褐 色
胎土  微粒 ～ 2 0mm程 度 の石

英・ 長石 を含む。

焼成  良好

一臣

SK2

径 15 2 「 くJの 字形近 くに屈 曲 し、外傾 した
後 上位 で外反す る 口縁部 であ る。端
音Бは細 くな り、尖 りぎみ に終 わ る。

外 面 口縁部 を7条 /13 0mmの 本ケの
あとヨコナデす る。
口縁害卜をヨコナデ し、B同部に

ナデをおこなう。

内 面

詞
土
　
成

色
胎
　
焼

淡 白赤 色

微粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を 多 く含む。

良好

蓑

SK2

口 径  150
最大径 168

「 くJの 字 形に屈 曲 し、外反す る口縁
部 に至 る。端部 は細 くな り、九 く終
わ る。

休部 は 中位 に最 大径 が あ り、球 形に

近 い形状 と思 われ る。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、 】同部に
7条 /21 0mmの タタキを上・中
・下の 3段に分割 して施す。
口縁著Бをヨコナデ し、月同部に

ナデ をおこなう。

内 面

色調  淡赤褐色
胎上  微粒 の長石 ・角 閃石 を

多 く含む。

焼 成  良好

5 甕

SK2

口 径  147 「 くJの 字形近 くに屈曲 し、内弯 ぎみ

`こ

のびる口縁部に至 る。 端部は丸 く
終わる。

外 面 口縁部をヨコナデし、 B同部は
6条 /15 5mmの タタキを施す。
口縁部をヨコナデし、 打同部は
ヘラケズリである。

内 面

色調  淡褐色
胎土  微粒 の角閃石 を 多 く含

む 。

焼成  良好

6 甕

SK2

口 径  149 「 くJの 字形に届折 し、直線的にのび
る口縁 部に至 る。端部はつ まみ上

`デ直立す る平坦面 をつ くる。

面

面

外

内

口縁部 をヨコナデする。
口縁音卜をヨコナデ し、I同部は
ヘラケズリを施す。

調
土
　
成

色
胎
　
焼

茶褐色

微粒の角閃石 を多 く含
tす 。

良好

7 鉢

SK2

口 径  263
器 高 126

半球 形 の体部 か ら屈 曲 し、外反 して
の び る 口縁部 に至 る。端部 は外傾す

る平坦 面 をつ くる。

外面 全面を7条 /10 5mmの ′ヽケのあ
と口縁部 を軽 くヨコナデ、胴

部下半 を中心にヘ ラ ミガキを
施す。

内面  口縁部 を7条 /10 5mmの ′ヽ ケの
あ と胴部 をヘ ラナデする。下
半にヘ ラ ミガキがみ られる。

色調  淡赤褐 色
胎土  長石・ 石英・ チ ャー ト
を含む。

焼成  良好

底部有子し上器

SK2

口 径  142
器  高  112
子L  宅≧   1 3

尖 りぎみの丸底か ら内弯 ぎみに開 き、
口縁部 に至 る深 い直 日の鉢 であ る。
口縁都は短 くわずかに外反 し、 端音呂
は外傾す る平垣面 となる。

外 面 口縁部 をヨコナデする。体部
は下部 をヘ ラケズ リし、上部
にハケのあとナデ。
下部 をユビナデ し、上部は 7

条/14_Ommの ハケ。

内 面

調
生
　
成

色
胎
　
焼

淡赤褐色
チャー ト・ 長石・石英

を含む。
良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色詞・胎土・焼成・備考

底部柄L器

SK2

子L  径   0.8 8と 同様 の鉢 の底部 であ ろ う。 外面  4条/6 5mmのハケのあ とナデ。
内面  底部付近 をナデ。
上 方 に 5条/6_Ommのハ ケ を施
す 。

調
生
　
成

色
胎
　
焼

褐 灰 色

微粒 の角 閃石・長 石 ・

石 英・ チ ャー トを含む。

良好

小型鉢

SK2

口 径  120
器  高  65

半球 形 の体部 か ら屈 曲 し、内弯 ぎみ

に立つ短 か い 口縁部 に至 る。端部 は

丸 く尖 りぎみ に終 わ る。

外 面 口縁部をヨコナデし、体部に
ヘラケズリがみられる。
口縁部をヨコナデし、体部に
‐ラ原体による押圧力寸残る。

内 面

色調  淡褐 色
胎土  微粒 の長石・ くさ り礫

を含 む。

焼成 良好

11 小型鉢

SK2

口 径  11_7
最大径  105
器  高  9.3

「 く」の字形 に屈 曲 した後屈 曲 し、上

方へ 外反 ぎみに立つ 口縁部 に至 ると

端部 は尖 りぎみ に終 わ る。

体部は扁球形を呈す る。
器肉は極めて薄い。

外面  口縁部 をヨヨナデすが。
他は磨耗が著 しく不明である。

色調  赤 褐 色
胎±  10～ 4 0mm程 度 の花 商
岩 を 多 く含 む。

焼成  良 好

甕 ?

SK3

径 「 く」の字 形近 くに屈 曲 し、外反す る

口縁部 に至 る。端 部 は九 くつ まんで

終 わ る。

外面  口縁部に 6条/8 0mmのハケの
あ とヨコナデ し、胴部は6条 /
8 0mmのハケを施す。

内面  口縁部 を 6条 /8_Ommのハケの
あ とヨヨナデ し、胴部はヘ ラ

ナデをおこなう。

調

生

　

成

色

胎

　

焼

淡赤 褐 色

長石 ・ チ ャー ト.・ 石 英

を含 む。

良好

甕 ?

SK3

口 径  12.4 「 く」の字 形近 くに屈 曲 し、外反 ぎみ
た のび る 口縁部 に至 る。端部 は わず

か に平坦 とな る。

外面  百縁部 を6条 /8 5mmの ハケのあ
とヨヨナデ し、胴部に6条/85
mmのハ ケ を加す。

内面  口縁部 をハ ケの あ とヨコナデ
し、胴部 はヘ ラナデ を施す。

調

主
　

成

色

胎

　

焼

茶 褐 色

微粒 の チ ャー ト・ 長石

を含む。
良好

甕

SK3

口 径  13.8 外反す る 日縁部 のみ遺存 。端 部 は鋭
くつ まみ上 げ、直立す る平坦面 とな

る。

面

面

外

内

口縁部をヨヨナデする。
口縁部をヨヨナデし、 打同部は
ヘラケズリする。

色調  淡茶 褐 色
胎主  微粒 ～ l mm程度 の角閃
石 を含む。

焼成 良好

甕

SK3

口 径  15,9 「く」の字形に鋭く屈折し、外反ぎみ
にのびる口縁部に至る。 端部は強く
つまみ上げ、直立する凹面となる。

面

面

外

内

口縁部をヨコナデする。
口縁部をヨヨナデし、胴部は
ヘラケズリする。

色調  茶褐 色
胎土  微粒 の角 閃石 を含 む。
焼成  良好

甕

SK3

口 径  13.7 外反 した後上位で内弯 ぎみ となるロ
縁部のみ遺存。端部は上方へ丸 くつ

まみ上げ ぎみに終わる。 告辱|ヨヨナデと思われる。
色調  茶 褐 色
胎土  微 粒 の角 閃石 を 多 く含

tF。

焼成  良好
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番

号
器  種
出土位置

法 量(mm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・ 焼成・ 備考

17 甕

SK4

口 径  165 「 く」の字形 に屈 曲 し、直線的 にのび
る口縁部 のみ遺存 。端 部 は上 方へ つ

まみ 、直立す る四面 とな る。

面

面

外

内

口縁音Бをヨコリ・ デす る。

日縁部 のハ ケのあ とヨコナ デ

し胴部 はヘ ラケズ リであ る。

色調  淡茶 褐 色
胎土  微粒 の 角 閃石 を多 く含

b・ 。

焼成  良好

甕

SK6

口 径  158 体都より外折ぎみに属ガする口縁部
のみ遺存。端部 は外傾 す る面 とな る。

面

面

外

内

口縁部をヨコナデす必。
口縁都をヨコナデし、胴部ld
ヘラケズリである。

色調  茶褐 色
胎土  微粒 の角 閃石 を含 む。
焼成  良好

一霊

SK7

底  径  24 中央がわずかに凹む上 げ底状の底部
である。

底面に木棄痕がみ られる。

外面 ヘ ラ ミガキあるいはナデ と思
われる。

内面 ヘ ラ原体による押圧がみ られ
る。

色調  赤 褐 色
胎 上  微粒 の 長石

‐
・ くさ り礫

を含 む 。

焼成  良好

士笠

SEl下層

径

径

径

高

大
口
最

底

器

体部 よ り外傾 した後 、外反 ぎみ とな

る口縁部 に至 る。端 部 は上 方へ わず

かにつ まみ 、外傾 す る平坦 面 となる。

体部 は 中位 に最 大径 が あ る扁 平 な球

形 で、突 出す る平 底 を有す る。

外面  口縁部 をヨコナデ し、底部近
くにタタキのあと全体に‐ ラ

ミガキを施す。

内面  口縁部はヘ ラナデのあ とヘ ラ
ミガキし、端部近 くをヨヨナ

デする。胴部は丁寧なヘ ラナ

デ と思われる。

色調  淡赤 褐 色
胎上  微 粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を 多 く含 む。

焼成  良好
外面 に煤 が付 着す る。

一霊

SEl上 層

口 径  167 体部 よ り丸 く屈 曲 し、外反す る口縁
音Бに至 る。 端部 は■ュTに わずか に月L
厚 し、直立す る凹面 とな る。体部 は

球 形 に 近 い と考 え られ る。

面

面

外

内
全面にヘ ラ ミがキを施す。
口縁部 を― ラ ミガキし、】同部

はハケを施す。

色調  淡責 白色
胎土  チ ャー ト・ 石 英 を多 く
含 む 。

焼成  良好

小型霊

SEl上 層

径
径
径
高

大
口
最
底
器

体部 よ り九 く屈 曲 し、外反す る口緑

部 に至 る。端部 は九 く終 わ る。体都

はやや 上位 に最大径が あ り、肩 の張

る球 形 で、わずか に平坦 面 を残 す底

部 を有す る。

外面  口縁部はハケのあとヘ ラ ミガ
キ、胴著Ьは部分的に― ラ ミガ

キが残る。

内面  口縁著卜、丹同音Бとも‐ ラ ミガキ
を施す。

詞
生
　
成

色
胎
　
焼

淡褐 灰 色

微粒 の 角 閃石 ・長石

石英 を含む。

良好

姿

S El上層

口 径  184 丸 く屈 曲 して外反 ぎみ にのび る口縁
部のみ遺存。端 部 は細 くな り、尖 り

ぎみ に終 わ る。

るすデナを縁ロ
面

　

面

外

　

内

色調  赤褐 色
胎上  微粒 の角閃石 を多く含

tj・ 。

焼成  良好

甕

S El上層

口 径  153 「 くコの字形 に丸 く屈 曲 し、直線的 に
のび る口縁部 に至 る。端部 は九 く終

わ る。体部 は下位 に最 大径 が あ る と

思 われ た。

外 面 口縁著bを ヨヨナデ し、 B同部

`よ5条 /14 0hmの タタキの あ と、
4条/6 0mmの ハ ケ を施す 。
口縁部 をヨコナデ し、 くび れ

部近 くにユ ビナデのあ と全体

にヘ ラナデ を施 す。

内 面

調

土

　

成

色

胎

　

焼

淡褐 灰 色

チ ャー ト・ 石 英 。長石

を含む。

良好
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番
号
器  種
出土位置

法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 特 徴 色詞・胎土・焼成・備考

甕

SEl上 層

口 径  140 「 く」の字形近 くに屈 曲 し、外反 す る
国縁部 に至 る。端部 は細 くな って終

わ る。

外面 口縁部をヨヨナデし、胴部に
4条/11 0mmの タタキを右上が
りのあと左上がりに施す。

内面 口縁部を4条 /11 0mmのハケの
あとヨヨナデし、月同部は‐ラ
ケズリである。

色調  淡灰褐 色
胎上  微粒 の長 石 を含 む。
焼成  良好

甕

SEl上層

日 径  162 「 く」の字形 に屈 曲 し、わずか に 内弯
してのび る 口縁部 に至 る。端 部 は上

方へつ まみ 、外傾 す る平坦 面 となる。

体部 は上位 で強 く張 る と思 われ る。

外面  口縁部 は ヨコナデ し、胴部 に
6条/14 5mmの タタキのあ と10
条/15 5mmの ハケを施す。

内面  日縁部は ヨコナデ し、胴部は
ヘ ラケズ リである。

色調  茶褐 色
胎土  微粒 ～ 1 0 mmmm程度 の
角 閃石 を含 む。

焼成  良好

褻

SEl上層

口 径  15 5 「 く」の字形 に屈 曲 し、外反 ぎみ にの
び る口縁音Бに至 る。 端音Бはつ まみ上
げ 、外傾 す る凹面 とな る。

外面  口縁都 をヨコナデ し、 胴部に
5条 /14 5mPの 左上 りのタタキ
のあ と、わずかに4条 /4 5mmの
フヽ ケがみ られる。

内面  口縁部 をヨコナデ し、】同部は
ヘ ラケズリである。

色調  淡 灰褐 色
胎土  微粒 の 長 石 を含 む。
焼成  良 好

甕

S El上層

口 径  136 「 く」の字形 に屈 曲 して 外反 し、上位
で内弯 ぎみ とな る日縁部 とな る。端

部 は上 方へ 丸 くつ まむ。

外面  口縁音卜を ヨコナデ し、】同部 に
6条 /13 5mmの 左上 りの タタキ
の あ と、わずかに 5条 /4_5mm
の アヽ ケが み らオtる 。

内面  口縁音hを ヨコナデ し、 1同音るは
ヘラケズリである。

色調  淡褐 色
胎土  微 粒 の 角 関 石 を含む。
焼成  良 好

甕

S EI上層

口 径  145 「 く」の字形 に屈折 し、外反す る口縁
部 に至 る。端部 は上 方へ つ まみ 、外

傾 す る平坦 面 とな る。

外面  胴部 に 6条 /13 5mmの タタキ を
施す 。

内面  口縁 都 はハ ケのあ とヨコナ デ
し、胴部をヘラケズリする。

色調  赤褐 色
胎土  石 英・ 長 石 .雪母 を含

てす 。

焼成  良好

甕

S El上層

径  16.0 「 く」の字形 に錠 く屈折 し、直線 的 に
のび る日縁部 のみ遺 存。端部 はつ ま

み上 げ る。

外面  日縁 部 を ヨヨナデ し、胴部 に
4条 /6 5mmの タタキ。

内面  口縁部 を ヨコナデ し、胴部 は
ヘラケズリである。

色調  淡褐 色
胎土  石 英 を 多 く含 む。
焼成  良 好

蓑

SEユ上層

口 径  16.8 「 く」の字形 に鋭 く屈折 し、外反す る
口縁部 のみ遺存。端 部 はつ まみ ぎみ

とな り、外傾 す る平坦面 とな る。

外面  胴部 は タタキを施す。
内面  磨 耗 を受 け不 明。

色調  淡褐 色
胎土  角 閃石 ・ 石 英 ・ くさ り
礫 を含 む 。

焼成  良 好

甕

S El上層

最大径 188
底  径  32

上位 に最大径 を もつ倒 卵型 を呈 す る

体部 で、 口縁部 を欠捜す る。底部 は

わずか に平坦面 を残す。

外面  6条/19 5mmの タタキのあ と底
部 を中心 に散状 に 10条 /100
mmのハ ケ を施す。

内面  ヘ ラナ デ を施す。

調

土

成

色

胎

焼

淡褐 灰 色

石 英 を含 む 。

良 好
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法 量(Cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・ 胎土・ 焼成・備考

S El上層

底  径  54 突出する平底で、中央部がわずかに
凹む。

猫面  ヘ ラ原体 による押庄がみられ、
そのあ と全体にヘ ラ ミガキす

ると思われる。

内面 ヘ ラナデ を施す。

調

土
成

色

胎

焼

淡褐 色

石 美・ チ ャー トを含む

良好

一軍

S El上層

底  径  5_0 突出す る平底 で、中央部 が わずか に
凹む。

外 面 4条/11.Ommの タタキのあと部
分的に8条/11.5mnのハケを施
し、全体 1こ‐ラミフ

'キ
を施す。

8条/11 5mmの ハケを

“

す。内 面

調
土
成

色
胎
焼

淡褐灰色

角問石・雲母 を含む。

良好

一更

S El上層

底  径  54 ドーナ ツ状 の底部 で あ る。 面

面

外

内

ヘ ラ ミガキを施す。
ヘ ラナデを施す。

色調  淡褐 色
胎土  チ ャー ト・ 長石・ 石 英
を含む。

焼成  良好

一霊

S El上層

底  径  5_0 突出する平底をもつ。 外 面 5条/15.5mmの タタキのあ と 8

条 /6 0mmの ハ ケ を施 し、その
の ちヘ ラ ミガキす る。
ヘ ラナデ を施す。内 面

色調  暗秦褐 色
胎土 長石・ 石英 を含む。
焼成 良好
外面に燦付着が著 しい。

一軍

S EI上層

底  径  4_4 突 出す る平底 で、木葉痕 がみ られ る。 外面 7条 /13 0mmの ハケのあとヘラ
ミガキを施す。

内面 底部近 くにヘ ラ原体による押
圧が残 る。

色詞  淡 白褐 色
胎±  0.5～ 1 5mm程度 のチ ャ
ー トを 多 く含 む。

焼成  良好

峯霊

S El上層

底  径  36 平底 の底部 であ る。

禽冨 }全
体に磨耗 を受け不明。

調

生
　

成

色

胎

　

焼

赤褐 色

角 閃石・ 石 英 ・長石 ・

くさり職 を含む。

良好

一霊

S El上層

尖 り底 の底部 であ る。 外面 9条 /10.Ommの ハケのあ と、底
部近 くをヘ ラ原体によって押

圧す る。

内面 ヘ ラナデのあ とヘ ラ ミガキを
施す。

色調  淡茶福 色
胎土  チ ャー ト・ 石英 を含む
焼成  良好
外面 に燥 が付 着 す る。

〓霊

S El上層

底  径  35 中央が四む上げ底状の底部である。 外面  ヘ ラケ ズ リの あ とヘ ラ ミガキ
を施 す。

内面 ・ヘ ラ ミガキ を施 す。

色調  淡褐 色
胎土  石 英 を多 く含 む。
焼成  良 好
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番

号
器  種
出上位置

法 量 (Cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

S El上層

底  径  2.0 中央が四む、小さな上げ底状の底部
である。

外面  底部近 くはヘ ラケ ズ リし、胴
部 にヘ ラ ミガキガ み られ る。

内面  ヘ ラナデ のあ とヘ ラ ミガキ と
思 われ る。

調

生
　

成

色

胎

　

焼

淡褐 色

微粒 の角 閃石 、婁 母

石英 を含 む。

良好

底部樹 1土器

S El上層

了L 径  1,4 尖 りぎみ の底部 で、中央 に子とを もつ 。
鶯署 }全

体 に磨耗 を受 け不 明。
色調 赤褐色
胎土 石英・チ ャー トを含む。
焼成  良好

鉢

S El上層

口 径  230 体部 よ り屈 曲 し、直線 的にのび る口
縁部 に至 る。端都 は細 く尖 る。

外面  口縁部・体部 をヘ ラ ミガキす
る。

内面  口縁部 をヘ ラ ミガキす る。

調

生

成

色

胎

焼

淡褐色

チャー ト・石英 を含む。
良好

小型鉢

S El上層

口 径  m.8
底  径  32
器  高  7.5

内弯 ぎみに 口縁部 まで続 く直 日の鉢 。

端 部 は丸 く終 わ る。底部 は突 出す る

平底 で、中央が若千 凹んでい る。

面

面

外

内

4条 /15 0nmの タタキを施す。
底部

`こ

― ラ原体による‡甲圧が

み られ、全体 にヘ ラナデ。

色調  淡褐 灰色
胎土  角閃石・ 石英・ 長 石 を
含 む。

焼成  良好

小 型鉢

S El上層

径

径

高

口

底

器

椀形 を呈す る直口の鉢で、端部は細
くな り、外側へ尖 りぎみに終わる。

底部は ドーナツ状である。

外面  口縁部 を ヨヨナ デ し、体部 に
タタ キのあ と6条/12.Ommの ハ

ケ を施 す。

内面  口縁部 を ヨヨナデす る。体部
は底部近 くにヘ ラ原体 に よる

押圧が み られ 、全体 にヘ ラナ

:声 。

色調  淡褐 色
胎土  微粒 の角 閃石 を含 む。
焼成  良好

小型鉢

S El上 層

口 径  H.8
底  径  5.8
器  高  6_5

椀形 を呈する体部か らわすかに屈曲
し、 短かい口縁部に至 る。 端部は外
傾する面 となる。
底部は高台状である。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、体音るは
ヘラ ミガキ。底部はナデ。
口縁音るをヨコナデ し、体部は
ヘラ ミガキ。底都はナデ。

内 面

色調  淡茶褐 色
胎土  チ ャー ト・ 角 閃 石・ 石
英 を含む 。

焼成  良好

甕 ?

S El上 層

底  径  6.0 簑の脚 台であ ろ う 面

面

外

内
指圧痕 がみ られ る。

胴部 にナデ と思 われ る。

調

土

成

色

胎

焼

赤褐 色

石英・ チ ャー トを含む
`

良好

小型高杯

SEユ上層

口 径  ユユ.6
裾  径  89
器 高  9,0

半球 形の杯部 で、端 部 は 内に若 干肥

厚 し、外傾 す る面 をつ くる。 脚部 は

内弯 ぎみ に開 き、端部 は九 く終 わ る

裾部上位 4方に円孔 を穿つ。

外 面 杯部、脚部ともに7条 /ユ 1 0mm
のハケのあとヘラミガキ。
杯部にヘラミガキ。脚部にへ

ラナデのあとナデ。
内 面

色調  淡灰褐 色
胎上  微粒 の角 閃石・ 雲 母 を
含 む。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色詞・胎土・焼成・備考

49 小型 高杯

S El上層

口 径  10_6 深 い半球 形 の杯都 のみ遺存。端部 は
九 く終 わ る。

外面

内面

ヘラミガキ
色調  淡赤褐 色
胎土  微粒 の長石・ 石 英 を含

tす 。

焼成  良好

高 杯

S El上層

引呂  ぞと  10_0 丈高 の脚部 で、端部 は平坦面 となる。
上位 4方に 円孔 を穿 つ。

外面 ヘ ラ ミガキす る。
内面 7条/10 0mmの ハケのあ と軽 く
ナデ。

調

生

成

色

胎

焼

淡灰褐 色

微粒 の角閃石 を含む。

良好

高 杯

S EI上層

平坦 な杯底部か ら屈折 し、外反する
口縁部 をわずかに残す。脚は大 きく

開 くもの と思われる。

外 面 杯部にヘ ラ ミガキ。 口縁部に

5条 /4_5mmの ハケガみ られる。
柱状部はヘ ラケズ リのあ とわ

ずかにハケがみ られ る。

杯部 をヘ ラ ミガキ し、脚部は
ヘ ラ原体による押圧が残 る。

内 面

色調  淡褐 色
胎土  微粒 の角閃石 を含む。
焼成  良好

一霊

S E2上層

径 体部 よ り屈 曲 し、直立 した後外反す
る口緑部に至 る。端部は丸 く終わる

面

面

外

内
全体にヘラミガキする。
日縁部を‐ラミフヴキし、】同部
はヘラナデする。

調
生
　
成

色
胎
　
焼

淡褐 色

長石・ チ ャー ト・ 石英

を含む。

良好

甕

S E2上層

口 径  156 「 く」の字形 に九 く屈 曲す る口縁部 で、
端部 は九 く終 わ る。 待唇)口縁都をヨヨナデする。

色調 淡褐色
胎土 微粒の角閃石 を多 く含

tす 。

焼成  良好

蓑

S E2上層

口 径  13.3 丸 く屈 曲 し、外反す る口縁部 で、端
部は細 く尖 りぎみ に終 わ る。

外面  口縁部 をヨコサデす る。
内面  口縁部 をヨコナデ し、月同部は
ヘ ラナデす る。

調

土
　

成

色

胎

　

焼

淡赤褐 色

角閃石・ チ ャー ト・ 花

商岩 を含 む。

良好

甕

S E2上層

口 径  17.8
最大径 182
底  径  51
ぞ二  拝著  20.0

「 く」の字形近 くに屈 曲 し、平 た く外

反す る 口縁 部 に至 る。端菩Ьは丸 い。

体 言Vよ 中位 に最大径が あ り、卵球 形

を呈 し、 ドー ナ ツ状 の底部 を有す る。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部に

4条/18 5mmの タタキを施す。
口縁部 をヘ ラナデのあ とヨコ

ナデ。胴部、ヘ ラナデ を施す。
底部近 くにヘ ラ原体による押

圧がみ らオtる 。

内 面

色調  淡赤褐 色
胎±  1,0～ 2.Omm程 度 の石英
を含む。

焼成  良好

褒

S E2上層

口 径  16.4
最大径 20_9
底  径  25
器  高 203

「 く」の字形近 くに屈 曲 し、内弯 ぎみ

にのび る口縁部 に至 る。端部 は細 く

な り、尖 りぎみに終わる。体音Ьは球
形を呈 し、底部はわずかな平垣面を
残す。

外面  口縁部 を ヨヨナ デす る。胴部
は 6条/15 0mmの 左上 が りの タ
タキの あ と6条/15,Ommの ハ ケ
を散状 に軽 く施 す。

内面  口緑部 を8条 /13.5mmの ァヽ ケの
あ と ヨコナデ。 くびれ部 を ヨ

ヨナデ し、胴部 にヘ ラケ ズ リ

を施 す。

色調  灰褐色
胎土 微粒の雲母′・角閃石 を
多く含む。

焼成 良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・ 焼成・備考

57 嚢

S E2上層

口 径  W.2 「 く」の字形 に丸 く屈 曲 し、内弯 ぎみ
にの び る口縁部 に至 る。端部 は細 く

な り、上方へ 尖 りぎみ に終 わ るぅ

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部 は

5条 /13.5mmの タタキを施す。
口縁吉るをヨコナデ し、月同部は
ヘ ラケズ リす る。

内 面

調

生
成

色

胎

焼

淡赤褐 色

微粒 の長石 を 多 く含む

良好

甕

S E2上層

口 径  170 「 く」の字形 に屈 曲 し、外反す る口縁
部 であ る。端部 は外傾 す る平坦面 と

な る。

外面

内面

口縁部をヨコナデする。
色調  淡褐 色
胎土  微粒 の長石 を 多 く含 む
焼成  良好

甕

SE2上 層

口 径  lC.2 「 く」の字形 に鋭 く屈折 し、直線的に
の び る口縁部 に至 る。端 部 は上 方へ

つ まみ 、外傾 す る平坦 面 となる。

外 面 口縁部をヨコナデし、 は同部に
6条 /15 5mmの タタキを施す。
口縁音Бをヨコナデし、胴部を
ヘラケズリする。

内 面

調

土
　

成

色

胎

　

焼

茶褐 色

微粒 の角閃石・ 雲母 を

多 く含 む。

良好

甕

S E2上層

径 「 く」の字形 に丸 く屈 曲 し、内弯 ぎみ

にのび る 日縁部 で あ る。端部 は細 く

な り、上 方へ尖 りぎみに終 わ る。器

肉は極 め て薄 い。

外 面 口縁部をヨヨナデし、胴部に
9条/300mこのタタキを施す。
口縁部を4条/9 5mmのハケの
あとヨコナデする。 くびれ部
はヨヨナデする。】同部

`よ

‐ラ
ケズリである。

内 面

色調  灰禍 色
胎上  微粒 の角閃石 を多 く含

tす 。

焼成  良好

甕

S E2上層

口 径  163 体部 より鋭 く屈折 し、外反する口縁
部になる。端部はつ まみ上げる。

外 面 口縁部 をヨヨナデ し、胴部は

3条/6_Ommの タタキを施す。
口縁部 を 3条/8.Ommの ハ ケの
本とヨヨナデ。胴部はヘ ラケ

ズ リす る。

内 面

色調  淡褐 色
胎土  石英 を多 く含 む。
焼成  良好

小型甕

S E2上層

口 径  9_1 深 い椀 形 の体部 か ら「 く」の字形に届
曲 し、直線 的 に のび る口縁部 に至 る。

端部 は九 く終 わ る。

外 面 口縁部をヨコナデし、胴部は
5条 /14 0mmの タタキを施す。
口縁部をヨヨナデし、胴部は
ナデである。

内 面

色調  淡褐 灰 色
胎土  角 閃石 。長石 を含 む。
焼成  良好

と霊

S E2上層

底  径  52 ドー ナ ツ状 の底部 であ る。 面

面

外

内
タタキのあ とナデ。

磨耗 を受け不明。

色調  淡灰褐 色
胎±  10� 程度の石英 を多 く
含む。

焼成  良好

SE2上層

底  径  35 突 出す る平底 で 、中央が わずかに凹
む 。

面

面

外

内

ヘ ラ ミガキ を施 す。

磨耗 を受 け不 明。

色調  褐 色
胎上  角 閃石・ 長石・ 雲母 を
含む。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形
態 の 特 徴 手 法 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

甕

S E2上層

底  径  3_4 突 出 した平 底 であ る。 外面  タタキを施す。
内面 ナデ と思われる。

調

土
　

成

色

胎

　

焼

福 色

石英・ チ ャー ト・ 角閃

石・雲 母 を含 む。

良好

甕

S E2上層

底  径  5,5 平底 の底部 で あ る。 外面 ヘ ラ ミガキを施す。
内面  4条 /4 5mmの ハケのあ とナデ。

色調  褐 色
胎土  角 閃石 。雲母・ 石 英 を
含む。

焼成  良好

甕

SE2上 層

底  径  4_2 ドー ナ ツ状 の底部 であ る。 外面  4条/14 0mmの タ タキを施 す 。
内面  ヘ ラナデ と思 われ る。

色調  外面  淡褐 色
内面  灰褐 色

胎土  雲母・ 石 英 .長石 を含
b・ 。

焼成  良好

甕

S E2上層

底  径  51 ドー ナ ツ状 の底部 であ る。 外面  タタキ を施 す。
内面  ヘ ラ原体 に よる押圧 力゙ み られ
る。

調

生

成

色

胎

焼

淡褐色

角閃石 を含む。

良好

甕

SE2上 層

底  径  3_5 平底の底部 と思 われ る。 面

面

外

内

5条 /10_5mmの タタキを施す。
ヘ ラナデ と思われる。

色調  茶褐色
胎土  雲母・ 角 閃石・ 花 商岩
を含む。

焼成 良好

甕 ?

S E2上層

底  径  35 平 底の底部 で ある。 外面  底部 を5条/15 0mmの タタキで
ある。

内面 ヘ ラケズ リと思われる。

調

土
　

成

色

胎

　

焼

淡赤褐 色

石英・ 長石 .チ ャー ト
くさ り礫 を含 む。

良好

蓑 ?

S E2上層

底  径  30 平底 の底部 であ る。 外面 底部 を5条/15.Ommの タタキで
ある。

内面 ヘ ラケズリと思われる。

調

土
　

成

色

胎

　

焼

赤褐 色

石英・ 長石・ 子 ャー ト

くさり礫 を含む。

良好

鉢 ?

S E2上層

口 宿こ 151 体部 よ り屈曲 し、外反す る口縁部に
至 る。端部は丸 く終わる。

外面

内面

口縁部 を ヨヨナデす る。

色調  暗灰色
胎土  石 英・ 長 石 を含む。
焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量 (Cn) 形 態 の 特 徴 手 法 特 徴 色調・胎土・焼成・ 備考

高 杯

S E2上層

口 径  229 杯底部 よ り屈 曲 し、外面に稜 をつ く
り、内弯 ぎみ に長 くのび る口縁部 に

至 る。細部 は細 くな り、尖 りぎみ に

終 わ る。

脅晉|ヘラミガキを施す。
色調  淡赤褐色
胎土  チャー ト・石英 を含む
綻成  良好

高 杯

SE2上 層

中空 でや や 外開 きの柱状部 であ る。

告尋 1全
体 に磨耗 を受 け不 明。

調

生

成

色

胎

焼

淡赤褐 色

角 閃石 を 多 く含む。

良好

高杯

S E2上層

中実 でやや 外開 きの柱状部 であ る。

屈 曲部 3方に円孔 を穿つ 。
外 面 柱状部 をヘ ラケ ズ リ。杯部 、

脚部 にヘ ラ ミガ キが み られ る

杯底 にヘ ラ ミオ キがみ られ る内 面

色調  淡赤褐 色
胎土  チ ャー ト・ 長石・ 石 英
を含む。

焼成 良好

高 杯

S E2上層

中実 で筒状 の柱状部 であ る。 外面  柱状部 にヘ ラ ミガ キを施 す。 調

生

　

成

色

胎

　

焼

淡褐色

微粒の角閃石 を多 く含

tす 。

良好

一霊

SDl

底  径  5.2 尖出した平底で中央は若千凹む。 面

面

外

内

わずかにタタキがみ られる。
磨耗 を受け不明。

色調  淡 自褐 色
胎土  石英・ 長石 ・ くさ り喫
を含む。

焼成  良好
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第 9節 第 10次調査

I 調査の概要
調査地は八尾市光町 2丁 目に所在し、第 8次調査地の南方約10mに 位置する。調査地内に23

m× 27mの調査区を設定した。調査期間は昭和57年 2月 1日 から3月 12日 まで、調査面積は621

ぽである。

調査方法は、況地表(OP+8.8m)か ら盛土、旧耕上、床土までを機械掘削し、以下は人力

によって掘削作業を実施した。しかし、調査区南側で古墳時代前期の遺構を検出した他は、ほ

とんどが弥生式上器を含む自然河川であったため、平面的には南側の一部を調査するにとどま

った。なお、最終的に自然河川の流路等を確認する目的で、南北方向に 3本、東西方向に 1本

の トレンチを設定し調査するに至った。

図78 調査地設定図

第5次調査地
第3次調査地

第10次調査地
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H 層序

盛±90cmを 除去すると第 1層 旧耕土、第 2層床土、第3層灰色粘上、第4層暗灰褐色シル ト

粘上、第5層淡灰青色シル ト、第 6層灰色粘上が1調査区南側での基本層序である。このうち第

3層が中世の水田址、第 5層上面が古墳時代前期の生活面である。

一方、北側の自然河川は上層では植物遺体を多く含み、漸移的な堆積を示すため古墳時代前

期には河川とtン での機能を停止し、沼沢地状になったものと考えられる。また、第 3調査地・

第4調査地でも同様の堆積状況を認めていることから、沼沢地の南への拡がりが明らかになっ

たわけである。その後さらに堆積が進み、中世には他の調査地同様、水田として土地利用がな

されていた。また、第 5調査地で北側の肩部のみを認めたS D10は、この自然河川の北岸であ

ると推定される。

Ⅲ 自然 ,羽 IIお よび出土遺物

調査区の南側を除き、ほぼ全体にわたって自然河川が認められた。南岸は調査区の南側で確

認したが、北岸は調査区外に至る。検出幅約18m・ 最深 1.8mを 測る。流路は北西方向である。

南岸はOP+7.6m前 後を測り、なだらかに傾斜してlmほ ど落ち込む。その後約10mは ほぼ

平坦で、河川中央部へ角度を持って再び落ち込む。最深部のレベルはOP+5.75mを 浪1る 。

内部には第 1層暗茶灰色砂粘土、第 2層 暗灰色粘上、第 3層灰褐色粘上、第4層灰色粘上、

第5層暗灰色粘土、第6層淡灰色粘上、第 7層灰色粘上がほぼ水平に堆積し、以下には灰黒色

粘土、淡灰れ砂まじり粘土、暗灰黒色粘土、灰白色細砂土、暗灰褐色粘土等が入り組み、複雑

な堆積状況を示している。このうち第4層 。第5層・第 7層 には何層もの植物遺体が含まれて

いる。

・下位に堆積する灰白色細砂土から、畿内第Ⅲ様式の

壺 (1)と 木製品(図 79)が 出上した他、第 7層灰色粘土

からは畿内第Ⅳ様式末～V様式初頭の壷 (2)が出上し

た。また、第2層暗灰色粘土層か らはV様式タイプの

甕 (3)、 庄内式甕 (4・ 6)や小型鉢 (7)、 小型九底壷

(5,7・ 8)等が出土した。

木製品は長さ約26cm。 最大幅 5。 6 cm・ 最小幅 2.O Cm

厚さ l Cmを 測る用途不明の板材である。両面を粗 く加

工 し、幅が広 くなる方へ行 くほど薄 くなっている。図79 自然河川出土木製品
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-17暗茶灰色砂粘上層
暗灰色粘土  ~
灰褐色粘上 7__………………
灰色粘上 (植物遺体を含む)

撮各尋と魂塀毯暴冷ζl層 1阜 :

灰黒色粘上

淡灰色砂まじり粘上
暗灰黒粘上

鶉 f11

12

13

14

15

16

17

18

19

灰色粘土まじり砂土
暗灰褐色粘土
灰色礫砂土
灰色細秒土
灰白色細砂上

黒灰色粘土

暗茶灰褐色シル ト粘土

灰色粘土

暗灰色砂まじり粘上

図81 自然河川断面図
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Ⅳ 古墳時代の前期の遺構 。遺物
SKl

調査区の南壁 ぎわで検出した。検出部の長径 1.3m・ 短径 o.6m・ 深さ10Cmを 測 り、楕円形

に近い形状を呈する。埋土は暗茶灰色シル トである。

埋土内より、庄内式甕の細片をわずかに出土した程度である。

SDl

SKlの 東側で検出した。幅 lm・ 深さ30cmを 測る濤で、沼沢地に流れ込んでいる。内部に

は上方から暗灰褐色シル ト粘土、暗灰色粘上の 2層が堆積する。

SD2

SDlの 東側に位置する。幅90Cm・ 深さ20cmを 測る。 SDl同 様に沼沢地に流れ込む。

V 中世の遺構・遺物

第 3層の水田面に掘り込まれた 5条の濤を検出した。すべて南北に延びるもので、幅20～ 100

cm。 深さ5 Cmを 浪1る 。内部には灰色粘上が堆積する。これらは水田耕作に伴なうものと考えら

れる。

これらの濤の内部から、瓦器・羽釜等の遺物が細片でわずかに出上した。
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Ⅵ 出土遺物観察表
番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

1 一笠

自然河川下層

最大径  36_5 胴都 のみの破 片。 なだ らか に下 が る
肩部 を有す る。最大径 はか な り下位

にあ る。

密 な簾状文 を数帯施 し、 中位 には半

栽竹管 と考 え られ る工具 で斜格子文

を施す 。 また 、簾状文・斜格 子文 間
には円形浮文 を貼 りつ け る。

外面 簾状文間に光沢を持つヘ ラ ミ
ガキ。

内面 粗 い縦方向のハケを施す。

調

土

　

成

色

胎

　

焼

暗茶褐色

角閃石 ・_T母等の細粒
を含む。
良好

2 一霊

自然河川下層

口 径  14.2
最大径 239
底  径  75
号子  F予   30 9

丈高の器体 か ら直立 ぎみ の短 い 頸部
に続 き、外上方へ丸 く屈 曲す る日縁

部に至 る。口縁端部は内傾す る面 を
つ くり、つまみ上 Iする。
口縁端面には、 3～ 4条 の退化凹線
がみ られる。口縁部 4方 に小孔 (径約
0 5cn〉をヤ穿つ。

外面  口縁部 ヨヨナデ。体部上 半左
上 が り横 タタキの後粗 い縦 方

向のハ ケ。体 部下半は維方 向

の細か いハ ケ。

内面  口縁都 ヨコナデ。体 部糧 い縦
方向のハ ケ。接合部 には指頭

圧痕がみられる。

色調  灰 褐 色
胎上  石 英 ・ 雲母 を多 く含む
焼成  やや 軟 質
外面 には 煤が 多量 に付着 す る

甕

自然河川」冒

口 径  14.9 肩の張る体都か ら屈曲 し、外反す る
口縁部に至 る。端部は尖 りぎみ とな
り、直立する面をつ くる。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、打同部は
4条 /11_5mmの タタキを施す。
口縁部 をヨコナデし、胴部は
ヘ ラナデである。

肉 面

色調  淡茶 掲 色
胎土  雲 母  長石  花 商岩 を
含む 。

焼成  良 好

4 簑

自然河川」唇

回 径  195 「 く」の字 形 に屈 曲 し、 直 線 的 に の
び る口縁部 に至 る。端 都 は上方 へつ

まみ ぎみに九 く終 わ る。 大 きさに比

し、器 肉は薄め であ る。

外面  口縁部 をコ ヨナデ し、胴部 は
左上 が りで 4条/5 5mmのブ タ
キを施す。

内面 磨耗 を受け不明。

色調  淡褐 色
胎土  角 閃石 ・長石 ・石英 を
含 む。

焼成  良 好

5 小型丸底壺

自然河川」吾

径
径
高
大
国
最
器

扁 球 形 の体 部 か ら「 くJの 字 形 近 くに

屈曲 し、内弯 ぎみ にの び る国縁部 に

至 る。端 部 は九 く終 わ る。 底 部 は尖

りぎみの九底 であ る。

外面 体部はヘ ラケズ リのあとヘ ラ
ミガキと思われる。

内面 磨耗 を受け不明。

色調  淡赤 褐 色
胎土  くさ り礫 ・長石  石 英

を含 む 。

焼成  良 好

6 甕

自然WI川劇唇

口 径  147
最大径 19_8

「 く」の字形 に丸 く屈 曲 し、外 反 ぎみ

にの び る口縁部 に至 る。端 部 はつ ま
み上げ、外傾す る平坦面 をつ くる。
体部は最大径が中位にあ り、球形 を
呈すると思われる。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴著Ьは

極細のハケと思われる。
口縁音Bを ヨヨナデ し、丹同部は
ヘラケズ リである。下位には

指頭圧痕がみ られる。

内 面

色調  淡褐 色
胎土  微 粒 ～ 0.5 mm程度 の角
閃石 を 多 く含 む。

焼成  良好

7 小型丸底壺

自然河川」唇

口 径  ■ 7
最大径  98

体部か ら屈 曲 し、内弯 ぎみ にの び る
口縁部 に至 る。端 音脱よ細 く、尖 りぎ
みに終 わ る。体部 は扁平 な球 形 であ
ろ

外面 口縁部、体都 ともにヘ ラ ミガ
キする。

内面  口縁著bを ^ヽラ ミガキし、休音[
はナデ と思われる。

色調  淡褐 灰 色 。
胎土  チ ャー ト・ 石 英・長石
を含 む 。

焼成  良好

8 小型丸底壼

自然河川」唇

径
径
高
大
口
最
器

「 く」の字形 に屈 曲 し、内弯 ぎみ に の

び る口縁部 に至 る。端 部 は細 く、尖

りぎみに終わる。体部は扁平な球形
を呈する。

外 面 口縁音Бをヘ ラ ミガキのあ と暗

文状ヘ ラ ミガキ を施す 。
口縁部 を‐ ラ ミガキし、体著ト
はヘ ラケズリのあとヘ ラ ミガ

キを施す。

内 面

色調  淡禍 色
胎土  くさ り礫 を含 む。
焼成  良好

イヾ型鉢

自然河川」唇

径
径
高

口
底
器

底部か ら内弯 ぎみ にの び る直 口の鉢。

端部 は若干尖 りぎみに終 わ る。 底部

はわすかに突 出 し、中央が 凹む あげ

底状 であ る。

外面  口縁音Бをヨコリーデ し、体 部 は
ナ デ と思 われ る。

内面  口縁音Бを ヨコナデ し、体 部
`よナ デ と思 われ る。底部に指頭

圧痕 がみ られ る。

色調  淡褐 色
胎土  雲 母・メチ ャー ト・石 英
長石を含む。
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第 fO節  まとめ
I 検出遺構について
昭和56年度における東郷遺跡の発掘調査は 9件を数え、調査面積は延べ約1700∬ を計る。こ

れらの調査地点は、東郷遺跡推定範囲の中央部 と東部に概ね大別される。中央部は第 3調査地・

第 4調査地 。第 5調査地 。第 8調査地・第 9調査地 。第10調査地の 6ヶ所、1東部は第 2調査地・

第 6調査地 。第 7調査地の 3ヶ所である。

調査では、弥生時代中期から中世に至る遺構や遺物を検出したが、調査地によってそのあり

方に相違が認められた。特に中央部の調査地では、古墳時代前期の集落に伴なう遺構や遺物が

多く検出され、東部の調査地では古墳時代後期の集落に伴なうものが多く検出された。各調査

地で得られた結果は断片的ではあるが、当遺跡の性格を知る上で重要な資料を与えて くれた。

しかし、今後に多くの課題を残している。

ここでは遺跡の性格について、各時代ごとに若千の考察を加えながら述べてみたい。

1)弥生時代

弥生時代の遺構は検出していないが、第10調査地の自然河川から、畿内第Ⅲ様式の壺やⅣ様

式末～V様式初頭の壺が出上した。

この自然河川は南東から北西への流れを持つもので、内部から出土する遺物に磨減痕が認め

られないことから、近隣に弥生時代中期以降の集落が存在した可能性が考えられる。

2)古墳時代前期

古墳時代前期になると、第10調査地で検出した自然河川はその本来の機能を停止 し、沼沢地

状になったと考えられる。また、第 3調査地 。第 4調査地で検出した沼沢地、および第 5調査

地で部分的に検出したS D10は 、この沼沢地と同一のものと考えられ、北西方向への拡が りを

持っていたと推定される。これらの沼沢地内からは、V様式タイプの甕・庄内式甕・布留式甕。

小型丸底壺等が出上した。

この時期の遺構 としては、沼沢地の北側にあたる第 4調査地 。第 5調査地 。第 8調査地・第

9調査地で、竪穴式住居 3棟 。掘立柱建物 2棟・井戸 9基 。上城・棚列・濤・ピット等を検出

した。

第8調査地で検出した竪穴式住居は、床面に砂礫が敷きつめられており、検出例の少ないも
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のである。この竪穴式住居を中心 として、それを取 り囲むような状態で掘立柱建物が位置して

いる。さらに建物群の周囲では、第 5調査地 SEl・ SE2・ SE3・ SE5、 第 9調査地 S

El・ SE2の 6基の井戸を検出した。

これらのことから、古墳時代前期における集落は、共同体を支配する首長層が第8調査地の

竪穴式住居を居所とし、それを囲むように掘立柱建物、さらにその外側に丼戸を伴なう居住地

を構成していたものと考えられる。

これらの集ぞに伴なう遺構からは、在地産以外に吉備系・山陰系・北陸系の搬入品が含まれ

ており、他地方との交流があったものと推定される。

また、当遺跡の南部に隣接する成法寺遺跡は、当遺跡と同一の沖積地上に立地しており、昭
②

和56年度に実施した電々公社社屋増築工事に伴なう発掘調査で、古墳時代前期の方形周濤墓 4

基を検出している。このことから、この時期北部の東郷遺跡を居住地域、南部の成法寺遺跡を墓域

とする大規模な集落構成をもっていた可能性が考えられる。

3)古墳時代中期

今年度の調査ではこの時期の遺構や遺物は検出されていないが、第 1調査地では包含層に古

墳時代中期の遺物がわずかに含まれることが確認されている。このことから、古墳時代中期の

遺構の存在を遺跡範囲の北方ないしは北東地域に推定してもよかろう。

4)古墳時代後期

古墳時代後期では、当遺跡推定範囲の東部にあたる第 1調査地 。第2調査地 。第 6調査地 。

第7調査地で、土城・薄・ピット等を検出し、内部からは多数の遺物が出土した。

また、前述の成法寺遺跡の調査では、同時期の掘立柱建物等を検出していることから、当遺

跡の集落規模の拡大、あるいは成法寺遺跡が分村的な性格の集落である可台と性が考えられる。

5)平安時代

当遺跡の東部にあたる第1調査地では、根石を据えた柱穴群と井戸枠内に曲物を設置した井

戸等を検出している。この時期も古墳時代中期同様、遺跡範囲の北東方向に拡がることが推定

さ″化よヽう。
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6)鎌倉時代

この時期の遺構としては、第 3調査地 。第 4調査地で水田畦畔や足跡状の窪みを伴なう水田

面を検出し、第5調査地 。第8調査地・第 9調査地・第10調査地では、古墳時代前期の遺構を

削平して東西方向や南北方向に延びる小濤を検出した。また、畦畔や幾筋もの小濤は東西・南

北方向に平行してみられることから、条里制の区割に関連するものとも考えられる。

一方、東部にあたる第 1調査地 。第2調査地・第6調査地・第 7調査地では、厚さ30～ 60Cm

の固く締まった状態で各時代の遺物を含む土層を検出しており、埋め立てによる整地層ではな

いかと考えられ、鎌倉時代に条里制の地区割等に関連する大規模な土地整備がなされたのでは

ないかと推測される。

H tt■it物について

1)井戸内出土遺物について

各調査地で検出した古墳時代前期の井戸は、

あわせて10基である。

井戸より出土する遺物については、出上の

しかたに種々の状態がある。本調査において

は、底部に接するような状態や、上層に集積

する状態で出土したものがある(表 2参照 )。

井戸底に接するような状態で遺物を検出し

たものとして、第 5調査地 SE2・ SE4・

SE5、 第 9調査地 SElが ある。これらの

井戸からは完形品の壷または甕が各 1点ずつ

出上しており、壷 2点のうち 1点には胴部中

位に穿孔があり、甕には煤の付着が著しい。

上層に遺物が集積 していたものには、第 5

調査地 SE5、 第 9調査地 SEloSE2が

ある。このうち、第 5調査地 SE5の 遺物は

完形品あるいはそれに近いもの 6点を含んで

いる。

井戸より出土する遺物の性格については、

表 2 井戸内遺物出土状況一覧表

調査区 井戸名称

出 土 状 況

下  層 上 層 その他

4

SEl

SE2 井戸内に散乱

SE3 散乱

SEl 肩部より

SE2 完形単独

SE3

SE4 完形単独

SE5 完形単独 完形複数

9

SEl 完形単独 集積

SE2 集積
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単に他から流入や転落したものの他、廃棄されたものや意味をもって埋置されたものなどがあ

ると考えられる。今回の調査では、遺物の出土状態からあきらかに『井戸祭祀』の可能性を持つ

ものを数ヶ所で確認している。

近接する遺跡の類例についてみると、八尾南遺跡
Fは
検出した27基の井戸のうち、 7基につ

いて祭祀の可能性が考えられている。遺物は底部から出土したもの 4例、上層から出土したも

の 3例で、後者については報文中に丼戸廃絶時の祭祀 と考えられる記述がある。馬場川遺跡で
⑤

は 2基の井戸が検出され、いずれも井戸廃絶時などに 2回 (1号井戸は上面で 2回、 2号井戸は

底部 と_上面の 2回 )に わたって祭戸Eを 行なっていたと記載されている。大和川 。今池遺跡では
③

第 6-2地 区SElよ り、高杯や甕等を人為的に埋設したと考えられる状態で検出したと報告

されている。これらは報文中に祭祀 。供献等の記載が行なわれているものの一部で、類例は増

加するものと思われる。

当遺跡では、井戸底から遺物が出上した第 5調査地 SE2・ SE4・ SE5。 第 9調査地 S

Elの 4例 と上層から出土した第 5調査地 SE5の 1例について祭祀が検証された。井戸底で

検出した遺物については、日常使用のものや穿孔をもつものがあり器種は一定していないが、

完形品が単独で出土するのが特徴である。上層で検出したものとしては、第 5調査地 SE5の

資料のみであるが、ここでは複数の完形品が含まれている。

2)各遺構より出土する遺物について

検出した遺構のうち、出土状況等から第 9調査地 SEloSE2お よび第 5調査地 SE5・

SD9で 比較的一括性の高い遺物が検出された。ここでは具体的に各遺構から出上した遺物、
とくに甕を中心とした資料の様相について、照合 して概述する。

第 9調査地 SEl

甕 9点のうち、口縁部は「く」の字形に屈曲し、端部につまみ上げ をみない もの とつまみ上

げるものがあるが、後者がほとんどを占める。胴部にはヘラケズリを行なうが、(24・ 32)は ヘ

ラナデを施す。(32)は 胴部外面にタタキの後下半にハケを施 し、底部はわずかに平坦面をも

つていることから、V様式甕と庄内式甕の中間形態であるといえよう。タタキは全体的に大筋

のものを使用する。

壺については、底部の破片が出上 している。このうち突出する平面をもつものは 9点 あ り、

尖 り底や中央がわずかに凹むものなどが少数出上した。鉢については、 3点のうち 2点が突出
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する平底をもつ。

これらの上器群は各器種を通 じ、底部は突出した平底やわずかな平坦面をもつもので、タタ

キは太筋である。

第 9調査地 SE2

合わせて25点が出上した。甕についてみると、 日縁部の形態は「く」の字形に届曲し、端部を

わずかにつまみ上げるものが多い。底部については、三や甕の破片が含まれているが、わずかに

突出した平底から押さえたような平底のものが含まれる。タタキは総じて大筋である。形態
。

技法からみてこれらの上器群は、前述のSElと 同時期のものと考えられる。

第 9調査地 SEl・ SE2の遺物の類例として、中田遺跡出上のものがある。
②

第 5調査地SD9上層

甕28点が出主した。完形あるいは完形に近いものが 7点あり、そのうちの 6点が庄内式甕で

ある。庄内式甕は全般的に最大径が中位よりやや上位にあり、底部は尖りぎみの九底をもつも

のが多い。タタキは前述のSEl・ SE2出上のものに比較すると細筋で、器肉も薄く、比較

的新しい要素をもつものが多い。

第 5調査地SE5上層

完形あるいは完形に近い土器が 6点出上した。甕は庄内式のものと布留式のものが共伴し、

小型精製器種のうち小型器台・小型鉢が出上している。これらの上器群については、庄内式と

布留式の接点の時期のものと考えられる。

この時期の類例資料として、美園遺跡・馬場川遺跡などがあげられる。
③     ③

表 3 タタキの幅について (番号は実測図番号 )

遺 構 名
タタキ 1条 の幅(mm)
10        20        30         40        50        60

第 9調査地
SE2 ⑥ ③③ ⑨ ⑪ ⑨ ⑪

第 9調査地
SEl

④

⑫

廼

④

⑩ ② ⑮

第 5調査地
SD9上層

⑫ ③Э③ ③③O⑭
⑤ ⑨ ① ⑨Э
⑥ ⑧
⑪

⑩     ①
①

第 5調査地
ミ F鳴 卜層 ⑩
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次にV様式甕と庄内式甕の特徴であるタタキについて、上記の編年資料を通じて幅の大細を
明確にする。

各資料の計測値は表 3の とおりである。資料が少なくて不充分であるが、庄内式古相と考え

られていたタタキの幅の太細がより具体的に知 り得るものと理解できよう。

以上の事項を前提として各資料をみていくと、古いものから順に第9調査地SEl・ SE2
次に第5調査地 SD9上層、最後に第5調査地 SE5上層資料に組み立てられるものと考えら
れる。

今回の報告は、昭和56年度に実施した発堀調査の概要であり、調査地も当遺跡の一部分にす

ぎないため、今後の調査結果や近隣の諸遺跡との関連性等を求める必要性がある。また、出土

した遺物の考察についてもまだまだ不充分であり、これからの課題としたい。

〔注 記〕

1 昭和56年度発掘調査現在整理中

2 昭和56年度発掘調査現在整理中

3 八尾市教育委員会「八尾南遺跡 。東郷遺跡発掘調査概要」『八尾市文化財発掘調査報告 6』

1981年

4 八尾南遺跡調査会『八尾南遺跡』1981年

5 東大阪遺跡保護調査会『馬場川遺跡発掘調査報告』1977年

6 大和川 。今池遺跡調査会『大和川 。今池遺跡発掘調査資料その 5第 6区』1980年

7 八尾市教育委員会「八尾市中田遺跡刑部地区出土の上器」『大阪府下埋蔵文化財担当者研

究会 (第 5回 )資料』 (財 )大阪文化財センター1980年

8 本誌所収第 5章

9 東大阪市教育委員会『馬場川遺跡発掘調査概要Ⅳ』1976年
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SE3出 土祗石 (左上 )・ 木製品 (1～ 4)
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第 2調査区 遺構検出状況 (西より)
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第 3調査区 S11(南 より)
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第 4調査区 遺構検出状況 (北東より)

同上  SD9遺 物 出土状況 (束 より)
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